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「ねえ、悪魔ってどういうことなの？」

　言葉と共に、真剣な表情で近づいてくるクラスメイトの南みなみ。

　彼女の問いかけにどう答えていいのかわからず、オレは戸惑ったまま口を閉ざす。

　正直なところオレも聖ひじりも気を緩めていたのだろう。まさかこんなところで南と会うなんて思いもしていなかった。

　――夏休みの早朝、ラジオ体操に付き合ってくれとエルニとなずなに誘われ、欠伸あくび混じりに足を運んだ公園。そこでオレは偶然五ご行ぎよう聖と出会い、軽い口調で彼女に訊たずねたのだ。

　来週行われる臨海学校には参加するのかと。

　その質問に、聖は仕事の依頼を受けたから自分も行事に参加すると答えてくれた。

　どうやら臨海学校を行う場所に悪魔が潜んでいる可能性があるらしく、退魔士である聖に調査の依頼が舞い込んできたようだ。

　聖もオレのことを信用してくれているから仕事の話をしたのだろう。普段、聖は自分の職業を隠している。だからふともらしてしまった仕事の話を南が聞いていたことを知り、きっと動揺しているに違いない。聖は強こわ張ばった表情で南を見つめていた。

　だがそんな聖ひじりに構わず、南みなみはさらに一歩踏み込んでくる。

「調査の依頼って、なんなの？」

「それは……」

　なんとか誤ご魔ま化かそうとオレが口を開くよりも早く、

「ゲームの話だ！」

　いつの間に戻って来たのか、エルニが笑顔で声をあげた。

「いまわたしたちの間で流は行やっているゲームで、そういうイベントがあるんだ。調査の依頼というのも、ギルドから受けたクエストなんだぞ」

　おそらくエルニはオレ達の会話を聞いていたのだろう。フォローするように身振り手振りを交えて架空のゲームの話をはじめるものの、残念ながらあまり効果はなかったようだ。

　最初こそ突然現れたエルニに驚いていた南だったが、今は半信半疑といった様子である。

「……本当にゲームの話なの？」

「う、うん。そうだ」

「じゃあ、そのゲームのタイトルは？」

「え？　タ、タイトル？　それはその、えっと……『マッドドッグ危機一髪』？」

　エルニが目を泳がせると、南は訝いぶかしむように首を傾かしげる。

「そんなゲームのタイトル、聞いたことがないんだけど……？」

「き、奇遇だな！　実はわたしも聞いたことがないんだ！　あはははは！」

　エルニは笑ってお茶を濁そうとした。しかしそんなことでうやむやにできるはずもなく、南はエルニに疑いの眼まな差ざしを向ける。

　と、そのとき、

「もう、エルちゃん、あんまりふざけてばかりいたらダメだよ。ゲームのタイトルは……」

　エルニに助け舟を出すようになずなが話に加わり、オレも聞いたことがあるゲームのタイトルを口にして南に笑いかける。

　――なずなは聖の職業を知っている。

　以前マキナがなずなを攫さらおうとした際、聖が退魔士の力を見せたからだ。

　あのときなずなはルナやマキナが悪魔だとわかっても気にせず、聖のことも怖がりはしなかった。だけどみんながみんな自分と同じではないと。ルナたちの正体や聖の職業に気づいたら怖がる人たちがいるかも知れないと、なずなはちゃんと理解しているのだろう。

　だからエルニ同様、誤魔化そうとしてくれているんだと思う。

　エルニに代わってなずながどこかぎこちない笑顔でゲームの話を続けたところ、南も納得してくれたのか、

「そっか。ゲームの話だったんだ。ちょっと勘違いしちゃったよ。ほら、五ご行ぎようさんって霊感とかあるみたいだから、本当に悪魔を退治しているのかなって……あははは。悪魔なんているわけないのにね」

　照れたように笑い、聖ひじりに目を向ける南みなみ。

「でも意外だな。五ご行ぎようさんもゲームとかするんだ」

「わ、私のお姉さんがゲームとか好きだから、よく一緒に遊んだりするんだ」

「へえ……」

　聖の言う『お姉さん』とは、五行家のメイドであるかおるんこと薫かおるのことだろうな。

　などと考えていたところ、南が視線を移してオレに話しかけてきた。

「南なん条じようくんもゲームとかするイメージがないけど、けっこう遊んだりするの？」

「いいや、オレはゲームよりも読書の方が好きだが……今回は妹と聖に誘われてな」

　なずなの頭に手を載せて皆に話を合わせると、何な故ぜか南は小さく唇を尖とがらせた。

「……なんか、文化祭が終わった頃ころから、南条くん五行さんとすごく仲良くなってない？　ふたりともいつの間にか名前で呼び合ってるし……」

「なんだ、羨うらやましいのか？」

「そ、そうだよ！　羨ましいよ！　あたしとももっと仲良くして！」

　からかうように訊たずねたオレに、南はぐいっと顔を近づけてそう答える。

　大きな瞳ひとみに長い睫まつ毛げ、なめらかな頬ほおに桜色の唇、綺き麗れいに整った顔立ちが間近に迫り、少し落ち着かない気分になる。

　とりあえずオレは南から目を逸そらして視線を落としたのだが、今度は量感たっぷりの彼女の巨乳が目に飛び込んできてしまった。

　ぷるんと突き出された南の大きな胸は無防備にもちょっと手を伸ばせば掴つかめる距離にあり、さらに落ち着かない気分になる。しかし表向きだけでもクールに振る舞おう。オレは顔をあげて南の目を見つめ返す。

「南、聖と仲良くなりたいのなら、オレじゃなくて直接本人に言った方がいいと思うぞ」

「そ、そうじゃなくて。確かに五行さんとは仲良くしたいけど、あたしは、その、もっと南条くんと……」

　もじもじと人差し指同士を擦り合わせ、南は小さな声でなにか言おうとするが、

「姉ちゃ～ん！　ラジオ体操はじまっちゃうよー！」

　不意にあがった大きな声に、彼女の言葉はかき消されてしまう。

　南の弟だろうか。声の方に視線を飛ばすと、小学校低学年くらいの少年が南に向かって大きく手を振っている姿が確認できた。

　一瞬、その様子を見て南は複雑そうな表情を見せたが、すぐに口元を緩め、「いま行くから！」と手を振り返す。

「ごめん南条くん、五行さん。弟が待ってるみたい。またあとでね」

「おう、あとでな。まあオレはもう帰るけどな」

　そう適当に返したところ、南みなみはどこか甘えるようにオレの手を取った。

「もう、意地悪言わないでよ。せっかく会えたんだよ？　少し話そうよ」

「話ねえ……。それじゃあ夏休みの宿題の話でもするか？」

「そ、そんな言葉、南なん条じようくんの口からは聞きたくないわ！」

　言葉と共にオレから手を離し、南はその手で両耳を塞ふさいで背を向けた。

　まるで恋人に別れ話でも切り出されたときのようなリアクションである。南はそのまま逃げるように走り出そうとしたのだが、ふと足を止めて振り返る。

「そういえば南条くん。やっぱり、今年も臨海学校には参加しないの？」

「ああ。去年同様、酒と煙草たばこと喧けん嘩かと女に明け暮れていて忙しいからな」

「南条くん、格かつ好こいい……」

　意外にも南はうっとりとした表情で肯定的な反応を示してくれた。だが、そんな南とは対照的に聖ひじりとなずながひどく寂しげにじっとオレを見つめてくる。その視線に耐え切れず、オレは慌てて発言を撤回した。

「み、南。いまのは冗談だ冗談。本当はオレも参加するつもりだ」

「えっ、本当に!?」

　瞬く間に南の顔一面にぱあっと喜色が広がり、頬ほおが桜色に染まる。

「南条くん南条くん、あたしも臨海学校に行くつもりだったの。向こうで一緒に遊ぼうね」

「まあ、気が向いたらな……」

　急にテンションが高くなった南にオレは素っ気なく返した。

　するとなにを思ったのか、南は両手を後ろで組み、セクシーなポーズをとりはじめる。

「南条くん、あたしね、今年は大胆な水着を買ったんだよ。ふふ、南条くんをその気にさせちゃうからね」

　色っぽく微笑ほほえみ、南はオレにウインクをひとつ寄よ越こす。

　……スタイルのいい南がこういうポーズを取ると見事に様になるな。

　と、率直な感想を抱いていたところ、ふと南がなずなに目を向けた。

「なずなちゃんもあとでお話しようね」

「え？　う、うん……」

　不意に名前を呼ばれたなずなが少し戸惑った様子で頷うなずくと南はにっこり笑い、そのまま駆け足で弟さんのもとに向かって行ったのだが……おかしいな。なずなはまだ名乗っていなかったはずだ。

　少し気になり、オレはなずなに声をかける。

「なあなずな、お前南のこと知ってたのか？」

「う～ん、初対面だと思うんだけど……なんだろう、変な感じ。名前を呼ばれたとき、すごくドキッとしたの」

　小首を傾かしげ、不思議そうにこぼすなずな。

　と、そこで、エルニがなずなの肩にぽんと手を載せた。

「なずにゃん、それは恋だな。そのときめく胸の鼓動がなによりの証拠だ」

「えっと、そういう感じじゃないんだけど……なんて言えばいいのかな？」

　なずなは首を傾げたまま腕を組んで悩み出す。が、単純に知らない相手から名前を呼ばれて驚いただけだろう。

　しかし、どうして南みなみはなずなの名前を知っていたんだ？

　疑問に思ったが、まああまり深く考えることでもないか。

　そう判断し、オレはなずなとエルニに声をかける。

「ほら、ラジオ体操がはじまるぞ。お前らも早く行って来い」

「うん！　お兄ちゃんも一緒に行こう」

「……すまんなずな。お兄ちゃんは聖ひじりにちょっと話がある」

「そうなんだ……。それじゃあ明日は付き合ってね」

　なずなが笑顔を見せると、今度はエルニが話しかけてきた。

「ふふ、忍しのぶ。そこでわたしの華麗な舞を見ているといい。こう見えても太たい極きよく拳けんは得意だ！」

「いや、ラジオ体操でなにをするつもりだお前は。真面目まじめにやってくれ」

　エルニにそう突っ込み、ラジオ体操に向かうふたりを見送っていたところ、それまで黙っていた聖がほっと胸を撫なで下おろした。

「エルニとなずなちゃんのおかげで助かった……」

「ああ、そうだな。いくら朝早いとはいえ、もう少し気を配るべきだった。オレの不注意だ。悪かった」

「し、忍くん、頭なんて下げないでくれ。不注意だったのは私の方だ。忍くんはなにも悪くない。顔をあげて欲しい」

　……詫わびのつもりで頭を下げたのだが、かえって聖に気を遣わせてしまったようだ。

　オレは苦笑をひとつもらして顔をあげ、「それなら」と口を開く。

「今回はふたりとも悪かった、ということにしようか。次からは互いに気をつけよう。なにかあったらオレもフォローする」

「うん、ありがとう。忍くんがそう言ってくれると心強い」

　聖は柔らかく微笑ほほえんでみせるが、その胸中は先ほどまで不安で揺れていたに違いない。

　……本当に不注意だった。オレは胸中でため息をこぼし、強く自省する。

　聖は小学生の頃ころ、学校の友達に家の秘密がバレたことがある。それは聖の親父おやじさんの力で口外はされなかったようだが、完全に隠すことはできなかったみたいだ。学校中に変な噂うわさが流れ、みんなは聖を気味悪がり……彼女から離れていったという。

　そのことを話してくれたとき、聖が泣きそうな顔をしていたのをよく覚えている。

　誰だれかに家のことが知られたらきっとまた怖がられる。聖ひじりはそう思っているのだろう。親しい友人たちにも、自分の稼業について話すことはない。

　……あやうく、当時と同じような思いを聖にさせてしまうところだったな。

　胸中で再びため息をつきながらも、ふと心のどこかで思う。

　もしかしたら、南みなみなら大丈夫じゃないかと。

　なんせ、あいつはオレのことも怖がらなかったからな……。

　不意に一年前のことを思い出し、オレは何気なく南に目を向ける。

　南は真面目まじめにラジオ体操を行っており、彼女が大きく身体からだを動かすたびに豊かな胸が弾むように揺れ、さらに前屈運動の際には短いスカートからパンツが見えそうになっていた。

　……子供たちにはいささか刺激の強い光景だな。

　そんな感想を抱き、オレは南からそっと目を逸そらす。と、そこで、なにやら視線を感じ、聖がチラチラとオレを盗み見ていることに気がついた。

「どうかしたか？」

「な、なんでもない！」

　声をかけると聖は慌てたように両手を振る。だがしばらくするとおずおずといった様子で口を開いた。

「あの、忍しのぶくんは南さんのことを、その、どう思っているのかな？」

「変な女」

　答えた瞬間、聖に頬ほっぺたを引っ張られた。まあ引っ張られたとはいっても頬を軽く摘ままれているだけなので全然痛くはないのだけど……。

「忍くん、女の子にそんなことを言ったらダメだ」

「いや勘違いしないでくれ。別に南のことを悪く言ったわけじゃない。いまのはオレなりの褒め言葉だ」

「え？　それじゃあ『変な女』というのはいつもの照れ隠しで、本当は南さんに好意を持っているってことか？」

「ああ、概おおむねそんな感じだ。南のことは可愛かわいいやつだと思ってるよ」

「忍くんが珍しく素直だ!?」

　どうしてか、聖はショックを受けたような顔をして肩を落とす。

「……やっぱり、男の子は南さんみたいな可愛い女の子に惹ひかれるんだな。南さんが少し羨うらやましい。私は可愛くないから……」

　確かに聖の場合、『可愛い』と言うよりも『美人』、または『クール』や『格かつ好こいい』といったイメージの方が強い。いつも浮かべている凛りんとした表情に心奪われる女生徒たちが後を絶たない、というのも大いに頷うなずける話だ。

　実際、オレも当初はそういった印象を抱いていた。

　だけど聖ひじりとの付き合いが深くなるにつれ、それ以外の魅力にも気づけたと思う。

「人の魅力は人それぞれだよ、聖。別に気にすることはないさ。聖には聖のいいところがあるんだ。南みなみと比べる必要はないんじゃないか？」

「……でも、忍しのぶくんは南さんのことを可愛かわいいって思っているんだろう？」

「まあ、そうだな」

　特に否定する理由もない。オレが頷うなずいて返すと、聖は頬ほおを赤くしてさらに訊たずねてきた。

「そ、それじゃあ、私のことはどう思っているんだ？」

「……意外にムッツリスケベ？」

　答えた瞬間、今度はぽかぽかと胸を叩たたかれた。

　別段拳こぶしに力が込められているわけではない。だから先ほど頬を引っ張られたときと同様にまるで痛みは感じなかった。が、どうやら聖の機嫌を損ねてしまったようだ。

「……忍くんのバカ」

　と、小さく頬を膨らませ、聖は拗すねたようにそっぽを向く。

　そんな仕草が素直に可愛いと思い、自分の頬が緩むのを感じた。知り合って間もない頃ころは、聖にもこんな一面があるなんて知らなかった。

　緩む頬を抑え、オレは聖の頭にぽんと手を載せる。

「悪い。冗談が過ぎたな。正直に言うと、聖のことはすごく可愛い女の子だと思ってるよ」

　言葉と共に軽く頭を撫でたところ、聖は耳まで真っ赤にして俯うつむいてしまう。

「……私は、もうだめかも知れない」

「なんだどうした？　気分でも悪くなったのか？」

「そういうわけじゃないんだけど……忍くんはずるい」

「よくわからんが、その分いい男だろう？」

「……うん」

　お、おお？　予想外にも頷かれてしまったぞ。さすがにそんな反応をされると照れる。早いところ話題を変えてしまおう。オレはラジオ体操を行っているエルニを指差した。

「ほ、ほら見ろよ聖。エルニのやつ、ひとりだけ動きがズレてるぞ」

「本当だ……」

　オレの視線を追い、聖は小さく微笑ほほえむ。

　どうやらエルニはラジオ体操の動きをあまり覚えていないようだ。時折動作自体を間違えており、それに気づくと慌ててみんなの動きを真ま似ねていた。

　その様子が少し可愛いと思ったのは秘密である。

　見ていて飽きないな、あいつは……。

　と、そんなことを考えているうちにラジオ体操は終わり、なずなたちがベンチに戻って来た。そこでしばらく南も交えて談笑に耽ふけったあと、オレたちは公園を後にする。

　やがて分かれ道に差し掛かった頃ころ、南みなみがそっとなずなに手を伸ばした。

「またお話しようね、なずなちゃん」

　慈しむようになずなの頭を撫で、柔らかく微笑ほほえみ、南はぽつりともらす。



「……元気になって、本当によかった」



　それはセミの鳴き声でかき消されてしまうほどに小さな囁ささやきだった。

　オレと同様にうまく聞き取れなかったのだろう。なずなは小首を傾かしげて聞き返す。

「ん？　なに？　南さん」

「ううん。なんでもないよ」

　南は笑顔でかぶりを振る。だが彼女は目を細め、どこか寂しそうに「南さんか……」と呟つぶやき、ゆっくりとオレに視線を移した。

「また、わたしと一緒に遊んでね、南なん条じようくん」

　それはいつもと違った子供のような口調。言葉と共に小さく手を振り、南は弟さんと手を繋つないで歩き去って行く。

　どうしてか、オレはその後ろ姿から目が離せなかった……。



    

  
    
      

第一章　旅行の前に



　突然だが、オレが通っている高校――緑みどり山やま高校で行われる二泊三日の臨海学校は希望者制の課外授業であるため強制参加ではない。

　もっともひと昔前は有無を言わせず生徒たちを海に連れて行ったようだ。しかし当時から反対の声も多く、いつしか希望者制になり、その参加者の数自体も年々減ってきたため、いまでは附属の中学校と合同で行っている。

　先日南から聞いた話によると一般的な臨海学校で行われる水泳練習なども特になく、ただ、生徒たちの交流を深めることだけを目的としたなんともゆるい行事らしい。

　……そんなことを思い返し、リビングのソファーに座り、ぼんやりとテレビを眺めていたところ、ダイニングキッチンからふたりの女性が姿を見せた。

　ひとりは我が家の頼れるお姉さんのルナ。もうひとりは我が家の居候兼乗り突っ込み担当のマキナ・リーベライ・オランジェロだ。

　一見ルナもマキナも普通の女の子のようだが、実はふたりとも人間ではない。

　メロンのような大きな胸を持つダイナマイトバディの金髪美女――ルナは清せい楚そな雰囲気に似合わずこう見えても悪魔だったりする。

　また、ルナの隣に並ぶ怜れい悧りに整った顔立ちの赤髪美少女マキナは半人半魔の悪魔だ。グラビアアイドル顔負けの抜群のスタイルを誇る彼女はルナの義理の妹でもある。

　きっと昼食の片づけが終わったんだろうな……。

　などと考えていたところルナが笑顔でオレの隣に腰を下ろし、なにを思ったのか、

「にゃあ」

　と、なずなの真ま似ねをして抱きついてきた。

　……なんか、最近のルナは妙に積極的にスキンシップをとってくるな。

　まあその原因には心当たりがある。おそらく以前オレが『たまには甘えてくれ』と言ったことがきっかけになったのだろう。

　ともあれ、ルナがこんな風に甘えてくれることは素直に嬉うれしい。嬉しいのだが、大ぶりの乳房が身体からだに当たり、その上にいい匂においまで漂ってくるものだからどうにも緊張してしまう。

　だけどルナに甘えてもいいと言った以上、きちんとそれに応こたえてやりたい。

　脈が速くなるのを自覚しつつ、オレは軽くルナの頭を撫でてみせた。すると、

「にゃあにゃあ」

　またなずなの真似なのか、声を弾ませ、ルナはさらに強く抱きついてきた。

　む、胸の感触がやばい。ぽよんと弾むような弾力感が心地ここちよすぎる。両の胸を触ってみたい。掌てのひらで掴つかんでみたい。と、よこしまな感情が胸の内に生まれはじめる。

　……いかん。オレは平常心を取り戻すため、胸中で深呼吸を繰り返す。が、そんな努力も虚むなしく、オレたちの様子を眺めていたマキナがいそいそとソファーに座り、

「にゃ、にゃあ……」

　わずかに躊ちゆう躇ちよしながらも頬ほおを赤くし、ルナと同じように抱きついてきた。だが、

「全然なずなに似てないな。もっと練習が必要だ。顔を洗って出直して来てくれ」

「ご、ごめんなさい。確かに練習不足でした――って、なんで怒られないといけないのよ！　というか、その冷たい反応はなに!?　お姉さまのときと全然違うじゃない！」

「オレなりの照れ隠しだ。あまり気にするな」

　事実、マキナの豊かな胸と温かな体温を感じ、オレの鼓動はせわしなく高鳴っている。

　いまのところはなんとか平静を装えてはいるものの、このままではまずい。なにか理由をつけてふたりから離れよう。

　と、思ったそのとき、タイミングよくオレの携帯電話からメールの着信音が響いた。

「ちょっと失礼」

　誰だれかは知らんが助かった。オレは自然な仕草でルナとマキナから離れて立ちあがり、それと同時に携帯電話を取り出して見ると、なにやら聖ひじりからメールが来ていた。

　なになに、『こんにちは忍しのぶくん。突然だけど、夏休みの宿題は進んでいるかな？　私は英語が苦手で少し苦戦しているんだ。それでよかったらでいいんだが、私と一緒に勉強しないか？　ふたりで勉強したらきっと宿題もはかどると思うんだけど……どうかな？』か。

　ふむ、誘ってくれるのは普通に嬉うれしいが、オレはすでに宿題を終わらせてしまっている。

　だけどまあ、宿題の手伝いならできるだろう。こう見えても英語は得意だ。聖ひじりには色々と世話になっている。この機会に少しでも恩を返そう。

　などと思っていたところ再び着信音が響き、今度はかおるんからメールが来た。

『忍しのぶ様、聖ちゃんは昨日からずっと忍様にお送りするメールの文面を考えていました。聖ちゃんはただ、忍様とお話しするきっかけが欲しかったんだと思います。

　忍様に会えない間寂しかったのでしょう。聖ちゃんは毎夜毎夜忍様のことを想おもっては豊かな身体からだを火照らせ、ご自身の細い指でその身体を慰めていました』

　……衝撃的なメールの内容に一瞬かなり驚いたが、どうせかおるんの冗談だろう。

　そう判断しつつも、オレは敢あえて聖に『かおるんから話は聞いた。ひとりでエッチなことばかりしているから宿題も進まないんじゃないか？　英語ならオレが教えてやるから、エッチなことは少し控えなさい』といった内容のメールを送ってみた。

　聖の反応が実に楽しみである。少しわくわくしながらメールの返信を待っていると、

「……なんかにやにやしてるけど、どうしたの忍？」

「誰だれからだったんですか？」



    

  
    
      



    

  
    
      　怪け訝げんそうな顔をしたマキナと、微笑ほほえみを浮かべたルナがそれぞれ話しかけてきた。

「ああ、実は聖ひじりから――」

　メールが来てなと返すよりも早く、携帯電話の着信音がオレの言葉を遮る。

　わずかに眉まゆをひそめて視線を落としたところで、聖から電話が掛かって来ていることに気がついた。

「ちょっと出てくる」

　テレビの音が邪魔になるだろう。リビングから離れ、携帯電話を耳に押し当てたその瞬間――電話越しに聖の大きな声が聞こえてきた。

『し、忍しのぶくん！　勘違いしないでくれ！　あれは全部薫かおるさんのウソだ！　私はエッチなんかじゃないぞ！』

　ひどく焦ったように声をあげ、聖は早口でさらに続ける。

『確かに忍くんと会えない間寂しかったから忍くんのことを考えていた！　でも！　忍くんに悪いと思ったから、忍くんを想おもってエッチなことなんてしていない！　そもそも私はいままで一度もそんなことをしたことがないし、やり方もよくわからないんだ！』

　よほど動揺しているのか、話さなくてもいいことまでカミングアウトする聖。

　素直に可愛かわいいとは思ったが、さすがにそろそろ止めてあげた方がいいだろう。

　オレは柔らかい口調で聖に声をかける。

「そんなに慌てなくても大丈夫だぞ。あのメールはかおるんの冗談なんだろう？　聖はムッツリ――じゃなくて、聖がエッチじゃないことはわかっているからな」

『忍くんいま私のことをムッツリスケベって言いかけた！　やっぱり忍くんは私のことをエッチな女の子だって思っているんだ！』

「いや待て違う！　マジで間違えたんだ！　いまの言葉に深い意味はない！」

　涙声の聖にオレは慌ててフォローを飛ばす。しかし電話越しに、

『……そういえば、「言い間違いには当人の隠された本心が垣かい間ま見みられる」と、かのフロイト先生もおっしゃっていましたね。やはり忍様は聖ちゃんのことをエッチだと思っているのでしょうか』

　と、微かすかにかおるんの淡々とした声が聞こえてきた途端、『うわ～ん』と聖の泣き声があがった。

　……やばい。聖のやつ泣いちゃったぞ。

　これはどうしたものか。額に冷汗が浮かぶのを感じていたところ、聖と電話を代わったのか、かおるんが電話越しに怒ったような声をあげた。

『忍様、聖ちゃんが泣いてしまいましたよ！　一体どう責任をとってくれるんですか！』

「……その責任の一端がお前にもあることを決して忘れるなよ？」

『かおるん知らんぷい！』

「うわっ痛い！　このメイドさんいい歳としをして痛いよ！」

『……何な故ぜか忍しのぶ様にだけは「痛い」などと言われたくはないですね』

　不満げにそう返すかおるんに、オレはわずかな間を空け、おそるおそる訊たずねる。

「それで、聖ひじりの様子はどうだ？」

『聖ちゃんならたったいまベッドに向かい――枕まくらを涙で濡ぬらしはじめました。忍様にも聞こえますか？　この悲しい嗚お咽えつの声が……』

「ああ、わりとよく聞こえる」

　嘆息してそう答え、オレは片手で顔を覆う。

　……聖に悪いことをしてしまった。早いところ謝らないとまずいな。

『忍様、「ゲヘヘ、聖をもっといじめてみたいぜ。あの張りのある真っ白な尻しりを俺おれ様の手で真っ赤に染めてやりてえな」と、鬼畜なことを考えているところ悪いのですが――』

「悪いのはそんなことを思いつくお前の頭だ」

　オレはやや辛しん辣らつな突っ込みでかおるんの言葉を遮った。

　するとかおるんは不服そうに『失礼ですね』と返したあと、ふと口調を変える。

『まあ冗談はともかく。忍様にひとつお願いがあります。よろしければ我が家にお越しいただけませんか？　忍様が来てくださったら、聖ちゃんの機嫌も直るでしょうから……』

「そうか。それじゃあお詫わびに土産でも持ってそっちに行くよ」

『お土産はケーキでお願いします忍様。聖ちゃんにはチョコレートの、わたくしにはイチゴのショートケーキです。もちろんウェディングケーキでも構いません』

　遠慮なく土産を要求してくるかおるんだった……。

「かおるん、さすがにウェディングケーキは無理だ。普通のケーキで我慢してくれ」

『……え？　あの、いいんですか？　いまのは冗談ですよ？　わたくしも聖ちゃんも忍様が来て下さるだけで、その……嬉うれしいです。ケーキのことはあまり気にしないで下さい』

　てっきり『忍様は甲か斐い性しようなしです』とか言うものとばかり思っていたが、意外にもかおるんはしおらしい声をもらした。

　その声に少しだけドキリとしつつ、オレは優しい口調でかおるんに告げる。

「ケーキぐらいだったら別に構わないよ。オレはただ、かおるんが楽しみにしているだろうショートケーキのイチゴを奪い、それを容赦なく目の前で食ってやりたいだけだ。かおるんの方こそ気にするな」

『ちょっと待ってください！　なんてひどいことを考えているのですか！　忍様の人でなし！　鬼畜！　外道！　あなたに人の心はないのですか!?』

「そんなものはとうの昔に捨てた。故にオレは思うがままに貴様のイチゴを貪むさぼり食らう」

　言葉と共に乗りで哄こう笑しようをあげてみたものの、返ってきたのはかおるんの呆あきれたような声。

『……あの、中二病的耽たん美び系絶頂のところ誠に申し訳ないのですが、アホと言ってしまってもよろしいでしょうか？』

「やかましいわ！　この変態メイ――じゃなくて、やかましいわこの痴ち女じよメイド！」

『忍しのぶ様がいまわたくしのことを変態メイドと言いかけた上にさらに悪いように言い直しました！　あんまりです！　忍様はわたくしのことを痴女だと思っているのですか!?』

「ああそうだ。まったくもってその通りだ。いまの言葉にウソ偽りはない」

　涙声のかおるんにオレは迷いなく断言して返す。

　途端、かおるんは聖ひじりを真ま似ねてか『ふぇ～ん！　忍様がいじめます！』と、わざとらしく泣き声をあげた。

　いつもの軽妙なやりとりがどうにも胸に心地ここちいい。なんだか楽しくなってしまい、オレは笑みをこぼしてさらに続ける。

「かおるん、冗談は――ここからだ！」

『いえもう冗談は飽きました。冗談はここまでにしてさっさと家に来てください。いい加減にしないと超音波攻撃を仕掛けますよ？』

「そのときはオレも超音波に対抗して毒電波で毒舌を吐き、中毒を起こさせて――あっ、いや、なんでもない。すぐそっちに行く。土産を楽しみに待っていてくれ」

　なにやら電話越しにかおるんが大きく息を吸い込む音が聞こえてきた。あいつなら超音波どころか嬌きよう声せいをあげかねない。オレはかおるんに言われた通り冗談をやめた。

　と、そこで、かおるんが心なしか低い声で警告をひとつ。

『それでは忍様、くれぐれもおひとりでお越しくださいね。もし、誰だれかを連れて来たりしたら……そのときは人質の命はないものと思ってください』

「どこの誘拐犯だお前は。心配しなくても一人で行くさ。聖に訊ききたいこともあるしな」

『訊きたいこと？　聖ちゃんの性感帯なら耳と――あっ、やめてください聖ちゃん！　お、お尻しりはだめです！』

　どうやら聖になにかされたようだ。言葉の途中でかおるんは裏返ったような声をあげる。

『し、忍様！　珍しく聖ちゃんが怒っています！　あなたの愛いとしのメイドがピンチですよ！　早く助けに来てください！』

「オレも聖に加勢する。震えて待っていろ、変態メイド」

『まさかの三人プレイ!?』

　なにを勘違いしたのか、うっとりとしたような声をもらすかおるん。

『どうしましょう。おふたりにいじめられると思うと、身体からだが熱くなって――』

　最後まで聞かず、オレは電話を切った。

　……さて、それじゃあ聖の家に行くか。

　先日、聖は『臨海学校先に悪魔が潜んでいるかも知れない』と話してくれた。あのときは話を中断せざるを得なかったが、臨海学校にはなずなや一般の生徒たちも参加する。用心のため詳しい話を訊きいておこう。

　あと、聖ひじりの親父おやじさん、宗そう悟ごさんとも少し話がしたい。

　以前宗悟さんに『退魔士になるつもりはないか？』と誘われたときは、その気がなかったものだからかなり焦った。だが彼から半ば強制的に話を聞かされ、退魔士の修行に興味を持ったのも事実だ。

　オレはまだまだ弱い。もし退魔の術を学んで強くなれるというのなら、迷う必要はないだろう。稽けい古こをつけてもらえるのなら是非お願いしたい。

　……弱いままだと、また大切なものを手放してしまうからな。

　一瞬、苦いものが胸の内に広がる。が、オレは顔をあげて気を取り直し、自室に戻って身支度を整え、そのあとルナ達に「出掛けてくる」と短く告げ、自転車を取りに外へ出る。

　……相変わらず外は暑い。うるさいぐらいのセミの鳴き声に辟へき易えきしながら自転車を手押ししていたところ、ひとりの少女の姿が見えた。

　ツインテールに纏まとめられた輝く銀の髪。雪のように白い肌。細く華きや奢しやな身体からだつきの可愛かわいらしいその少女は、我が家の居候兼ボケ担当のエルニである。

　信しん憑ぴよう性せいのない話だが、ルナ達と同様に彼女も人間ではなく、本人が言うには神様らしい。

　そのエルニは、迷い込んできたであろう野良猫と一緒に庭の木陰で遊んでいた。

　無邪気に「にゃあにゃあ」と猫に話しかけるエルニ。彼女のそんな姿に思わず微笑ほほえみを誘われる。立ち止まって彼女の様子を見守っていたところ、



    

  
    
      



    

  
    
      「おっ、忍しのぶだ」

　どうやらエルニがオレに気づいたようだ。腰をあげて猫に「またな」と軽く手を振ると、笑顔を浮かべて駆け寄って来た。そして笑顔のままオレの自転車の後ろに乗る。

「忍さん、わたし、海が見たいわ」

「悪い。忙しいからまた今度にしてくれ」

　上品なお姉さんといった感じの口調で話すエルニにオレは素っ気なく返した。

　するとエルニは再び口調を変え、今度は幼おさな馴な染じみの女の子風に言う。

「忍ちゃん、エルニを、甲子園に連れて行って」

「断わる。見ての通りオレは出掛けるところだ。早く自転車から降りろ」

　オレは再びにべもなく拒否したのだが、めげた様子なくエルニは人の肩に手を載せる。

「忍、夜明けの紫がわたしを呼んでいる。紫は欲望の色だ。一緒に行こう」

「ひとりでどこまでも欲望を追い求めてくれ。さっきも言ったがオレは忙しい。早いところ自転車から降りてくれ」

　さらにオレがたしなめるように言ったところ、エルニは人の服の裾すそを掴つかみ、涙目で懇願。

「忍さん！　わたし！　明日への希望が見たいの！」

「……帰りにアイスを買って来てやる。だから自転車から降りてください」

「わ～い！」

　満面の笑みを浮かべて両手をあげたあと、エルニはようやく自転車から降りてくれた。

「それじゃあ忍、気をつけて行ってくるんだぞ！」

「……お前も月のない夜は気をつけることだな」

　冗談混じりに怪しく笑い、オレは自転車に飛び乗る。

　聖ひじりの家には一度お邪魔したこともある。道に迷うこともないだろう。

　抜けるような青空の下、オレは勢いよく自転車のペダルを踏んだ。
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　かおるんに電話で伝えた通りまずは土産のケーキを商店街で購入。その後夏の強い日差しを受けながら自転車を漕こいでいたところ、ようやく大きな和風の屋敷――聖の家が見えてきた。

　と、同時に、家の表札の前に佇たたずんでいる美しいメイドさんの姿も目に飛び込んでくる。

　切れ長の双そう眸ぼう、通った鼻筋、形のいい柔らかそうな唇。見た目だけは完かん璧ぺきな美人さんである均整の取れた身体からだつきの彼女は……悲しい話、変態メイドのかおるんである。

　珍しいことに、そのかおるんはどこか浮ついた様子で頬ほおを緩めていた。が、オレの姿を認めると、まるで自分の心の内を隠すかのように、慌てていつもの無表情を作る。

「いらっしゃいませ、忍しのぶ様」

　かおるんはメイドらしく丁寧なお辞儀をひとつ。続いてメイド服のポケットからハンカチを取り出し、そっとオレの額に浮かんだ汗を拭ぬぐってくれる。

「お暑い中ありがとうございます。どうぞお入りください」

「おう、それじゃあお言葉に甘えてお邪魔するよ。ほれ、ご要望の品だ」

　自転車から降りてケーキ箱を手渡すと、かおるんは小さく微笑ほほえんだ。

「お茶ちや目めな忍様のことですから、サプライズとしてケーキの箱の中になにか仕込んでいるとは思うのですが、一体なにを入れたのですか？　現金ですか？　株券ですか？　それとも忍様のありったけの愛ですか？　わたくしは忍様の愛を希望します」

「中身は開けてからのお楽しみだ――と、言いたいところだが、箱を開けた瞬間中から白い煙が飛び出し、それを浴びたら老人になってしまうというサプライズを用意しておいた」

「とんだ玉手箱!?」

　驚くかおるんに、オレは笑顔でさらに続ける。

「ちなみに煙と同時に箱の中からあらゆる罪悪・災禍が抜け出し、人類は不幸にみまわれることになる。だが案ずるな。きっと箱の底には希望が残っているだろう」

　などと説明してみせたところ、かおるんはやれやれといった仕草でため息をこぼした。

「どんなパンドラの箱ですか。バカなことばかり言ってないで早く家の中に入ってください。外は暑いです」

「……おい、自分から話を振ってきておいてその反応はなんだ。あんまりふざけてばかりいると、そのメイド服のエプロンで汗を拭ふくぞ？」

「きゃあ～、忍様のエッチ・スケッチ・メイドフェチ～」

　涼しげな表情から一転。かおるんは口元に笑みを滲にじませて足早に逃げて行く。その背中をゆっくりと追い、オレは「そういえば……」と口を開いた。

「お前この暑い中、外で待っていたのか？」

　その問い掛けにかおるんは背を向けたまま小さく首肯して応じる。

「忍様が来てくださるのが楽しみだったんです。確かに外は少し暑かったのですが、大好きな忍様のことを考えていたら、不思議と暑さも時間も忘れていました」

「オ、オレに夢中になるのはいいが、くれぐれも熱中症には気をつけろよ」

　いきなりしおらしいことを言うのは反則だろう。いつものように軽口を叩たたいたものの、微妙に声が上擦ってしまった。なにやら妙に照れくさい。ぽりぽりと熱い頬ほおをかいていたところ不意にかおるんが振り返り、

「ふふ、いまのは全部ウソですよ？　庭の花に水をやったあと、たまたま外に出たら忍様の姿が見えたのでご挨あい拶さつをした、というだけの話です。騙だまされましたね？」

　と、微かすかに頬ほおを赤く染めて悪戯いたずらっぽく笑うかおるん。

　ただの照れ隠しなのかそれとも事実なのか、こいつの場合はよくわからない。オレは肩をすくめるだけに留とどめ、かおるんに促されるまま家にあがる。

　……相変わらずでかい家だな。感嘆しつつ廊下を歩き続け、階段にさしかかったところでかおるんが、「電話ではお伝えするのを忘れていましたが……」と、前置きをしてさらりと言った。

「本日旦だん那な様さまと奥様とおまけのバカ――もとい。お坊ちゃまは出掛けているため、現在この家にいるのはわたくしと聖ひじりちゃん、そして忍しのぶ様だけです」

　お坊ちゃまこと聖の弟さんの扱いがひでえなとは思ったが、オレは口を挟まずかおるんのあとを追い、ゆっくりと階段をあがる。

　と、そこで、かおるんは「ですから忍様」とさらに続けた。

「聖ちゃんの部屋に入った瞬間、あのモミアゲの長い怪盗、なんとか三世の如ごとく『ひ～じりちゃ～ん』とパンツ一丁で聖ちゃんに迫っても問題は起こりませんよ。どうぞ思う存分野獣となってください。勉強を教える振りをして野獣教師です。美女と野獣です。野獣死すべしです」

「……もしかして、お前はオレをディスっているのか？」

「そんなつもりはありませんよ淫いん獣じゆう様……あっ、間違えました野獣様」

「誰だれが野獣だ。間違えたままだぞ痴ち女じよメイド……じゃなかった野獣メイド」

「……忍様も間違えたままですよ？　というか真ま似ねしないでください」

　小さく唇を尖とがらせ、かおるんは階段をあがった先に見えた部屋に近づくや否や、ノックもせずにいきなり部屋の扉を開ける。

「どうぞ、忍様」

「いや『どうぞ』じゃなくて、ノックぐらいした方がいいんじゃないか？」

　他人の家だが一応注意をしつつ、オレはかおるんに促されて部屋に入る。

　部屋は和風の家の外装とは違い洋室。中は綺き麗れいに整理整せい頓とんされており、ルームフレグランスでも使っているのだろうか。なんだかいい匂においがする。また可愛かわいらしい小物や観葉植物にも目を引かれるが、一通り部屋の中を見回しても聖の姿が見えない。

「なあ、聖はどうしたんだ？」

「聖ちゃんなら自室で身体からだを火照らせながら忍様のことを待っていると思いますよ」

「……身体を火照らせながら云うん々ぬんはともかく、ここは聖の部屋じゃないのか？」

「ええ、ここはわたくしの部屋です。まずは忍様にわたくしのことをもっと知ってもらおうと思い、自室に案内させていただきました。忍様、わたくしはしばらく後ろを向いていますので、ご自身の欲望に従い、わたくしの布団をクンカクンカしても構いませんよ？」

「むしろお前自身をクンカクンカしてやりたいところだが、まあ今日は布団で我慢しよう」

　心にもないことを棒読みで言い、オレはベッドに腰掛けて欠伸あくび混じりに続ける。

「……なんか疲れたから寝る。晩飯の時間になったら起こしてくれ」

「それは聖ひじりちゃんに頼んでください。せっかくなのでわたくしも忍しのぶ様と一緒に寝ます」

　言葉と共にかおるんはケーキ箱を机の上に置き、自身の服に手を伸ばしたと思ったらいそいそと胸元のボタンを外していく。

「……ちょっと待て。何な故ぜ服を脱ごうとする？」

「いえ、このまま寝てしまっては服がシワになりますし、今日は暑いので下着姿でベッドに入ろうかと思いまして……」

　しれっとそう返し、かおるんは艶あでやかな微笑ほほえみと共に近づいてくる。さらに胸元から黒のブラジャーを覗のぞかせ、上目遣いでオレを見つめ、そして誘惑するように言う。

「忍様、わたくし自身の匂においをかいでもいいですよ？」

「オウ、グッドメイドスメル、カモン――じゃねえよ！　そんな恥ずかしいことができるか！　なに考えてんだよお前は！　オレまで変態にするつもりか！」

　一瞬よからぬ絵を妄想してしまい、気がつくとオレは妙な英語を口走っていた。

　そんなオレを見てかおるんはくすくすと笑い、からかうように続ける。

「冗談ですよ忍様。聖ちゃんが待っています。そろそろ部屋に向かいましょう」

「……それはいいが、お前の冗談は心臓に悪いぞ」

　頬ほおに熱を覚え、ため息をこぼしつつも、ふとオレは思う。

　かおるんは少し表情が豊かになったなと。

　少し前まではいつも無表情だった。笑顔を見せることなんて滅めつ多たになかった。だけどそんなかおるんが、いま目の前で微笑みを浮かべている。その小さな変化が、じんわりと胸を熱くする。

　こう見えてもかおるんは半人半魔の悪魔だ。そのため子供の頃ころから退魔の組織に管理され、長い間道具のような扱いを受けてきたと聞く。彼女自身も自分のことを道具だと思い込んでいたのだろう。長い間主あるじである聖に甘えることはなかった。

　でもいまは違うのだろう。この笑顔を見ればわかる。自分は聖の家族だと、かおるんはそう思っているに違いない。

　思わず頬を緩めながら、再びかおるんと共に長い廊下を歩き、辿たどり着ついたのは突き当たりの部屋。かおるんがノックをするとすぐにドアが開き、ひとりの少女が顔を出した。

　艶つややかな長い黒髪に凛りんと整った顔立ち。豊かな双胸に引き締まったウエスト。スラッと伸びた眩まぶしい美脚。相変わらず目を惹くこの美人さんは聖である。

　聖は柔らかな曲線を描く身体からだにノースリーブのカットソー、そしてミニスカートという露出度の高い無防備な私服姿だった。

「いらっしゃい忍くん」

「おう、さっきは悪かったな。冗談が過ぎた」

「ううん。私が変に勘違いしちゃったのが悪かったんだ。ごめん」

　小さく頭を下げたあと、聖ひじりは顔をあげて笑顔を見せる。

「でも、今日は来てくれてありがとう。遠慮せず中に入ってくれ」

「ああ、それじゃあお邪魔するよ」

　頷うなずき、オレは部屋に入る。

　聖の部屋はかおるんの部屋と同じような綺き麗れいな洋室で、やはりいい匂においがする。部屋の中には数多くの犬のぬいぐるみの姿もあり、実に女の子らしい。

　……そういえば、聖は犬が好きだったな。

　と、思い出していたところ、かおるんがぽんとオレの肩に手を載せた。

「光栄に思ってくださいね、忍しのぶ様。家族をのぞいて聖ちゃんが自室に男性を招くのはこれがはじめてです。初体験です。もうドキドキです。優しくしてあげてくださいね」

「……おいこら、途中で話を変な方向にスライドさせるな」

　突っ込みつつ、オレはテーブル近くの座布団に腰を下ろす。と、かおるんがオレの隣に座り、からかうような口調で訊たずねてきた。

「ちなみに、忍様はいままで何人の女性から部屋に誘われましたか？」

「百から先は覚えていない」

「まさかの百人斬ぎり!?」

「忍くんプレイボーイだ！」

　思いっ切り見み栄えを張ってみたところ、かおるんも聖も驚いたのか、揃そろって目を見開いていた。その後聖に至っては落ち込んだ様子で小さく肩を落としてしまう。

「……やっぱり、忍くんは格かつ好こいいからモテるんだな」

「え？　聖ちゃん？　いまのはきっと忍様の冗談ですよ？　本気にしなくても大丈夫です。あと、忍様は本当のことをおっしゃってください」

「百から先は覚えていない」

「――大事なことなので俺おれは二回言った。しかしその実そっちの方面に関してはピカピカの一年生である。だが案ずるなかれ。俺は一を聞けば十を知るほどの猛者。女は身体からだではなく心で抱いてやればいいのだ。なんの問題もない」

「……かおるん、妙なモノローグを入れるのはやめてくれ。女性の部屋に入った数は、実際のところ片手で数えられるほどだ。悲しいことにそのほとんどが身内だがな」

　ため息混じりに今度は正直に答えると、何な故ぜか聖はぱちくりと目を瞬かせた。

「意外だ……。忍くんはもっと女の子に人気があると思っていた」

「忍様はツンデレで可愛かわいいですからね」

　甚だ不本意な評価をオレに寄よ越こし、かおるんは腰をあげて聖に目を向ける。

「聖ひじりちゃん、忍しのぶ様がお土産にケーキを持って来てくださったのですが……申し訳ありません。ケーキ箱をわたくしの部屋に置き忘れてしまいました。ケーキ箱を取ってくるついでに飲み物を用意して来ます。しばらく席を外しますね」

　妙に説明口調でそう言い、かおるんはふとオレに視線を移す。

「忍様、コーヒーと紅茶、どちらがいいですか？」

「緑茶がいい」

「わかりました。コーヒーですね」

　オレのボケを完全に無視した上に勝手に飲み物まで決めてしまうかおるん。

　あの様子だと『紅茶』と答えても、『コーヒーですね』とか言い出しそうだ。

　若干呆あきれていたところ、かおるんはなにやら聖とアイコンタクトのようなものを交わし、

「それでは忍様、どうぞごゆっくりお楽しみください」

　と、意味深な言葉を残して部屋を出て行った。

　そこで不意に聖がオレに近づくや否や、なにを思ったのか、頬ほおを赤く染めてそっと肩に寄り添ってきた。

　途端、肩を通して聖のぬくもりが伝わってくると同時にほのかに清涼感のある匂においが香り、綺き麗れいに整った顔立ちが間近に迫る。視線を落とせば胸元から深い胸の谷間が見え、鼓動が高鳴っていく。だが、

「ん？　どうかしたのか？」

　オレは完全に動揺を隠してそう訊たずねた。しかし聖はあまり気にした様子もなく、頬を上気させたままオレの太ふと股ももに温かな掌てのひらを載せ、

「ふたりきりだな、忍くん」

　柔らかそうな薄桃色の唇をゆっくりと近づけ、とろけるような甘い声で言う。

「……エッチなこと、しようか？」

　一瞬、その言葉で危うく我を忘れそうになり、オレは拳こぶしを握り締めてなんとか自重する。

　敢あえて忘れるように心掛けているのだが――聖はオレの許嫁いいなずけだ。

　もちろんそれは互いの祖父が勝手に決めたことなので正式なものではない。形だけのものだとは思う。ただ、退魔士である聖はその事実が発覚したときから、陰陽術を使うためにことあるごとにオレを誘惑するようになってしまった。

　聖が使おうとしている術は房ぼう中ちゆう陰陽術というものだ。これは男性の陽の気を女性の陰の気と混じり合わせて力を得るものであり、まあ要するにエッチなことをする必要がある。

　聖は退魔士としての実績を積み、かおるんのような半人半魔の悪魔を道具として扱う退魔の組織を変えたいと考えている。そのため陰陽術で自分の能力を高めようと、あの手この手を使ってオレを誘惑してくるわけだ。

　しかしやはり術のためだけに聖とそういう関係になるのには抵抗がある。おそらくいまの行動も誘惑の一環なのだろう。少し可哀かわい想そうだとは思ったが、オレは例のごとく聖ひじりの誘惑をスルーすることにした。

「聖、真っ昼間からバカなことをやってないで、早く勉強するぞ」

「し、忍しのぶくんがバカって言った！」

　しゅんと眉まゆ尻じりを下げる聖に構わず、しかし若干心を痛めつつ、オレは持ってきたバッグから勉強道具を取り出す。

　いつもなら聖もこのあたりで誘惑を中断する。これでひと安心だろう。と、オレは勉強の準備を進めていたのだが、意外なことに聖が控え目にオレの服の袖そでを引いてきた。

「忍くん、少しだけでもいいから、付き合って欲しい」

「あのな聖、今日は勉強をだなあ――」

「み、右を見てくれ忍くん！」

　オレの言葉を遮り、一生懸命な様子の聖。

　仕方ないので言われた通り聖の指差す方向に目を向けたところ、彼女はさらに「今度は左を見て欲しい」と続ける。

　……聖は一体オレになにをさせるつもりなんだ？　怪け訝げんに思いながらも再び指示に従うと、わずかな間のあと、緊張を含んだ聖の小さな声が聞こえてきた。

「さ、最後に、私を見てくれ……」

「まあ、いいけど」

　一応返事をして視線を戻すと、両目を閉じた聖が形のいい唇を軽く突き出していた。

「……えっと、それはなんのギャグだ？　元ネタがよくわからないんだが？」

　内心ドキリとしつつも、それを隠してオレは呆あきれた口調で訊たずねた。

　途端、聖は目に涙を溜ためて叫ぶ。

「うぅ……！　全然効果がないじゃないか薫かおるさん！」

　と、そのとき、突然部屋の扉が開き、トレーを持ったかおるんが顔を出したと思ったら、彼女は「おかしいですね」と首を傾かしげて近づいてくる。

「てっきり忍様は聖ちゃんの誘惑を受けて我を忘れるとばかり思っていました。聖ちゃんを押し倒して服を脱がせ、そこで『だめだ忍くん。夏休みの宿題をしないと』と頬ほおを上気させて拒む振りをする聖ちゃんに、『夏休みの宿題？　そんなものはオレがベッドの上で忘れさせてやるぜ！』と血走った目で叫んで返し、野獣になるものとばかり……」

　失礼なことを言いながらかおるんはトレーに載ったケーキと飲み物、そして角砂糖が入ったガラス容器をテーブルの上に移動させていく。

　そんなかおるんをジト目で見つめ、聖は小さく頬を膨らませる。

「薫さん、忍くん全然喜んでくれなかったぞ？　いままで薫さんの言う通りにやってきたけど……やっぱり誘惑の仕方が間違っているんじゃないのか？」

「むっ。疑うとは心外ですね。そこまで言うのなら今度はわたくしが忍しのぶ様を見事誘惑してみせましょう。聖ひじりちゃんはそこでよく見ていてください」

　手に持ったトレーを置いて立ちあがり、かおるんはオレに目を向ける。

「申し訳ありませんが忍様、右を見ていただけませんか？」

　色々と言いたいことはあった。が、とりあえずオレはかおるんの言葉に従う。

「次は左を見てください、忍様」

　……どうせ聖と同じことをするのだろう。吐息混じりのかおるんの声に少しドキドキしつつ再び言葉に従ったところ、彼女は甘い声でさらに続ける。

「最後に忍様、こっちを向いて……」

　一度言葉を切り、オレが視線を戻すとかおるんはメイド服のスカートの裾すそをたくしあげて頬ほおを朱に染める。同時に恥ずかしそうにオレから目を逸そらし、そっと囁ささやくように言った。

「……わたくしのエッチなところを……見てください」

　言葉と共にかおるんはさらにスカートをたくしあげ、綺き麗れいな長い脚、柔らかそうな白い太ふと股もも、色っぽい黒のガーターベルトをさらす。だが肝心なところが見えそうで見えない。

　……気がつくと、心惑わすそのチラリズムに翻ほん弄ろうされそうになっていた。しかしふと我に返って慌ててかおるんの太股から目を逸らし、平静を装い……オレは目の前のコーヒーに角砂糖を入れ続けた。

　と、そこで、かおるんがスカートから手を離し、胸を張って聖に目を向けた。

「聖ちゃん、これが本当の誘惑というものです。忍様も突っ込みさえ忘れて動揺しているでしょう？　こういった誘惑を積み重ね、徐々に理性にダメージを与えていくのです。右ストレートだけでは相手は倒せません。ジャブを使う必要もあるのですよ」

　言いながらオレに視線を移し、かおるんは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ。

「ところで忍様、お砂糖はいくつ入れましたか？」

「百から先は覚えていない」

「……忍くんがすごく動揺してる」

　聖は目を見張って驚き、勢いよくかおるんに頭を下げる。

「薫かおるさん、疑ってごめん。これからも私にアドバイスして欲しい」

　いや、いままでの経験から察するに、かおるんは時折ふざけていることがあるぞ？　あまり真に受けない方がいいんじゃないか？　また騙だまされるぞ？

　そう思ったが、聖にいま以上の誘惑をされても対処できそうにない。オレは口を挟まず、

「えっと、飲み物が冷める前にそろそろケーキを食べないか？」

　と、話題を変えながらコーヒーをすする。しかし口に含んだコーヒーが予想以上に甘ったるく、思わずむせ返りそうになってしまった……。



　ケーキを食べ終わったのち、オレは聖ひじりの英語の宿題を見ていたのだが、

「あんたがあたしの奴隷になりなさいっ！」

　構って欲しいのか、ベッドに寝転がってライトノベルを読んでいるかおるんは時折小説のセリフを口走っていた。

「う、うるさいっ、消し炭になりなさいっ！」

　……小説の内容がかなり気になる。あとでかおるんに小説を貸してもらおうかなと思っていたところ、聖が小声で話しかけてきた。

「ごめん忍しのぶくん。薫かおるさんも普段はあんなことしないんだけど、忍くんが来てくれて嬉うれしいんだと思う。ちょっとはしゃいでいるみたいだ」

「なるほど。勉強の邪魔になるから注意しようと思ったんだが、そういうことならやめておくよ。可哀かわい想そうだからかおるんはこのままスルーしよう」

「えっと、そっちの方が可哀想じゃないかな？」

「大丈夫だ。かおるんのことだから勝手に放置プレイだと勘違いして悦よろこぶさ。それに勉強を早く終わらせたらその分かおるんとも長く遊べるだろう？　いまは我慢だ我慢」

「う～ん、薫さんはそこまで変態じゃないと思うんだけど……」

　聖は躊躇ためらっていた様子だったが、結局はオレの提案に乗ってくれた。

　というわけでオレも聖も揃そろってかおるんを放置。勉強を続けているうちにかおるんも大人しくなったので、オレたちも集中して宿題に取り掛かることができた。

　しかしさすがに無視してばかりいるのも気が引ける。宿題が一段落したところでオレは、泣き真ま似ねをして枕まくらを濡ぬらしているかおるんに声をかけた。

「なあかおるん、宗そう悟ごさんは出掛けていると言っていたけど、何時頃ごろ帰ってくるんだ？」

　オレはただ何気なく訊たずねただけだったのだが、

「え？　何時頃帰ってくる？　つまり、忍様は旦だん那な様さまに用がある……ということはまさか!?　忍様は旦那様に『お嬢さんを俺おれにください！』とおっしゃるつもりなのでは!?」

「そうなのか!?」

　なにを勘違いしたのか、かおるんと聖はそれぞれ目を丸くする。続いてかおるんは笑顔で聖に抱きついた。

「やりましたね聖ちゃん！　おめでとうございます！」

「どうしよう。嬉しくて泣きそうだ……」

「いやいや、そういう意味じゃない。聖もかおるんの冗談に合わせなくてもいいぞ。オレはただ宗悟さんに訊ききたいことがあっただけだ」

「訊きたいことですか？」

　やはり冗談だったようだ。かおるんはすぐに素に戻った。しかし、

「……冗談だったのか」

　聖ひじりの方はため息混じりになにやら呟つぶやいている。

「どうかしたか？」

「な、なんでもない！　それよりも父さんに訊ききたいことってなんだ？」

「……まあ、なんでもないのならいいんだが……実は退魔士の修行に少し興味があってな。宗そう悟ごさんに話を聞いてみたいと思ったんだ」

「退魔士の修行に興味？　どうして？」

「ほら、オレは弱いだろう？　少しでも力をつけておきたくてな……」

　オレが苦笑してそう答えると、聖とかおるんは揃そろって顔を見合わせた。

「えっと、忍しのぶくんは別に弱くなんてないと思うぞ？」

「聖ちゃんの言う通りです。正直、忍様は下手な退魔士よりも強いと思いますよ」

「……そんなことはないさ。まだ全然足りない。オレは弱いままだ……」

　オレよりも強い人間なんていくらでもいる。現状に満足したことは一度もない。誰だれかが弱いのはいい。だが自分が弱いことだけは許せない。その理由はきっと――

「忍くん」

　不意に名前を呼ばれてはたと顔をあげると、目に映ったのは少し心配そうにオレを見つめている聖の姿。

　……もしかしたら、自分が思っている以上に表情が硬くなっていたのかも知れない。

　そっとオレの頭に手を伸ばし、聖は柔らかい口調で続ける。

「強さにも色んな種類があると思う。忍くんの優しいところは間違いなく強さだ。ただ強いだけの人よりも、忍くんはずっと魅力的だよ。だから、そんな風に焦らなくてもいいんじゃないかな？」

　優しいところは間違いなく強さだ、か。

　聖にそっと頭を撫でられ、ふとオレは思い出す。

「……子供の頃ころ、似たようなことを言ってくれた娘こがいたな」

「ん？　そうなのか？」

「ああ……」

　不意に頭に浮かんだ長い髪の女の子。



　――忍ちゃんは弱くなんかないよ。忍ちゃんはすごく優しいもん。強いから優しいんだよ。わたしは……わたしはそんな忍ちゃんのことが……



　彼女の言葉が脳裏をよぎった途端、胸の奥に痛みを覚え、思わず唇を噛かみ締しめる。

　……これ以上は思い出さない方がいいだろう。聖にも心配をかけてしまう。オレは無む理り矢や理りに笑みを作り、話を戻そうと口を開いた。

「それはそうと、宗そう悟ごさんはいつ戻ってくるんだ？」

「残念ながら旦だん那な様さまは遠方にお出掛けになっております。本日は帰ってきません」

「なんだ、そうなのか。それなら仕方ないな。また今度にするか……」

　少しだけ落胆しつつ、かおるんにそう返したところ、聖ひじりが控え目に手をあげた。

「忍しのぶくん、退魔士の修行のことなら、私でも多少のことは教えられると思うけど……」

「いや、気持ちはありがたいが、聖には他に訊ききたいことがある。今日はいいよ」

「聖ちゃんに訊きたいことですか？　電話でお伝えできなかった聖ちゃんの性感帯なら――あ、いえ、なんでもありません」

　オレと聖が同時に睨にらむと、話に割り込んできたかおるんはしょんぼりと肩を落とし、そのまま口を閉ざした。

　かおるんはただ構って欲しかっただけなのかも知れないが、とりあえず彼女は放置。かおるんとはあとで遊ぼうと思い、オレは聖に視線を戻す。

「聖、この前臨海学校先に悪魔が潜んでいるかも知れないって言っていただろう？　よかったら詳しい話を聞かせてくれないか？　臨海学校にはなずなも参加する。注意することがあったら教えてくれ」

「あっ、それなら大丈夫だと思うぞ」

　オレの言葉に聖は笑顔で返す。

「いま薫かおるさんに情報を集めてもらっているんだけど、悪魔が潜んでいる可能性がある場所は、臨海学校の宿泊施設からは少し離れているみたいなんだ。宿泊施設付近の林道やその先の廃はい墟きよに近づかない限り問題はないと思う」

「ええ、そうですね。調査した限り悪魔の能力自体も低そうですし、それに件くだんの悪魔は自分から獲物を狩りに行くタイプではなく、網を張る蜘く蛛ものように自分のテリトリーに近づく獲物を待つタイプみたいですから、近づかない限り被害を受けることもないでしょう」

　聖に同意して頷うなずき、かおるんは補足するように続ける。

「今回聖ちゃんに声が掛かったのは、以前その場所付近にそれなりに能力の高い悪魔が潜んでいたからです。同じような場所に同じような悪魔が再び姿を見せることがわりと多いので、用心のためにと聖ちゃんに調査を依頼したのでしょうが……」

　一度言葉を切り、かおるんは小さく微笑ほほえむ。

「まあ、それは建前でしょうね」

「建前？　どういうことだ？」

「この仕事は橘たちばな様が回してくれたのです。橘様は聖ちゃんに『せっかくの夏休みですから、お仕事のついでに臨海学校を楽しんでください』とおっしゃっていました」

「なるほど……」

　ちなみに橘さんとは、以前聖が試験を受けた際に立会人となった長身の美人さんである。

　厳しい人だとばかり思っていたが、どうやら聖ひじりには優しいようだ。

　そんな感想を抱きながら、オレは口調を変えて聖に声をかける。

「聖、なにか手伝えることがあったら遠慮なく言ってくれ。出来る限り力になる」

「それでは忍しのぶ様、臨海学校に行った際には、聖ちゃんと一緒に遊んであげてください」

「うん、私と遊んで欲しい」

　……え？　確かに力になるとは言ったが、聖が臨海学校を楽しむために力を貸すという意味じゃないぞ？　調査に協力するという意味だったんだけど……まあいいか。

　とりあえずオレはふたりに頷うなずいて返し、しばしの談笑のあと勉強を再開させる。

　それから日が暮れるまで聖の宿題に付き合ったのち、オレは家に帰ることにした。

　名な残ごり惜おしそうな顔をして見送りに来てくれた聖とかおるんに手を振って返し、途中でエルニと約束した通りアイスを買い、夕暮れの中家路を急いだ……。



　●　　●　　●



　臨海学校を翌日に控えた夜。オレはなずなとマキナと一緒にリビングでテレビを見ていた。その途中でエルニがとことこやって来て、自然な様子でオレの膝ひざの上に腰を下ろしたが、まあ気にせずテレビに視線を戻す。

　そのテレビ――マキナが楽しみにしているドラマが終わると、なずなはリビングの壁時計を眺め、嬉うれしそうに頬ほおを緩めた。

「どうしよう。早く寝ないといけないのに、明日が楽しみで眠れそうにないよ」

　なずなの言葉を受け、マキナは微苦笑を浮かべる。

「ふふ、旅行ぐらいではしゃいじゃって、なずなはまだまだ子供ね」

「うん、いまは仔こ猫ねこのキャットなずにゃんだけど、いつかお兄ちゃんが大好きな女め豹ひようのセクシーなずにゃんになるよ。マキナちゃんも楽しみにしててね」

「ええ、楽しみにしているわ。明日は一緒に遊びましょうね」

　柔らかく微笑ほほえみ、マキナは優しくなずなの頭を撫でる。途端なずなは「にゃあ」と嬉しそうに鳴き、甘えるようにマキナに抱きついた。

　そんなふたりの様子をオレの膝の上で眺めていたエルニは、なにを思ったのか不意に人の左肩に頬を預けてきた。そして流し目でオレを見つめはじめたかと思ったら、すっと両目を閉じ、形のいい艶つややかな唇を軽く突き出してくる。

「……こら、なんのつもりだお前は」

　内心かなり動揺したが、オレはすぐさまエルニの頭を掌てのひらで押しとどめる。

　するとエルニは得意のエンジェルスマイルを浮かべて口を開いた。

「忍は女豹のセクシーなずにゃんが大好きだってさっきなずにゃんが言ってたから、わたしはセクシードッグになってみた。これで忍しのぶも明日わたしと一緒に遊びたくなったはずだ」

「残念ながらお前は明日留守番だ、セクシードッグ」

　間近に迫った可愛かわいらしい微笑ほほえみに少しドキドキしつつもそれを隠し、オレはエルニの頭を優しく撫でて続ける。

「オレが出掛けている間我が家の警備は任せたぞ、セクシードッグ改めマッドドッグ」

「セクシードッグ改めマッドドッグ――了解！」

　南なん条じよう家の自宅警備員はセクシーをやめてビシッと敬礼。そのあとなずなたちに視線を戻し、そっとオレに耳打ちをしてきた。

「忍、マキナは一見落ち着いているようだけどな、実は昨日も部屋で水着を着たり浮き輪を膨らませたりしてはしゃいでいたんだ」

「……なるほど、なずなの前だからマキナもお姉さんぶっているだけか」

「うん。だからなずにゃんとだけじゃなくて、ちゃんとマキナとも遊んでやるんだぞ？」

「ああ、イケメン紳士了解だ」

　オレが冗談めかしてそう返すと、なにが不満なのかエルニは小さく頬ほおを膨らませた。

「そこは『しのむん、了解！』と答えるところじゃないのか？」

「……エルニ、前にも言ったが、しのむんはもう卒業したんだよ。オレはアイドルから一匹の狼おおかみになったんだ。そっとしておいてやってくれ」

　と、適当なことを言い、オレはエルニを膝ひざの上から降ろして立ちあがる。

　その後自室に戻り、オレが旅行の準備をあらかた終えた頃ころ、控え目なノック音と共に鈴を転がしたような美声が聞こえてきた。

「忍さん、まだ起きていますか？」

「おう、起きてるぞ」

　美声に応こたえて部屋の扉を開けたところ、目に飛び込んできたのはパジャマ姿のルナ。

　彼女は胸に枕まくらを抱いており、オレを認めると微かすかに頬を赤くして口を開いた。

「忍さん、お邪魔してもいいですか？」

「邪魔者は消す。それだけだ」

「……失礼しました」

　ルナがしゅんと肩を落として背中を向けてしまったので、

「いや待て冗談だ！　ルナは邪魔なんかじゃない！　いいから入って来てくれ！」

　慌てて彼女の肩を掴つかんで部屋に招き入れ、オレは柔らかく訊たずねる。

「それで、こんな時間にどうしたんだ？　なにか用なのか？」

「はい。忍さんにお願いしたいことがあって……」

「お願い？　なんだ？　遠慮なく言ってくれ」

　ルナがお願いとは珍しい。少し嬉うれしくなり、オレは笑顔で促した。するとルナは膝を擦り合わせ、再び頬ほおを赤くして上目遣いで言う。

「えっと、忍しのぶさんは明日から臨海学校に行っちゃいますよね？」

「……もしかして土産のお願いか？」

「いえ、お土産の話じゃないです」

　どうやら違ったようだ。ルナは小さく首を横に振り、赤い頬のまま切り出す。

「少しの間ですけど、忍さんがおうちにいないのは寂しいので、その、今夜は一緒に寝てもいいですか？」

「もちろんいいですよ」

　……ん？　なにを言っているんだオレは？　ルナが可愛かわいくてうっかり頷うなずいてしまったが、さすがに一緒に寝るのはまずいだろう。オレの理性が暴走してルナに変なことでもしたら取り返しがつかない。オレはすぐさま発言を撤回しようと思ったのだが、

「本当ですか？」

　ルナは嬉しそうに目を輝かせており、彼女の表情は喜びに彩られていて……気がつくと、開きかけた口を閉じている自分がいた。

　……この笑顔には生涯勝てないんじゃないだろうか？

　そんな予感を抱きながらも恥ずかしさに耐え切れず、オレはつまらない冗談を飛ばす。

「ルナ、一緒に寝るのはいいが――エッチなことは、勘弁なっ！」

「はい、わかりました。我慢します」

「……が、我慢？　おいおい、それは身体からだに毒だぜレディー」

「え？　忍さん、それってどういう意味――」

「冗談です。あまり気にしないであげてください。オレはもう寝ます」

　早口でルナの言葉を遮り、オレはベッドに足を向ける。

　……ああ、なにバカなことを言ってんだよまったく。きっとルナも呆あきれているに違いない。胸中でため息をついたあと、オレは気を取り直して素早くベッドにもぐりこむ。

　こうなったら目を閉じておやすみ三秒だ。さっさと寝てしまえば過ちを犯すこともないだろう。オレは固く目を閉じた。

　と、そこで、ルナが「電気を消しますね」とやや弾んだ声で言い、次の瞬間には瞼に感じていた照明の光が消える。そのあと小さな足音が聞こえ、ルナが布団の中に入ってきた。

　途端、すぐ隣にルナの気配、微かすかな息遣い、そして甘い匂においを感じ、ドクリと胸の鼓動が跳ねあがる。

　なにやら身体が妙に熱い。特に顔が火照って仕方がない。エアコンの温度が高いのだろうか？　というか、なんで目を閉じているのにこんなにも緊張するんだ？

　……解せぬ。早いところ気持ちを落ち着かせて寝よう。

　などと考えていると、ルナが柔らかく声をかけてきた。

「おやすみなさい、忍しのぶさん」

「永と久わに」

「あの、それだと死んじゃうみたいですよ？」

「……もし、オレになにかあったら、そのときはエルニの餌えさやりを頼む」

「そ、それ死亡フラグです！　縁起でもないからやめてください！　あと、エルニちゃんに失礼ですよ」

　しょうもないボケを飛ばしたところ、珍しいことにルナが突っ込んでくれた。

　どうしてか、そんな些さ細さいなことが嬉うれしくて、胸の奥が微かすかに熱を帯びる。思わずオレは状況も忘れて再び口を開き、しばらくルナとお喋しやべりを続けた……のだが、いつしか彼女は規則正しい寝息を立てて眠りについてしまった。

「まいったな……」

　嘆息して呟つぶやき、オレは軽く頭をかく。

　ルナと話しているうちに緊張もいい具合にほぐれた。

　しかし時折ルナが吐息混じりに身じろぎをするたび、ドクンドクンとオレの意思を無視して心臓が勝手に暴れはじめる。このままでは眠れそうにない。ルナには悪いがリビングのソファーで寝ることにしよう。

　そう思って目を開けたときだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「……忍しのぶさん」

　不意に、ルナが小さな声でオレの名前を呼んだ。もしかしたら起こしてしまったのかも知れない。

　少しドキリとしてルナに目を向けたところ、薄暗い部屋の中、気持ち良さそうに眠るルナの寝顔が見えた。

　……なんだ、寝言だったのか。

　オレはほっと胸を撫なで下おろす。それから部屋を出ようと上体を起こしかけた瞬間、なんの前触れもなくルナがすっと手を伸ばした。そして、

「忍さん……」

　今度は甘い声でオレの名を呼び、ぎゅっと強く抱きついてきた。

　当然ながらオレはひどく動揺する。

　ルナはブラをつけていないのか、普段のハグよりも強くはっきりと、両胸の柔らかさ及び弾力を感じる。温かな太ふと股ももも身体からだに触れ、甘い匂においが脳をとろけさせていく。

　……これ以上の刺激を受けたら間違いなくオレの理性がぶっ飛ぶ。

　自分でもこんなにも早く限界が来るとは思わなかった。早くリビングに移動した方がいいだろう。そっとルナから離れようと手を伸ばしたものの、

「……だい……好き……です……」

　思わず伸ばしかけた手が止まる。

　それはただの寝言だ。彼女の言葉が誰だれに向けられたものなのか確信は持てない。持てないのだが、ルナが幸せそうに微笑ほほえんでいた。本当に嬉うれしそうに、満ち足りた顔をしている。



　――傍そばにいたいと思った。



　ルナがオレに甘えてくれている。心を開いてくれている。こんなにも弱い、オレの傍にいてくれている。

　もちろん、その考えはただの自惚うぬぼれなのかも知れない。だけど、いまはルナが隣にいてくれることが嬉しくて幸せで、胸が熱くなる。

　オレは起こしかけた身体をゆっくりと元に戻し、そのままそっと目を閉じた。

　ルナの身体は柔らかく温かく……温ぬくもりが胸に心地ここちよく染みこんでいく。

　不思議とやましい気持ちは消え、オレはルナの温もりに包まれながら眠りについた……。



    

  
    
      

第二章　気づいて欲しくて、見て欲しくて……



　なずなが待ちに待った臨海学校当日の朝。ルナとエルニ、あと母さんに見送られて家を出て、オレとマキナとなずなは雲ひとつない快晴の空の下を歩く。

　なずなは臨海学校が楽しみで仕方がないのだろう。いつもよりもテンションが高かったが、それとは対照的にオレの隣を歩くマキナのテンションは低く、ひどく眠そうだった。

「なんだ？　昨日は興奮して寝付けなかったのか？」

　からかうように訊たずねたところ、マキナは目を擦りながら小さく頷うなずく。

「臨海学校なんてはじめてだし、楽しみでなかなか眠れなかった――じゃなくて！　エルニが『深夜アニメを見よう！』とか言ってあたしを誘ったのが悪いのよ！」

　言葉の途中で頬ほおを真っ赤にし、マキナは声をあげて否定する。

　おそらく、興奮してなかなか寝付けない様子のマキナを見兼ね、彼女と相部屋のエルニは気分転換にでもなればと思い、彼女を誘ったのだろう。

　マキナの話によると、アニメを見終わったあとエルニはマキナのベッドに侵入してきたようだが……もしかしたら、エルニもルナと同じで少し寂しかったのかも知れない。

　時折オレが寝ている隙すきに人のベッドにも忍しのび込んでくるエルニだ。ああ見えても意外に寂さびしがり屋やなところがある。今日は夜にでも電話を掛けてルナとエルニと話そうか……。

　などと考えていたところ、マキナの話を聞いていたなずなが羨うらやましそうにこぼす。

「エルちゃんいいなあ……。わたしもたまにルナお姉ちゃんと一緒に寝たりするけど、マキナちゃんとも一緒に寝たいよ」

「あたしも忍しのぶやなずなと一緒に寝たい――っていうのは冗談で！　ほ、本当は暑いからいやなんだけど……まあ、エアコンもあるし別にいいわよ。いつでも好きなときに来なさい。一緒に寝てあげるわ」

「わ～い！　マキナちゃんありがとう！」

「ええ、どういたしまして」

　嬉うれしそうに抱きつくなずなに、マキナは微笑ほほえみを浮かべて返す。

　……しかしまあ、なずながマキナの部屋に枕まくらなんて持って行ったら、エルニまでマキナと一緒に寝るとか言い出すかも知れないな。

　エアコンが切れたあとなずなとエルニにサンドイッチにされ、『暑い……』と、苦しむマキナの姿が目に浮かぶ。

　とりあえずオレは「頑張れ」とマキナの頭を軽く撫でてやったのだが、彼女は言葉の意味がわからなかったようだ。きょとんと小首を傾かしげていた。

　それからしばらくみんなで談笑を続けているうちにあっという間にいつもの分かれ道。広い十字路が見えてきた。

　なずなとはここで一いつ旦たんお別れだ。

　臨海学校は高校と附属の中学と合同で行われる。しかし集合場所は違う。生徒たちはそれぞれの学校に集まり、それからバスに乗って現地で合流することになっている。

「それじゃあお兄ちゃん、またあとでね」

「ああ。旅行前だからといってあまりはしゃぐなよ？　転んで怪け我がをするんじゃないぞ？」

「にゃあ！」

　いつものようになずなが笑顔で敬礼をしたところで、曲がり角からひとりの少女が姿を見せた。そのやや幼さが残る顔立ちの女の子は、オレたちに気づくと足を止めて小さく微笑ほほえむ。

「おはようございます、なずなちゃん」

「うん、みーちゃんもおはよう！」

　なずなが挨あい拶さつを返した少女の名は桜さくら井い瑞みず希き、あだ名はみーちゃん。なずなの一番の友達である。

　みーちゃんはうちに遊びに来ることもあるので、オレもマキナも彼女とは面識があった。

「忍しのぶお兄さんもマキナさんも、おはようございます」

　オレたちにも朝の挨拶をしてくれたあと、何な故ぜかみーちゃんは頬ほおを赤く染めて続ける。

「昨夜は忍お兄さんの夢を見ました。……忍お兄さんのエッチ。エッチなことはいけないと思います」

「……みーちゃん、どんな夢を見たかは知らんが、いけないのはオレだけじゃない。『エロいのは男の罪。それを許さないのが女の罪』という言葉もある。いけないことを許さないみーちゃんも悪い。だからおあいこだ」

　オレが少し無理のある屁へ理り屈くつをこねると、みーちゃんは赤い頬のまま顔を寄せてきた。

「わたしは忍お兄さんになら、エッチなことをされてもいいです」

「十年早い」

　相変わらず真顔で変なことばかり言う娘こだ。オレは軽くみーちゃんの額にデコピンをしつつ、彼女が肩にかけている旅行バッグに目を向ける。

「みーちゃんも臨海学校に参加するんだな」

「はい。夜明けの海が、見たかったもので……」

「ほう、なかなかにロマンチックだな。さすがはみーちゃんだ。そんなみーちゃんにひとつ頼みがある」

　おそらく夜明けの海云うん々ぬんは冗談ではなく本気なのだろう。オレはみーちゃんに手を伸ばし、彼女の頭を優しく撫でて続ける。

「悪いんだが、臨海学校の間なずなのことを見てやってくれないか？　こいつはしゃいでいるみたいだから少し心配なんだ。オレがいない間だけでもいい。頼めるかな？」

「もちろんです。この命に代えましても、忍しのぶお兄さんの依頼を遂行してみせます」

　大おお袈げ裟さなことを言い、みーちゃんはそっとなずなの手を取る。するとなずなはみーちゃんの手をしっかりと握り返し、オレとマキナに向かって「またね」と大きく手を振り、手を繋つないだままふたり揃そろって仲良く歩き出す。

「ねえ、みーちゃんは新しい水着買った？」

「はい。胸が大きくなってしまったので……」

「あっ、わたしもちょっと大きくなったよ。わたしもみーちゃんみたいに大きくなりたいなあ……」

「わたしはなずなちゃんみたいに可愛かわいくなりたいです……」

　などと楽しそうに談笑するなずなとみーちゃんの背中をマキナと一緒に見送ったのち、オレたちは高校を目指して歩き出した。



　高校に着いたあと、オレたちは正門前に立っていた教師に促されるままグラウンドに向かう。グラウンドには数台のバスが並んでおり、その近くに集まった生徒たちはそれぞれ雑談に耽ふけっている。

　オレたちがバスに近づくと、マキナに気づいたクラスメイトの女子たちが笑顔で彼女に声をかけはじめた。

　――転校してきた当初、その見た目だけにマキナはオレも含めクラスの連中から『女王様のようだ』と思われていた。そのせいか、彼女は女子たちから距離を置かれていたようだ。しかしオレにいじられるマキナの姿を見て、みんな考えを改めたのだろう。

　こう見えてもマキナは面倒見がよく、少し気の弱いクラスの女の子たちを庇かばうことも多々ある。そして運動神経もよく、勉強もできる。

　確かにちょっと抜けているところもあるけど、そんなところも魅力的に映るのかも知れない。クラスの女子、特に大人しい感じの娘こたちに慕われているみたいだ。

　マキナ自身、こんな風にたくさんの人たちから好意を寄せられた経験があまりないのか、戸惑っているようだが、心なしか少し嬉うれしそうだ。

　どこかの変態が『抜けているところ以外は、お前と似ているところが多いな』とほざいていたが、オレにはマキナのように人を惹きつける魅力はないだろう。

　……ふむ、マキナも楽しそうだし、邪魔をするのも悪いな。

　オレはそっとマキナから離れ、見知った顔はないかとあたりを見渡していたところ、見慣れた無駄にハンサム面づらした男と目が合った。

「おっ、南なん条じようじゃないか」

　その無駄にハンサム面した男はオレに気づくと頬ほおを緩めて近づいてくる。

「珍しいな、お前がこんな学校行事に参加するなんて。ちなみに俺おれは去年も――」

「ちょっと待て。調子よく喋しやべっているところ悪いが……あんた誰だれ？」

「え？　俺は浅あさ田だだぞ？　多分……」

　言葉を遮って冷たい対応をしたところ、無駄にハンサム面づらした男こと浅田耕こう太たは何な故ぜか自信なさそうに声を落とす。

　このバカはクラスメイトであり、オレの数少ない友人のひとりだ。

　バカな上にスケベで姉が大好きなシスコン野郎なので、クラスの女子たちからは『顔だけはいい』と評され、また『変態』と軽けい蔑べつされている。

　そして、欲望に忠実でどこまでも己を貫く浅田の姿勢に脱帽しているクラスの男子たちは、畏敬の念を込めて浅田を『変態紳士』と評している。

　その浅田はオレから冷たいリアクションを受けたにも拘かかわらず、笑顔で話しかけてきた。

「ときに南なん条じよう、夏休みはどうだ？　満喫しているか？」

「まあ、ぼちぼちといったところだな。お前は？」

　爽さわやかな微笑ほほえみを浮かべる浅田を横目に、こいつも変態じゃなかったらモテるのになあと思いながら訊たずね返したところ、浅田は胸を張って答えた。

「季節は夏だが、ようやく俺にも春が来た」

「……お前の頭の中はいつでも春だろう？」

「違います。こんな俺にも彼女ができたんです。彼女のやつが何度も『愛してる？』って訊きくから、この愛なしでは生きてさえゆけないのかなって思った次第です」

「へえ……。よかったな」

　浅田が妙な口調だったので、大方の察しはついた。

　オレが適当に相あい槌づちを打つと、浅田は妙な口調のまま続ける。

「それで彼女が『キスして』とせがむから、『仕方がないやつだぜ』と彼女にキスしたら……パソコンの画面が汚れました。ゲームの中ではリア充でしたが、現実では相変わらずエロ獣じゆうの俺でした。耐え切れず、俺は浪ろ漫まんとエロを求めてしばらく旅に出ていました」

「そうか。それで浪漫とエロは見つかったのか？」

「どちらも自室のベッドの下にありました」

「なるほど。幸福は身近にあるってことだな。青い鳥と一緒だ」

　再び適当に相槌を打ち、オレは話題を変えようと思い浅田に訊ねた。

「それはそうと浅田、夏休みの宿題はどうだ？」

「終わってるぞ……三十一日までには。きっと多分おそらく」

「……わかった。去年同様オレが宿題を見てやる」

　一応このエロ獣には色々と世話になっている。意外にもお洒落しやれで顔の広い浅田は、たまに洋服店で服を見繕ってくれたり、短期のバイトを紹介してくれたりするのだ。

　その恩を返そうかと思ったのだが、何な故ぜか浅あさ田だは怪け訝げんそうな顔をする。

「……なんか、お前今日は妙に優しいな」

　なにを思ったのか、オレを見つめながら浅田はにやにやと口元を緩めた。

「そうかわかったぞ。実はお前、夏休みの間俺おれと会えなくて寂しかったんだな？　まったく、可愛かわいいやつだぜ。抱き締めてキスをしてやる。さあ、目を閉じておいでよ」

「……とりあえず、死んでくれ浅田」

　気持ち悪く勘違いをした浅田にオレは辛しん辣らつな突っ込みを入れた。

　しかし浅田は両手を広げ、白い歯を見せて近づいてくる。

「照れるなよ南なん条じよう。熱い抱擁を交わして友情を深めようぜ」

「変態がうつる。それ以上は近づくな」

「へっへっへっ、触りまくって変態をうつしてやる。あなたも変態・私も変態。露出プレイ、みんなでやれば怖くない」

「おい、服を脱ごうとするな！　オレの服に手を伸ばすな！　このシスコン野郎！」

「シスコン馬ば鹿かにすんなよお前！　もし俺の姉ちゃんをディスってみろ！　半殺しにしたあとぶっ殺してやるからな！」

「きゃあー、誰だれか助けてー」

　シスコンに胸倉を掴つかまれ、オレは棒読みで悲鳴をあげた。

　瞬間、後ろから足音が響き、

「どうしたんだ忍しのぶくん！」

　焦ったような声が聞こえてきた。そこでオレと浅田が顔を見合わせて振り返ると、視線の先には黒髪のクールビューティー・聖ひじりの姿。その聖は浅田に目を向け、珍しく怒ったように言う。

「浅田君、忍くんがいやがっている。手を離してくれ」

「あっ、はい、なんかすんません。南条のヤツが『聖のおっぱいを触りたい！　蹂じゆう躙りんするが如ごとく揉もみしだきたい！』とか言ってうるさいから、つい……」

　瞬時にウソをつく浅田。呆あきれるオレ。目を輝かせる聖。

「忍くん、いまの話は本当か？　直接私に言ってくれれば、恥ずかしいけど頑張――」

　頬ほおを赤らめながら近づいて来た聖だったが、不意に言葉を止めて小さく鼻を鳴らす。そしてオレの匂においを嗅ぎ、何故か眉まゆをひそめた。

「……なんか、忍くんから女の子の匂いがする」

「あ、朝シャンしたときに寝ね惚ぼけてルナのシャンプーを使っちゃったんだよ。きっとそのせいだな。ははは……」

　おそらく昨夜ルナと一緒に寝た際に匂いが移ったのだろう。オレ自身そのことに無自覚だったので少し驚いたが、なんとか動揺は隠せたと思う。

　さらに浅あさ田だが「姉ちゃんもたまに間違えて母ちゃんのシャンプーを使うなあ……」と続いたところ、聖ひじりも納得したのか、表情を和らげてオレの服の袖そでを控え目に引いてきた。

「それで忍しのぶくん、さっきの話は本当か？」

「いや、浅田のウソだけど？」

　途端、聖は小さく肩を落とし、拗すねたように眉まゆを寄せて浅田に言う。

「浅田君、どうしてウソなんてつくんだ？　怒るぞ？」

「ええっ!?　昔南なん条じようが同じようなウソをついたときはそんなこと言わなかったよねえ!?　なんで俺おれだけ……!?」

「……知らない」

　情けない声をあげる浅田に、聖はぷいっとそっぽを向いて返す。

　と、そこで、グラウンドに先生たちが集まって来た。

「みんな～、そろそろ時間ですよ～。バスに乗ってくださいね～」

　オレたちのクラス担任、柊ひいらぎ先生（童顔）はいつもの間延びした優しい声でみんなにそう呼びかける。続いて手前に停とまっていたバスに駆け足で近づいて笑顔で右手を掲げ、人差し指をぴんと伸ばした。

「先生と一緒のバスに乗りたい人、この指と～まれ！」

　あんたは子供か――という突っ込みは入れず、オレは苦笑だけに留とどめて柊先生が乗るバスに足を向けた。

　無視したらまた泣くと思ったからだ。

　臨海学校に参加していた同じクラスの連中もオレと同じことを考えたのだろう。みんなオレと同様に苦笑しながら柊先生のもとに集まる。そしてそのあと先生に促されるままバスに乗り、オレは後ろの方の窓際の席に腰を下ろす。

　と、そこで、聖がいそいそとオレに近づき、ほんのりと頬ほおを赤く染めて口を開いた。

「忍くん、隣に座ってもいいかな？」

「おう、別に構わないぞ」

「ありがとう」

　嬉うれしそうに口元を緩め、聖がオレの隣に腰を下ろそうとしたそのとき、

「ちょっと待ったぁああああ！」

　突然現われた浅田が制止の声をあげた。

　何な故ぜか浅田はキッと聖を睨にらみ、わずかに声を荒げて続ける。

「五ご行ぎようさん、抜け駆けとは感心しないぞ。俺も南条の隣に座りたい。ぶっちゃけ女子は誰だれも俺の隣に座ってくれそうにないんだ。だから俺にはもう南条しか残っていないんだよ。ここは譲ってくれ」

「……お前はもう帰っていいぞ、変態」

　オレが口を挟んだところ、浅あさ田だは悲しそうに目を伏せつつ人の両肩を掴つかんできた。

「南なん条じよう、変態って言葉だけで片付けないでくれ。お前はもう、俺おれのソウルブラザーなんだよ。ふたりで輝くウルトラソウルなんだよ。世の中じゃあ、それを愛って呼ぶんだぜ！」

　気持ち悪いことを叫びながら浅田は聖ひじりに向き直り、

「というわけで五ご行ぎようさん、悪いがここは譲れない。もし南条の隣を諦あきらめないというのなら、手加減はできない」

　言葉と共に、「アチャー、ホァー、ウルトラソウル！」と甲高い声をあげて妙なポーズを取りはじめる浅田。

「えっと……」

　どう対処すればいいのかわからなかったのだろう。聖は困り顔で曖あい昧まいに笑う。

　と、そこで、先ほど別れたマキナがオレたちに近づき、浅田の背中に注意を飛ばした。

「ちょっと通路を塞ふさがないでよ。忍しのぶのところに行けないじゃない。というか、あんたはさっきからなにやってるのよ？　あんまりふざけてばかりいると蹴けるわよ？」

　蹴るわよ――マキナのその言葉を聞いた瞬間、

「けけけ蹴ってくださいお願いします！　なんなら金を出してもいい！　脱いでもいい！　いやむしろ脱ぐ！　脱げばいいんだろうこんチキショウォオオオ！」

　旅行でテンションが高いのか、浅田は服に手をかけて脱ぎ出そうとする。

　するとマキナは焦った様子で振り返り、近くにいたクラス委員長の片かた霧ぎりさんに助けを求めるように手を伸ばした。

「い、委員長！　変態よ！　変態がいるわ！」

「その変態ならいつもクラスにいるでしょう？　いまさらなに言ってるのよ。あとがつかえているから早く座ってちょうだい」

　相変わらず片霧さんはクールだった。

　一方、マキナは聖同様困り顔であり、どう対応したらいいのかわからないようだ。

　そんな中、不意に後ろの座席からクラスメイトの南みなみが顔を出したと思ったら、彼女は聖の横をすり抜け、自然な様子でオレの隣の座席に腰を下ろしてにっこりと微笑ほほえむ。

「えへへ、南条くんの隣～」

　なにやら南は機嫌良さそうだが、聖とマキナ、あと変態が抗議するように無言で南を見つめはじめると、途端彼女は焦ったような顔をした。しかし、

「ぐうぐう」

　すぐにタヌキ寝入りをして誤ご魔ま化かした。

　そんな南に聖たちはさらに鋭い視線を飛ばし、無言でプレッシャーを与え続ける。それでも南は一歩も引かない。額にうっすらと冷汗を滲にじませつつもタヌキ寝入りを継続させたところ……とうとう浅田が小さくため息をこぼした。

「これはもう諦あきらめるしかないな。オランジェロさん、俺おれと一緒の席に座らないか？　なんなら俺の膝ひざの上に座ってくれてもいい」

「――聖ひじり、一緒に座りましょう」

「うん。それじゃあ、こっちに座ろう」

　マキナは浅あさ田だを軽く無視。聖と一緒に通路を挟んで南みなみの逆隣の座席に座った。

　一方、残された変態は虚うつろな目で「……男はタフじゃなければ生きていけない。優しくなければ生きていく資格がない」と、自分に言い聞かせるようにハードボイルドなことを呟つぶやき、一番奥の座席へと消えていく。

　浅田の背中には言いようのない哀愁が漂っていた……。

　と、そこで、南が後ろの席に移動して自分の荷物を取りに行き、戻ってくるや否や笑顔でビーチボールに空気を入れはじめた。

　楽しみなのはわかるが、さすがにまだ早いんじゃないか？

　などと考えているうちにふと悪戯いたずら心が湧わいてきた。オレはそっと両手を伸ばし、膨らみかけたビーチボールをぎゅっと掴つかんで空気を逆流させてみる。途端、

「ひゃん！　入っちゃう！　口の中になにか入っちゃう！」

　口に含んでいた空気栓を吹き出して妙に色っぽい声をあげたあと、南は「もう」と小さく唇を尖とがらせ、しかし特に怒った様子もなく、オレの頬ほおを軽く突っついてくる。

「いきなり口の中に出さないでよ南なん条じようくん。びっくりしたじゃない」

「……正直悪かった。だが、ここでビーチボールはまだ早いんじゃないか？　海まで我慢した方がいいぞ。あと、誤解を招きそうな言い方で抗議しないでくれ」

　オレの注意を受け、南は素直に頷うなずいてビーチボールをしまい、今度は旅行バッグからお菓子を取り出した。

「それじゃあお菓子を食べるね。はい、南条くん。ビスケットだよ、あ～ん」

「いや、気持ちは嬉うれしいが喉のどが渇くからいい。代わりにお前が食べてくれ」

　オレは差し出された少し大きめのビスケットを手で掴み、逆に南の口の中に突っ込んでみた。すると今度は、

「やぁあん！　そんなに大きいの口の中に入らない！」

　いらん妄想をかきたてるような艶つやのある声をもらし、南は身をよじる。

　……こいつは意図してやっているのだろうか？　それとも無自覚なのだろうか？　いずれにせよやめて欲しい――と、オレが胸中で少し焦っていたところでバスが動き出し、臨海学校へ向けて出発した……。



　南と話しているうちにオレたちを乗せたバスは街中を進み、ビルの谷間を抜け、そのまま高速道路へと出た。

　それからしばらくすると南みなみの口数が徐々に減り、彼女はうとうとと船を漕こぎはじめる。

　心地ここちいい揺れを感じて南も眠くなったのかも知れない。マキナも聖ひじりの身体からだに身を預けて眠っている。無理して話す必要はないだろう。

　そう判断し、オレは南から視線を外して窓の外に見える景色を眺めていた。

　と、そこで、南がぱちりと目を開き、小さな声でぽつりとこぼした。

「……南なん条じようくん……気持ち悪い……」

「誰だれが気持ち悪いって？　傷つくことを平気で言うやつだなあ……」

「違うの。そうじゃなくて……酔っちゃったみたいなの」

　言葉と共に南は頬ほおを上気させてオレにすり寄り、色っぽく呼吸を荒くする。

　……さっきまで船を漕いでいたやつがいきなり乗り物酔いになるとは思えない。間違いなく演技だろう。

　それがわかっていながら、不覚にも少しドキドキしてしまった。

　南の大きな胸が肘ひじに当たっている。艶つややかな唇から目が離せない。どうして女の子というのはこんなにもいい匂においがするのだろうか？

　疑問に思ったが、とりあえずオレは動揺を隠して素っ気なく返す。

「南、酔ったのなら目を閉じろ」

「え？　目を閉じろって……まさか南条くん、あたしが弱って抵抗できないのをいいことに、無む理り矢や理りキスするつもりなの!?」

「バカなことを言うな。期待したような目でオレを見るな流し目もやめろ。酔ったのなら早いところ寝ちまえばいいんだよ。――というわけでマキナ、南が眠くなるような子こ守もり唄うたをひとつ頼む」

　オレは声をあげてマキナにそう呼びかけた。

　だがいつもの乗り突っ込みは返ってこず、代わりに「……う～ん、お母さま、お父さまが溺おぼれて死んじゃう……」と、妙な寝言が返ってきた。

　……やはりマキナはまだ寝ているのか。

　反対側の席に目を向けると、マキナは聖の肩に頬を預けて寝入っていた。

　あいつは寝顔も可愛かわいいな。ついつい口元を緩めてその様子を眺めていたところ、不意に南が顔を近づけ、「ふー」とオレの耳に息を吹きかけてきた。

　熱い吐息が耳たぶをくすぐり驚いて視線を戻すと、南が形のいい唇を開いて人の耳を咥くわえようとしていた。

「こ、こらやめろ。なにをするつもりだお前は」

　慌てて注意するものの、何な故ぜか南は拗すねたように小さく頬を膨らませる。

「南条くんがよそ見なんてするからだよ。いまはあたしだけを見て。あたしを感じて。あたしに夢中になって」

「よかろう」

　鷹おう揚ように頷うなずき、突っ込みを放棄。じっと南みなみを見つめていたものの、気がつくと、オレの目は彼女の巨乳に引き寄せられていた。

　……ふむ、Ｆカップという噂うわさは伊だ達てではないな。大きさはルナの方が上だろう。しかしクラスの連中が『触ってみたい』ともらしていた気持ちがよくわかる。

　はじめは軽い冗談のつもりだったのだが、気がつけばオレは南の胸を凝視していた。すると南はなにを思ったのか突然オレの首に両手を回し、

「えい」

　笑顔と共にオレを引き寄せ、自身の豊かな胸に導く。

　いきなりな上に予想外の行動だったため、オレは抵抗もできないまま南の巨乳に顔を埋めてしまった。南の胸はぽよんという効果音が聞こえてきそうなほどボリュームたっぷりで柔らかく、正直かなり心地ここちがいい。

　しかしオレは紳士。南の胸に酔うことなく素早く彼女から離れ、コホンと咳せき払ばらいひとつ。

「南、冗談でも男相手にいまみたいなことはしない方がいいと思うぞ」

「え？　どうして？　南なん条じようくんあたしの胸に興味があったんでしょう？　サービスだよ。気にしないで」

　照れるオレとは対照的に、けろっとした態度でウインクをする南。



    

  
    
      



    

  
    
      　……小悪魔というのは、こういうやつのことを言うんじゃないだろうか？

　オレが紳士じゃなかったら変な勘違いをしていたかも知れない。

「まったく、コケティッシュな女だ。けしからんよチミ。事務所は一体どんな教育をしているんだ？」

「えっと、事務所じゃないけど、お母さんからは『思うがままに行動しなさい。押してダメなら押し倒しちゃいなさい』って教育されたかな」

「……正直、その教育はどうかと思うぞ？」

「うん、あたしもそう思う。でも、あたしにはそれぐらい積極的な方が良かったんだよ」

　半ば呆あきれて返すオレに、南みなみはふと目を伏せて声を落とす。

「あたし子供の頃ころは消極的で臆おく病びようで泣き虫で、なにもできなかったんだ。本当に弱くて、好きな男の子の傍そばにいることさえ、できなかったから……」

「……それは意外だな」

　いまの南からはとても想像もできない。

　軽く驚きつつも何な故ぜか少し気になり、オレは南に訊たずねてみた。

「ちなみにその好きな男の子って、どんなやつだったんだ？」

「う～んとね、少し乱暴で口も悪い、妹さんのことが大好きな恥ずかしがり屋さんかな」

「……よくそんなやつ好きになったな」

「ふふ、そうだね。でも意地悪もされたけど、泣き虫だったあたしと一緒に遊んでくれたのは、その男の子と、男の子の妹さんだけだったんだよ？　あたしが泣いたら、いつも泣なき止やむまで頭を撫でてくれて……それがすごく嬉うれしかったんだ」

「へえ、意外にいいやつだったんだな……」

　オレがそうこぼしたところ、どうしてか南は一瞬だけ寂しそうな表情を見せたあと、「それでね」と笑顔に戻って続ける。

「子供の頃はその男の子、あたしなんかよりもずっと可愛かわいい顔をしてたから、きっといまでも女装とか似合うと思うんだ」

「……南、たとえ女装が似合うとしても、男にそれを強要するのはやめた方がいいと思うぞ。人によっては軽くトラウマになる」

　事実、文化祭のとき南を筆頭にクラスの女子たちに無む理り矢や理り女装を施され、オレは心に消えない傷を負った。

　もう二度と女装は御免だ。今度からはなにがあっても女装だけは拒否しよう。

　と、決意を新たにしつつ、オレは血色のいい南の顔に目を向ける。

「ん？　南なん条じようくんどうしたの？　さっきみたいにもう一回ハグして欲しいの？」

「違う、そういうわけじゃない」

　はっきりと否定して、オレはじっと南の目を見つめる。

「……なあ、実はお前全然酔ってないだろう？」

「そんなことないよ。酔ってるよ。南なん条じようくんの横顔に」

「ははっ、なかなか上う手まいことを言うなお前。それじゃあ、今度はオレの寝顔に酔いしれるといい」

　南みなみの相手をしているうちに疲れた。オレは座席にもたれかかって目を閉じたのだが、すぐにくいくいと服の袖そでを引かれてしまう。

「なんだ？　見ているだけじゃ満足できなくなったのか？　お触りは別料金だぞ？」

　片目を開けて注意したところ、南は再びオレの服の袖を引いて甘えるように言う。

「南条くん、せっかく隣の席になれたんだよ？　もっとお話しようよ」

「また今度にしてくれ。疲れているんだ。寝かせてくれよ」

「いやん寝ないでダーリン。あたしまだ満足してないの。もっとしてよ。してくれないとひとりでしちゃうんだからね」

「おい、誰だれがダーリンだ。変なことを言うな妙にエロい声を出すな主語を抜いて話すな。欲求不満な奥さんみたいになってるぞお前」

　ひと呼吸で突っ込み、オレはため息をついて続ける。

「退屈なのはわかるが寝かせてくれ。ほら、サービスで膝ひざ枕まくらしてやるぞ？　お前もさっき眠そうにしていただろう？　お前も寝るといい」

　もちろん膝枕は冗談のつもりだった。しかし、

「そ、それじゃあ、お言葉に甘えるね」

　南は頬ほおを赤くして身体からだを傾け、ぽんとオレの膝に頬を預けてしまう。

　ま、まさか本当に膝枕をすることになるとは思わなかったわけで……。

　柔らかな身体と理性を刺激するぬくもり。

　……なんか、なずなに膝枕をしてやったときとは全然違うな。

　完全に目が冴さえてしまい、オレは気を紛らわせようと窓の外に目を向ける。と、数分も経たたないうちに南は小さく寝息を立てはじめた。

　こいつは無防備というか、なんというか……。

　軽く肩をすくめて南の寝顔を眺めていたところ、ふと反対の席から視線を感じた。

　気になって横目でチラリと様子を窺うかがってみると、聖ひじりが羨うらやましそうな顔で南を見つめており、彼女はため息混じりに「……薫かおるさんに言われた通りにできなかった」と、小さな声でこぼす。

　もしかして、聖はバスの中でもオレを誘惑するつもりだったのか？

　……うん、今度から聖の隣の席になったら注意しよう。

　そんなことを考えつつ、オレは再び外の景色に目を向けた。



　●　　●　　●



　バスに三時間ほど揺られた頃ころ、窓の外に山の緑や海の青が見えはじめた。バスはそのまま海沿いの街へと進み、ようやく目的地に到着。

　そこでオレはみんなと一緒にバスを降り、臨海学校の間世話になる宿泊施設に向かう。

　臨海学校のしおりによると、今夜は宿泊施設である旅館の中庭でバーベキューをするそうだが、そのバーベキューの時間まで自由行動だ。なので、オレは割り当てられた四人部屋に移動して荷物を置いたあと、浅あさ田だに誘われるまま海へと繰り出した。

　それから海水浴用の更衣室で水着に着替えていたのだけど……近くにいた男たちはみんなオレから距離を取りはじめた。

　唯一浅田だけが「すげえ筋肉だな」と羨うらやましそうな声をもらしていたが、オレはパーカーを羽織って身体からだの傷を隠し、ビーチに向かって歩き出す。

　目に飛び込んでくるのは澄んだ青い海と白い砂浜。眩まぶしい日ひ射ざしの下、泳いだりビーチバレーをしたり、寝転がって肌を焼いていたりする水着姿の女性たち。

　もちろん男もいたが、それは速やかに視界から外した。

　なずなにマキナ、聖ひじりも近くで遊んでいるだろうか？　オレがあたりを見渡して彼女たちの姿を捜していたところ、隣に立った浅田が声をかけてきた。

「見ろよ南なん条じよう、澄んだ青空だ」

「……お前青空嫌いだろう？」

「なんでそんなキャラにするんだよ！　俺おれは青空が似合う変態なんだよ！」

　声を荒げながら、浅田はビーチでたわむれる水着姿の女性たちに目を向ける。

「南条、海はいいな。合法的に女性の水着姿が見られる。それに今年は我がクラスの人気ナンバー１の女の子、五ご行ぎようさん。ナンバー２のオランジェロさん。ナンバー３の南みなみも臨海学校に参加してくれている。早く彼女たちの水着姿を拝みたいぜ」

「まあ、楽しみではあるな」

　浅田に同意して頷うなずき、オレは何気なく訊たずねた。

「なあ浅田、あの三人は男子たちから人気があるみたいだが、女子たちから人気がある男子は誰だれなんだ？」

「バカヤロウ！　そんな決まりきったこと訊きいてんじゃねえよ！　俺だ！　俺に決まってんだろうが！」

　どうしてか怒ったように言い、浅田は「……もちろん後ろから数えてだけどな」と悲しげに付け加えて続ける。

「ちなみに、女子に依頼して調査してもらった結果、人気第一位はバスケ部の佐さ々さ木きだと判明した」

「ふーん、それは羨うらやましい話だな」

　別にそれほど興味があったわけではない。だから適当に聞き流していたのだが、何な故ぜか浅あさ田だがキッと涙目でオレを睨にらみつけてきた。

「なにが羨ましいだ！　人気第二位はお前なんだぞ南なん条じよう！　きっと文化祭でお前がした女装の効果なんだろうが……人気者のお前に俺おれの気持ちがわかるか？　俺なんて、俺なんてマイナス票が入っていたんだぞ！」

　言葉と共に浅田はしくしく泣きはじめた。

　オレはそっと浅田の肩に手を載せ、微笑ほほえみと共に優しく告げる。

「浅田、お前に涙は似合わない。笑顔はもっと似合わない」

「どないせいっちゅうねん！」

　何故か関西弁で突っ込みを入れたあと、今度は浅田がオレに訊たずねてきた。

「ちなみにお前、クラスの中では誰だれが一番好きなんだ？」

「オレはオレが一番好きだ」

「そこはウソでもいいから変態と言ってくれよ……じゃなくて、お前の答え最悪だな」

「なにを言う。自分を愛せない者に誰かを愛することなんてできないんだぞ？」

「……俺変態だけど、そんな自分を愛せないと誰かを愛せないのか？　俺は自他共に認める変態だぞ？　俺はそんな自分を愛してしまってもいいのか？」

「いいに決まっているだろう。どこまでも変態を貫いて堕おちるところまでひとりで堕ちてくれ。生きよ堕ちよの堕落論だ」

　どうでもよかったのでいい加減に返していたところ、

「えっと、忍しのぶくん……」

　後ろから控え目に声をかけられた。あの声は聖ひじりだ。確かこの前みんなで一緒に爺ちゃんの別荘に行ったとき、聖は大胆な豹ひよう柄がらの水着を着ていた。

　……今回も同じ水着だろうか？

　そんなことを考えながら振り返ってみると、あろうことか、視線の先にはスクール水着を身に纏った聖の姿があった。

　紺色のスクール水着がほっそりとした魅力的な身体からだをぴっちりと覆い、胸の膨らみが大きく張り出して隆起している。その盛りあがった胸元には『ひじり』という名札まで付けられており、えり元から豊かな胸の谷間が顔を覗のぞかせていた。

　途端、浅田が「お、お客様の中にどなたかデジカメを持っている方はいらっしゃいませんか!?」と叫び、光の速さで飛び出して行く。

　その様子を横目で眺めたあと、聖は頬ほおを赤くしてオレに近づいて来た。

「どうかな忍くん？　薫かおるさんが用意してくれたんだ。男の子はみんなスクール水着が好きなんだろう？　ドキドキするかな？」

「……とりあえずこの際オレの感想は置いておいてひとつ言わせてくれ。そんな格好の聖ひじりと一緒にいたら間違いなくオレは変態だと思われるぞ？　まあ耐えられんこともないが、さすがに少し居い心地ごこちが悪い」

　すでにビーチの人々から鋭い視線を受けている。なにを邪推したのか、「無む理り矢や理り着せたんだ」「鬼畜」「野獣」といった囁ささやき声まで聞こえてくる始末だ。

　いやだなあと思って振り返ると、失礼なことに周囲の人々はオレの面つらを見るや否や、顔を青くして逃げ去って行く。

　胸中でため息をこぼして聖に目を戻すと、彼女はしょんぼりと肩を落としていた。

「……ごめん忍しのぶくん。そこまで気が回らなかった。違う水着に着替えてくる」

　聖はオレに背を向け、「また忍くんを喜ばせてあげられなかった……」と呟つぶやき、とぼとぼと歩き出す。

　どうせまたかおるんの入れ知恵なのだろうし、実際聖があんな格好をしていたら学校の連中も驚くに違いない。別の水着があるのなら、そっちに着替えた方がいいだろう。

　と、思いつつも、なんか知らんがものすごく罪悪感が湧わいてくる。沈んだ様子で背中を丸める聖の後ろ姿を黙って見ていることもできず、オレはそっと彼女に声をかけた。

「えっと、聖。確かにその水着は少しマニアックだとは思うが、その、なんだ。聖なら、魅力的に見えないこともない」



    

  
    
      



    

  
    
      　言葉の途中で恥ずかしくなり、オレは軽く頭をかく。と、そこで聖ひじりがゆっくりと振り返り、オレに満面の笑みを見せてくれた。

「ありがとう忍しのぶくん。すぐに戻ってくるから、一緒に遊ぼう」

「おう、待ってるよ」

　聖に頷うなずいて返したそのとき、どこからか「……相変わらずのツンデレぶりですね」と聞き覚えのある声が聞こえてきた。

　……なんか、いまの声かおるんにそっくりだったんだけど、まさかあいつもこっちに来ているのか？

　少し気になり、周囲に視線を飛ばしていたところ、視界の端で南みなみの姿を捉とらえた。

　南は大胆な水色のビキニを身につけており、ボリュームたっぷりの大きな胸が目に眩まぶしく、くびれた腰に柔らかそうな太ふと股ももが魅力的である。

　周囲の男たちの視線が南に集中していく中、あいつは誰だれかを捜しているのか、きょろきょろとあたりを見渡していた。

　しかしオレと目が合うと南は嬉うれしそうに手を振り、駆け足で近づいてくる。

　その際、南の大きな胸がやばいぐらいに揺れ動いていた。

　近くにいた男たちがその巨乳を見てだらしなく鼻の下を伸ばしていたが、南はそれに気づいていないようだ。「南なん条じようくんここにいたんだね」と、無邪気に微笑ほほえむ。

「ねえねえ南条くん、この水着どう？　あたしと一緒に遊ぶ気になる？」

　言いながら前まえ屈かがみになり、南は胸を強調させてポーズをとる。

　凝視するのも失礼だろう。オレは豊かな胸の谷間からそっと視線を逸そらす。

「あれ？　南条くんなんで目を逸らすの？」

「ジェントルマンだからだ」

　からかうように訊たずねる南に、オレはさらっと返した。

　すると南はオレの視線の先に移動して色っぽく微笑み、自身の両手で巨乳を軽く揺する。

「もう、ちゃんと見て南条くん。ほらほら、あたし去年よりも胸が大きくなったんだよ？」

「こ、こら、やめなさいはしたない！　他ひ人とが見ているでしょう！　お父さんはお前をそんな娘こに育てた覚えはありませんよ！」

「え？　お父さんって……南条くんあたしのお父さんなの!?」

「違うわ！　同級生だろうが！　なんだよそのボケ返し！」

　即座に突っ込みを入れると、なにを思ったのか、今度はオレが羽織っているパーカーに手を伸ばす南。

「おいこら、お前はなにをするつもりなんだ？」

「あたしも水着を見せたんだし、南条くんの水着姿も見せてよ。ほら、暑いでしょう？　あたしが優しく脱がせてあげるね」

　艶あでやかに微笑ほほえみ、南みなみは人のパーカーのファスナーを掴つかんできた。

　瞬間、オレはすぐさま自分の胸元を手で押さえ、南の動きを封じる。だが南は諦あきらめず、小さく頬ほおを膨らませながら抗議してきた。

「むう、南なん条じようくんのいけず！　あんまり聞き分けがないと下の方を脱がすわよ！」

「おわっ！　なにするんだ！　やめろ！」

　言葉と共に、南が人の海水パンツを掴んできたものだからオレは慌ててパンツを手で押さえる。その隙すきを突き、南はパーカーのファスナーを勢いよく開いて服をはだけさせた。

　しかしその途中で手を止め、南は目を見開いて硬直する。

　……おそらく、オレの身体からだ中じゆうに走る傷きず痕あとを見たからだろう。

　オレの身体のあちこちには大小の傷痕がある。それらの傷は身体を鍛える際に爺ちゃんや父さんの期待に応こたえられなかったときや、他流試合の際などに負ったものだ。中でも一番目立つのは、かなり前にマキナを庇かばって聖ひじりに斬きられ出来た胸元の刀傷だろう。

　この傷だらけの身体を見てもルナたちは怖がらなかった。だからオレも気にはしなかったのだが、普通の人ならきっと怯おびえるに違いない。

　事実去年も今年も、プールの授業では男子生徒たちからだけではなく、教師にまで怖がられた。今年はオレのことを知っている人間が増えたせいか、まだマシだったが、去年は本当にひどかった。

　あの頃ころは他流試合に明け暮れており、傷だらけで学校に行くことも多々あった。

　ご覧の通りオレは目付きが悪い。そんな男が頻繁に怪け我がをして学校に来ていたからだろう。クラスメイトたちのほとんどがオレのことを不良だと勘違いしたようだ。オレはクラスの連中からいつも距離を置かれていた。

　そのときオレのことを怖がらなかったのは、変態の癖に妙に優しいバカ……友達の浅あさ田だ。そして入学当初、たまたま隣の席になった南。このふたりだけだった。

　でも、この傷痕を見たらきっと南も怖がるだろう。一抹の寂しさを感じながら、オレはパーカーのファスナーを上げて身体を隠す。

「悪いな。見苦しいものを見せて」

「……見苦しくなんか、ないよ」

　静かな口調だったが、思いのほか南の語気は強く、彼女の瞳ひとみに恐怖の色は一切ない。

　ただその代わり、その瞳はとても悲しい色をしていた。

「あたしは身体の傷ぐらい平気だよ。気にしないよ。怖いだなんて思わないから、だから、謝らないで。そんな顔、しないで……」

「……そんな顔？」

　オレはいまどんな顔をしているのだろう？

　自分の頬に触れてみたが、正直よくわからない。

　南みなみはオレから視線を逸そらして目を伏せ、どこか寂しそうに続ける。

「……南なん条じようくん、人にあまりこだわらなくなっちゃったというか、誰だれかに怖がられても、諦あきらめたような顔をして自分から離れて行っちゃう。クラスのみんなとも少し距離を取ってる。南条くんが自分から近づくのは浅あさ田だ君とオランジェロさんと、五ご行ぎようさんだけ」

　そこでオレに目を向け、南はわずかに瞳ひとみを潤ませる。

「南条くんはあたしのことをただのクラスメイトだって思っているかも知れないけど、あたしは南条くんのこと、すごく大切な友達だと思ってるよ。だから、もっと仲良くしようよ。一緒に遊ぼうよ。もう、離れ離れはいやだよ……」

　……一瞬、言葉が出なかった。嬉うれしかったんだ。南が身体からだの傷きず痕あとを見ても怖がらず、友達だと言ってくれて……嬉しかった。

　確かに南の言う通り、オレはクラスの連中とは距離を取っているのかも知れない。みんなと一緒に話すことや遊ぶことよりも大事なことがあったから、一年前、親しく付き合っていたのは浅田だけだった。

　だけど、オレ自身友人と一緒に遊ぶ時間は嫌いじゃない。

「ありがとう」

　オレは小さな声で礼を言って南から目を逸らし、話題を変えるために口を開いた。

「……もうすぐ聖ひじりも戻ってくるから、よかったら南も一緒に遊ぶか？」

「いいの？」

「ああ、もちろんだ。と、友達だからな……」

　やはりどうにも照れくさい。南の顔をまともに見ることができず、相変わらずオレは彼女から目を逸らしたままだ。だから南がいまどんな顔をしているのかはわからないが、

「それじゃあ南条くん、みんなも集まってくるから、一緒にビーチバレーをしようよ」

　南の弾んだ声を聞き、頬ほおを緩めつつオレは思う。

　きっと南もオレと同じように笑顔を浮かべていると。

　ただ、少し浮かれていたのかも知れない。このとき、オレはさきほど南がもらした言葉の意味に気づけなかった。



　――もう、離れ離れはいやだよ……。



　その言葉の意味に、気づけなかったんだ。
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　その後、聖が普通の水着姿で――とは言っても以前うちで花嫁対決を行った際に着ていたきわどい赤ビキニだったが――まあともあれ戻って来たので、クラスの連中も交えてビーチバレーを楽しんだ。

　そしてしばらくみんなで遊んだのち、聖ひじりは「用事があるから」と言い残してその場を辞した。おそらく退魔の調査に向かうのだろう。

　そう考えたオレは聖の手伝いをしようと思ったのだけど、彼女からは「なずなちゃんやマキナさんとも遊んであげないとだめだ」と笑顔で断わられてしまった。

　そこで聖に言われた通りなずなとマキナと遊ぼうと思い、ふたりを捜して砂浜を歩いていたところ、クラスの女子たちと一緒に砂の城を作っているマキナの姿を見つけた。

　マキナは以前爺ちゃんの別荘近くの川で遊んだときと同じ露出度の高い黒ビキニ姿であり、彼女たちが作っている砂の城はかなり本格的だ。

　女子たちは完成した砂の城の前で「記念写真を撮ろうよ」と、少しはしゃいだ様子。

　とりあえずオレはマキナたちに近づき、撮影係を引き受けた。その途中でどうしてかオレまで一緒に写真に写ることになったが、それはさて置き。

　撮影会が終わったあと、オレは軽い口調でマキナに声をかける。

「なあマキナ、お前は泳がないのか？」

「あ、あたしはお城を作るので忙しかったから……」

「ふーん、実はそんなこと言いながらも泳げなかったりしてな」

「な、なんでわかったの!?　もしかしてあたしが水泳の授業のときいつもビート板を使っているのを知ってるの――じゃなくて！　バカにしないで！　ちゃんと泳げる、わよ？　多分……」

　何やらいつもの乗り突っ込みにキレがなかった。が、オレは気にせずマキナの手を取る。

「それじゃあ少し一緒に泳ごうぜ。なずなも海の中にいるかも知れないからさ、ふたりであいつを捜そう」

「……え？　た、確かになずなとも一緒に遊びたいけど、あの……」

　何な故ぜかマキナは目を泳がせていたが特に抵抗はしない。そこでオレは彼女の手を引いて海に入ったのだが、海の中を進むにつれてマキナは繋つないだ手を強く握りはじめ、

「し、忍しのぶ、ここになずなはいないわよ。そろそろ足がつかなくなるから、早く戻りましょう――きゃあ！」

　大きな波がきた瞬間、マキナは小さく悲鳴をあげて勢いよくオレに抱きついてきた。

　視線を落とすと、目に映るのは心なしか青い顔をして震えているマキナの姿。

「……まさかお前、本当に泳げないのか？」

　なんとも言えない心地ここちいい豊かな胸の弾力を感じつつ訊きいてみたところ、マキナはオレに抱きついたまま拗すねたように言う。

「し、仕方ないじゃない。いままで泳ぐことなんて滅めつ多たになかったし、海だって子供の頃ころに一度来ただけなんだから。大体、水泳の授業は初心者に厳しすぎるのよ。全然泳ぎ方を教えてくれないもの」

「まあ、高校の授業は泳げることを前提でやっているからな」

　頷うなずき、オレは何気なく訊たずねる。

「でもお前、子供の頃ころに一度海に来たことがあるんだろう？　そのときブラムのおっさんに泳ぎを教えてもらわなかったのか？」

「……お父さまは泳げないのよ」

「え？　そうなのか？　意外だな……」

　少し驚くオレに、どうしてかマキナは不満げに返す。

「全然意外なんかじゃないわよ。海に行ったときも泳ぎを教えてくれるって言ったのに勝手に溺おぼれて死にかけていたし、あたしが人間界に行くって話したときはあんなに反対してたのに、いまはあたしが手紙を出してもあまり返事も送ってくれないし……ダメなところばっかりよ」

　……もしかして、オレはいま地雷を踏んでしまったのだろうか？　なんだか知らない間におっさんへの愚痴がはじまってしまった。

　だけどまあ、マキナもおっさんのことが好きなのだろう。構ってもらえなくて少し寂しいのかも知れない。きっと不満は愛情の裏返しに違いない。



    

  
    
      



    

  
    
      　なんだか少し微笑ほほえましい。

　マキナに手を伸ばし、オレは優しく頭を撫でる。

「なあ、お前おっさんに手紙を出してるって言ってたけど、どんな事を書いてるんだ？」

「…………ざ、残念だけど、よく覚えていないわ」

　何な故ぜか気まずそうな顔をして目を逸そらすマキナ。

　こいつ手紙に変なことを書いているんじゃないだろうな？

　少し気になったが、まあ無理に訊きくことでもないか。オレはマキナの手を引いて浅瀬まで戻り、そこで彼女に提案をひとつ。

「マキナ、これから海に行く機会もあるだろうし、オレが泳ぎを教えてやろうか？」

「し、忍しのぶがどうしてもって言うのなら、教わってあげてもいいわよ」

「……さらばツンデレ」

　照れ隠しだとわかっていたが、オレは冗談でマキナに背を向けてみた。途端、

「え？　ウソ？　ちょっと待ってよ忍！」

　マキナは断わられるとは思っていなかったのか、慌てた様子でオレの腕を掴つかんでくる。

「ねえ忍、怒ったのなら謝るわ。だから泳ぎを教えてよ」

「……マキナがどうしてもと言うのなら教えてやってもいいが、ひとつ条件がある。オレが泳ぎを教えている間は語尾に『にゃん』をつけてくれ」

「わかったにゃん♪　って、なに言わせるのよ！　というか、なんで忍はいつもいつもあたしに変なことさせたり言わせたりするの！　あたしをからかってそんなに楽しい!?」

「すまん。正直かなり楽しい。お前本当に可愛かわいいな」

　思わず頬ほおを緩めて再びマキナの頭を撫でると、不思議なことにさっきまで怒っていたマキナは顔を真っ赤にして俯うつむき、そのまま大人しくなった。

　もうちょいマキナをいじって遊んでみたかったのだが、さすがに自重してオレは彼女に泳ぎを教えることにした。

　マキナは運動神経もいい。要領を掴めばすぐに泳げるようになるだろう。と、思っていたものの、マキナは思いのほか海水を怖がり、バタ足が上手になっても依然としてオレの手を掴んだままである。

「離さないでよ忍。絶対に離さないでよ？　もし離したりしたら――いやぁあああ！」

　試しに言葉の途中で手を離した瞬間、マキナは目に涙を溜ためてオレに抱きついてきた。

「ど、どうして言ったそばから手を離すのよお！」

「いや、ネタ振りかと思って……」

「そこまで芸人じゃないわよ！」

　小さく頬を膨らませ、さらに強く抱きついてくるマキナ。

　彼女の大きな胸がオレの胸板で柔らかく形を変え、さらにマキナが身じろぎをしたため、水着も捲めくれて大事なところが見えそうになっていた。

　……手を離すたびに抱きつかれたらオレの理性がもたなくなるな。

　そう判断したオレは優しく丁寧に泳ぎを教え、頃ころ合あいを見てから手を離すことにした。

　――結果、元から運動神経が良かったこともあるのだろう。マキナはわりと短時間で泳げるようになっていた。

　その後オレはしばらくマキナと一緒に泳いだのち、休憩がてら浜辺に戻って再びなずなの姿を捜していたところ、「忍しのぶお兄さん！」と背中に声をかけられた。

　焦ったようなその声を聞いて振り返ると、視線の先にはなずなの友達、みーちゃんの姿。

　みーちゃんは藍あい色いろのビキニ姿で、中学生にしては胸の発育がいい。

「よお、どうした？　なずなと一緒じゃなかったのか？」

　軽い口調で訊たずねるオレに、みーちゃんは珍しく不安そうな表情で答えた。

「さっきまでなずなちゃんと一緒だったんですけど、わたしが飲み物を買って戻って来たら、なずなちゃんがクラスの女の子たちに絡まれていたんです。わたしどうしたらいいのかわからなくて、先生を呼びに行こうって思って、それで――」

「話はわかった。もう大丈夫だ。とりあえずオレが様子を見に行ってみる」

　言葉を遮り、オレが安心させるように言うと、みーちゃんはほっと胸を撫なで下おろした。

　しかしまあ、女の子同士の争いに身内の男が割って入ってもあまりいいことはないだろう。なにかない限りは本当に様子見だけに留とどめようと思ったのだが、

「みーちゃん、早く案内して。あたしがひとこと言ってあげるわ」

　マキナは大層ご立腹の様子だった。

　……こいつを止める方が大変かも知れないな。

　少し不安になりつつみーちゃんに案内されるまま駆け足で浜辺を移動していたところ、目に飛び込んで来たのは、なずなとほか三人の女の子たちの姿。

　なずなはオレンジのセパレート水着を着ており、また三人の女の子たちも水着姿だ。

　とりあえずオレはなずなから視線を移し、女の子たちに目を向ける。

　……女の子たちの真ん中に立つ少女がリーダーなのだろうか。その少女は中学生にしては派手な水着を着ており、どこか高圧的な物言いで声を荒げていた。

「南なん条じようさん、あなた最近調子に乗っているんじゃなくって？　この前もサッカー部の坂さか本もと様に告白されたのにあっさりと彼をふり、その上さっきはたくさんの男性たちから遊びに誘われましたのに、それも断わりましたね？」

　言いながらわなわなと肩を震わせ、女の子は声を大にして叫ぶ。

「どうしてあなたばかり！　ワタクシなんて全然――ではなくて！　あなた男心を弄もてあそんで楽しんでいるのでしょう！　そんなの絶対に許せませんわ！」

「そうよそうよ！　千ち早はやさまの言う通りよ！」

「言っておくけど、別に千ち早はや様は嫉しつ妬としているわけじゃないのよ！　ただの八つ当たりに見えて――実際ただの八つ当たりなのよ！　この人バカでごめんね！」

　残りの女の子のうちひとりが千早様と呼ばれた女の子に同調し、もうひとりの女の子はなずなに謝っていた。

　だが女の子――千早さんは『バカ』と呼ばれたにも拘かかわらず、気を良くしたのか「お～っほっほっほっ！」と高笑いをあげる。

　……ああ、あの娘こ本当にバカなんだな。

　などと若干失礼なことを考えていたところ、千早さんはビシッとなずなを指差し、強い口調で言う。

「――というわけで、これからワタクシがあなたにきつくお灸きゆうを据えてあげますわ！　覚悟しなさい、この泥棒猫！」

「にゃあ！」

　責められているというのに、なずなは猫と呼ばれて嬉うれしかったのか、笑顔で千早さんに抱きついた。

　途端、千早さんは驚いたように目を見張る。

「なっ！　このワタクシの懐にいとも簡単に入り込むなんて！　この娘ただ者ではありませんわ！　そして、そして……可愛かわいいですわ！」

「そうよそうよ！　千早さまの言う通りよ！　まるで仔こ猫ねこのように可愛いわ！」

「千早様！　交替してください！　というか邪魔です！　ついでに言うとやっぱりあなたバカでしょう！　お灸を据えるどころか相手にメロメロではないですか！」

　取り巻きと思われた女の子のひとりがさきほどと同様に手厳しいことを言うと、千早さんはハッとした顔になり、慌ててなずなから離れて背を向ける。

「きょ、今日のところはこれぐらいにしてあげますわ！　ワタクシの寛大さに感謝なさい！　そしてこれからはゆめゆめ調子には乗らないことです！　それではごきげんよう。お～っほっほっほっほっ――げほっ、げほっ！」

　千早さんは高笑いの途中で激しく咳き込み、「……少し空気が肺に入りましたわ」と残し、取り巻きの女の子たちと一緒になずなから離れていく。

　しかしその途中、千早さんはオレと目が合うと何な故ぜか頬ほおを赤らめ、「……ワイルドですわ」と呟つぶやき、チラチラと人の顔を盗み見しつつオレの横を通り過ぎていった。

　すぐに「年上の男性も素敵ですわ」「でも、あの人ちょっと怖そう……」「なに言ってるのよ秋あき奈な。ああいう人に限って、雨の日に捨てられた猫とか拾っちゃうのよ。千早様もそう思いますよね？」「……格かつ好こいいですわ」「このバカ聞いてないわね」などと話し合う声が微かすかに聞こえてきた。

　それに構わず、マキナはすぐさまなずなに駆け寄って行ったが、みーちゃんはその場に留まり、小さな声でぽつりともらす。

「……やっぱり、なずなちゃんはすごいです」

　ふと目を向けると、みーちゃんはどこか寂しそうな顔をしていた。

「わたしと違ってクラスの人気者なのに、それなのに、なずなちゃんはこんなわたしとも仲良くしてくれます。一緒にいてくれます。いつも助けてくれます。でも、わたしはまた、なずなちゃんになにもしてあげられませんでした……」

　肩を落としてうなだれ、みーちゃんは消え入りそうな声で続ける。

「……なずなちゃんはわたしみたいな娘こと一緒にいて、楽しいのでしょうか？」

「当たり前だろう。楽しいから友達をやっているんだよ」

　オレは柔らかい口調で声をかけたのだが、みーちゃんは俯うつむいたまま泣き声混じりに言う。

「だけど、わたしは面白くもないですし……変な娘だってよく言われます」

「周りの意見なんて気にしなくていい。大事なのは当人の気持ちだろ？　みーちゃんと一緒にいて楽しいから、なずなもみーちゃんの傍そばにいるんだよ」

　オレはそっとみーちゃんの頭に手を伸ばす。

「それに、みーちゃんも十分魅力的な女の子だよ。周りなんて気にするな。これからもなずなと仲良くしてやってくれ」

　気持ちを込めて頭を撫でると、みーちゃんは顔をあげて頷うなずき、ぎゅっと抱きついてきた。

「ありがとうございます、忍しのぶお兄さん。いまの言葉で元気が出ました。勇気も湧わきました。忍お兄さんのことも惚ほれ直しました。これからも忍お兄さんの傍にいさせてくださいね」

「ああ、友達としてなら大歓迎だ」

　オレも笑顔で頷いて返したのだが、不満なのか、みーちゃんは微かすかに眉まゆをひそめた。

「わたしは恋人として忍お兄さんのお傍にいたいです」

「悪いがいまは恋人の募集はしていない」

「……ど、どうして募集はしていないんですか？　もしかして、忍お兄さんにはもう彼女さんがいるんですか？　さっき浜辺で忍お兄さんが胸の大きな女の人と遊んでいる姿を見かけたんですけど、あの人は忍お兄さんの彼女さんなんですか？」

「そうだと言ったら、どうする？」

　おそらくみーちゃんの言う『胸の大きな女の人』とは南みなみのことなのだろうが、オレは敢あえて否定せず、からかうように訊たずねてみた。

　するとみーちゃんは半泣きになったあと、ぎゅっと拳こぶしを握り締め、力強い口調で言う。

「負けません。略奪愛です。火曜日にやっているサスペンス劇場です」

「それだと誰だれか死んじゃうぞ？」

「あっ、ほんとです。その場合わたしが真っ先に死んじゃいそうですし、誰かが死んでしまうのもいやです。別の方法にしますね」

「……ま、まあ、頑張ってくれ。あと、あいつはオレの彼女じゃないからな？」

　苦笑してそう返し、オレはみーちゃんと一緒になずなとマキナのもとに向かった。



　その後マキナがお姉さんぶって、なずなとみーちゃんにかき氷を奢おごるとか言い出したので、オレたちは海の家へと移動。店外のテーブルパラソルの下、オレとマキナはかき氷を食べるなずなとみーちゃんの様子を眺めていた。

　と、そこで、メロン味のかき氷を食べていたみーちゃんが思い出したように言う。

「そういえば、キュウリにハチミツをかけるとメロン味になるという話を聞いたことがあるんですが、それは本当でしょうか？」

「あれはウソよ。この前エルニとなずなと一緒に試してみたけど、メロンの味からはほど遠かったわ」

「あんまり美お味いしくなかったね……」

　ため息混じりのマキナと、残念そうな顔のなずな。

　……お前ら、なにエルニと一緒に子供みたいなことをやってんだよ。

　と、胸中で軽く呆あきれていたところ、みーちゃんは「キュウリが好きな河童かつぱさんも試したのかも知れません」とこぼしつつ、メロン味のかき氷とマキナの胸を見比べて口を開く。

「マキナさんの胸はメロンのように大きいです。どうすればマキナさんみたいな大きな胸になるのでしょうか？」

「ん？　あたしは特になにもしていないけど……そうね。誰だれかに揉もんでもらったら大きくなるかも知れないわよ？」

　またお姉さんぶっているのだろう。マキナは余裕の笑みを浮かべて応じる。するとなにを思ったのか、みーちゃんはオレに向き直り、人の服の袖そでを引いてお願いをひとつ。

「忍しのぶお兄さん、わたしの胸を揉んでください。わたしもマキナさんみたいになりたいです」

　……不覚にも、みーちゃんの言葉にわずかばかり心が動いてしまったが、さすがになずなと同世代の中学生にはドキドキしないと、公的には言っておく。

　というわけで、オレはみーちゃんから目を逸そらし、素っ気なく返した。

「みーちゃん、自分の胸ぐらい自分で揉みなさい」

「そ、それは恥ずかしいです。もし自分の胸をひとりで揉んでいる姿を誰かに見られでもしたら、もうお嫁に行けません……！」

「オレも中学生の胸を揉んでいる姿を警察に見られでもしたらお天道様の下を歩けなくなってしまう。悪いが諦あきらめてくれ」

　オレはあくまでもクールに振る舞ったのだが、みーちゃんはめげた様子なく言う。

「それじゃあ忍お兄さん、わたしが高校生になったら胸を揉んでください」

「いいのか？」

　マキナ同様大人の余裕を見せつけてやろう。オレはみーちゃんの顎あごに手をかけ、流し目で囁ささやくように告げる。

「そのときは胸を揉もむだけでは終わらないかも知れないぞ？」

「し、忍しのぶお兄さんだったらいいです」

　……あれ？　真顔で即答されてしまったぞ？　こんな反応は想定外だ。マキナも「さ、最近の中学生は大胆ね」と目を丸くしてもらし、なずなは……かき氷に夢中だった。

　とりあえず耳まで真っ赤になったみーちゃんの顎からそっと手を離し、オレは苦笑をもらして彼女の頭を撫でる。

「ありがとう。みーちゃんの気持ちはすごく嬉うれしいけど、みーちゃんはまだ中学生だろう？　あんまりそういうことは言わない方がいいと思うぞ」

「……むう、子供扱いは悲しいです」

「いや、実際みーちゃんはまだ子供だろ。我慢しなさい」

　再び苦笑して立ちあがり、オレは「手洗いに行ってくる」と言い残して席を外した……。

　その後トイレから戻ってきたところ、マキナとみーちゃんも手洗いに行ったようなので、オレはなずなと一緒にふたりが戻ってくるのを待っていた。

　ちなみになずなは更衣室から持って来たのか、今度はイルカの浮き輪を膨らませることに夢中になっている。笑顔のまま休むことなく空気を入れ続け、とうとうイルカの浮き輪を完成させたなずなだったが、そのあと立ちあがろうとして少しふらついてしまった。

「……お、お兄ちゃん、なんだか目眩めまいがするよ。ここ酸素が薄いのかな？」

「ただの軽い酸欠だ。横になって休めばすぐ楽になるんじゃないか？」

　言いながらこいこいと手招きをしたところ、なずなは素直に頷うなずいてオレの隣に腰を下ろした。しかしすぐに小柄な身体からだを傾け、オレの太ふと股ももに自身の頬ほおを預けてくる。

　……膝ひざ枕まくらまでしてやるつもりはなかったのだが、まあなずなだから仕方ないか。南みなみのときと違って変に緊張することもない。別に構わないだろう。

　とりあえず暇だったので、オレはなずなのぷにぷにの頬っぺたを、うりうりと人差し指で突っついて遊んでみたのだが、

「にゃあにゃあ」

　頬をいじられているというのに、なずなは特に抵抗もせず嬉しそうな鳴き声をもらす。

　身体の方はだんだんと女の子らしく成長しているというのに、そんな仕草は子供の頃ころからなにも変わらない。やはりなずなはまだまだ子供のようだ。

　思わずオレは苦笑する。

「なずな、オレになら別にいいけど、誰だれかに甘え過ぎるのはよくないぞ？　母さんも『誰かに甘えたら、その分誰かを甘えさせてあげないといけない』って言っていただろう？」

「大丈夫だよ。お兄ちゃんは特別なの。学校の友達には必要以上に甘えないように注意してるもん」

「それは意外だな」

　からかうようにそう返すと、なずなは少しだけ真面目まじめな顔をして口を開いた。

「あのねお兄ちゃん、わたしは好きな人にはすぐ甘えちゃうけど、お兄ちゃんはわたしと違ってあまり誰だれかに甘えたりしないよね？」

「ん？　そうか？　オレもうちだとルナや母さんには甘えていると思うぞ？」

「でも、学校だと誰かに頼ることはほとんどないんでしょう？」

「頼ろうにも頼る相手があまりいないだけだ。お兄ちゃんは友達が少ない」

「それはお兄ちゃんが子供の頃ころからずっとお爺じいちゃんの道場にばかり行ってたからだよ」

　自分のことでもないのに、なずなは残念そうに言う。

「本当ならもっと友達も出来たはずだよ。だって、道場に通う前にはお兄ちゃんにもたくさん友達がいたもん」

「まあ、あの頃のオレは『しのむん』という名のヒーローだったからな」

「ふふ、そうだったね。お兄ちゃんのことが大好きだった女の子もいたもんね」

「……そんなやつ、いたかな？」

　子供の頃の記憶はあやふやだ。特に七年前、ルナと出会う前後の記憶はブラムのおっさんの記憶操作の影響か、空白部分が多くあまり当てにならない。よく覚えているのはオレのせいでなずなが交通事故に遭ったことだけだろう。

　そんな曖あい昧まいな記憶でも当時不安に思わなかったのは、強くなろうという大きな目的があったからだ。そしてどうしようもないほどにガキで、悲しいほど無力だった自分が許せなくて、敢あえて忘れるように心掛けていた出来事があったから……曖昧なままでいたかった。

　ただ、当時の記憶を呼び起こすように、

「もう、お兄ちゃん、サクラちゃんのこと忘れちゃったの？」

　なずながその名を口にする。

　――サクラちゃん。

　それはオレが子供の頃、想おもいを寄せていた少女の名前だった。

　だけどその名を再び聞いたとき、胸に去来した想いは……後悔だけだ。

　微かすかな頭痛と共に胸の奥がひどく疼うずき、息が詰まる。しかしそれを隠して笑みを作り、オレはいつも通りに振る舞うことを選んだ。

「……あいつのことは忘れてないよ。なんせ、あいつはオレの熱狂的なファンだったからな。というかお前、よくそんな昔のこと覚えてるな」

「忘れるわけないよ。子供の頃はいつもサクラちゃんと一緒に遊んでたもん」

　なずなは少しだけ寂しそうに眉まゆ尻じりを下げて続ける。

「……でも、あんなにお兄ちゃんのことが大好きだったのに、どうしてサクラちゃん公園に来なくなっちゃったのかなあ？」

　それはオレがあいつを傷つけたからだ――という言葉を飲み込み、

「さあな」

　オレは曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かす。

　するとしばらくの沈黙のあと、なずなは話を戻すように口を開いた。

「ねえお兄ちゃん、子供の頃ころたくさん友達がいたお兄ちゃんなら、頑張れば学校でも友達がいっぱい出来るはずだよ。だって、お兄ちゃん格好良くてすごく優しいもん」

「……お前はオレを買かい被かぶり過ぎだ。大体、オレはお前が思っているほど優しくはない」

「そんなことないよ。お兄ちゃんよく困った人を助けてあげたりしてるし……」

「あれはただの自己満足だ。オレが手を貸してやりたいと思ったから、勝手に手を貸しているだけだよ。親切でやっているわけじゃない」

　少し真剣な口調で否定すると、なずなは微かすかに口元を緩めた。

「お兄ちゃん、中学生のときも同じようなこと言ってたね」

「ん？　そうだったか？」

「うん。お兄ちゃん、『今日街で男に絡まれている女の子を助けたんだけど、その女の子に怖がられて切なかったぜ』って、わたしに話してくれたことがあったよね？」

「……お前はほんとによく覚えてるな」

　なずなの言う通り、中学二年の頃だったか、オレは見知らぬ女の子を助けたことがある。

　だけどオレが拳こぶしを使って男を地面に沈め、女の子に手を差し伸べると、彼女は怯おびえた様子で逃げ去ってしまった。

　まあ無理もない。目の前で一方的な暴力を見せられたら誰だれでも怖がるだろう。ましてや相手が女の子なら尚なお更さらだ。オレの助け方が悪かったんだと思う。

　ただ、別に見返りなんて求めてはいなかったが、ガキのオレにとっては少し悲しいことだったから、ついついなずなに愚痴ってしまったんだ。

　あの頃はいま以上にガキだったな……。

　苦笑しながら昔のことを思い出していたところ、なずなは笑みを濃くして続けた。

「あのときお兄ちゃんは笑っていたけど、でも寂しそうな顔をしてたから悲しくなっちゃって、ダメなのに、わたしが泣いちゃったの。そしたらお兄ちゃん、『オレは感謝や見返りが欲しくてあの娘を助けたわけじゃない。ただの自己満足だ。だからいいんだよ』って言って、わたしの頭を撫でてくれたよ」

「……なるほど、その当時からオレはすでに格好良かったんだな」

「そうだね」

　照れ隠しのために冗談を飛ばしたものの、なずなには笑顔で肯定されてしまった。

「それでねお兄ちゃん、あのときは泣いちゃったけどね、いまなら大丈夫だよ。お兄ちゃんが落ち込んだときはぎゅってして頭も撫でてあげるよ。だから、わたしにも甘えてね」

「お兄ちゃんはお兄ちゃんなので妹のなずにゃんには甘えたりしません」

「ええー、そんなのおかしいよ」

「別におかしなことなんてないさ。兄貴っていうのは、ただ単に妹や弟よりも早く生まれただけの存在じゃないだろう？　どんなに生意気な妹や弟でも、守ってやるのが兄貴ってもんだ」

　なずなに手を伸ばし、頭を撫でながらオレは柔らかく続ける。

「幸いお前は可愛かわいいけど、オレの妹なんだから、兄貴に『甘えてもいい』だなんて言ってないで、頼れるだけオレを頼って、甘えられるだけオレに甘えたらいいんだよ」

「……お兄ちゃんは甘えてくれないの？」

「もう十分お前には甘えさせてもらったよ。妹に甘えてばかりいたらお兄ちゃん失格だ。だからお前は気にせずどんどん甘えてこい。まあ、さすがに度が過ぎたら注意するけどな」

「う～ん、お兄ちゃんがわたしに甘えてくれたことなんてあったかな？」

　どうやらなずなは気づいていないようだが、実際のところオレはずいぶんとなずなに救われたと思う。

　爺ちゃんの道場に入り浸っていたせいか、中学の頃ころ、オレにはひとりも友達がいなかった。クラスのみんなから不良と呼ばれて怖がられ……孤立していた。

　それでも孤独だと感じなかったのは、なずながいたからだ。

　学校ではひとりでも、家に帰ればなずなが笑顔で待ってくれていた。怪け我がをして入院したときは毎日見舞いに来てくれた。一緒に遊ぼうと誘ってくれた。

　それがオレにとってどれだけ救いになったのか、なずなは知らないのだろう。

　恥ずかしくて直接は言えないが、なずなには本当に感謝している。

　だからなるべくなずなのお願いには応こたえるようにしているのだが、まさかそのなずなから甘えて欲しいだなんて言われるとは思わなかった。

　……なずなもちょっとずつ大人になっているんだな。

　妹の成長は素直に嬉うれしい。だが一方でどうにも複雑な心境だ――って、なに父親みたいなことを考えているんだ、オレは。

　胸中で自分自身に突っ込みを入れつつ、それからしばらくなずなの頭を撫で続けていたのだが、マキナとみーちゃんがなかなか戻って来なかった。

　もしかしてなにかあったのか？　少し心配になり、オレがなずなと一緒に様子を見に行ったところ、ふたりは海の家近くで数人の男たちに声をかけられていた。

　ナンパだろうか？　みーちゃんは少し怯おびえた様子であり、マキナはそんなみーちゃんを庇かばうように男たちの前に立ち、毅き然ぜんとした態度で言う。

「悪いけど、あんたたちと一緒に遊んでいる暇はないの。連れを待たせているのよ。どいてちょうだい」

「ひょっとしてそのツレって男？　そいつ俺おれよりもイケメン？」

「ええ、あんたの十倍はイケメンよ」

　マキナが容赦なく即答したところ、みーちゃんもマキナの背中から顔を出し、「そ、そうです」と同意するように強く頷うなずく。

「確かにお兄さんもイケメンさんかも知れません。でも、忍しのぶお兄さんの方が素敵です。忍お兄さんはパッと見殺し屋みたいな顔をしていますけど、すごく格かつ好こいいんです！」

「みーちゃんの言う通りよ。忍は人を三人ほど殺してそうな目をしているけど――って、殺し屋は言い過ぎでしょう！　せめてヤクザって言いなさい、ヤクザって！」

　フォローするようにいつもの乗り突っ込みを飛ばすマキナだったが、はっきり言って全然フォローになっていないだろう。

　事実、『殺し屋』『人を三人ほど殺してそう』『ヤクザ』などといった不穏な言葉を聞き、男たちは顔を青くしてそそくさと逃げ去って行った。

　そんな中、何な故ぜかみーちゃんは目を輝かせてマキナの手を取る。

「マキナさんはすごいです。格好いいです。尊敬です」

「え？　いきなりどうしたのよみーちゃん」

「だって、マキナさんは何度男の人にナンパされても媚こびず怯ひるまず物もの怖おじせず、常に凛りんと振る舞っていたじゃないですか。素敵です。憧あこがれちゃいます。これからはマキナさんのことを『マキナお姉さま』って呼びます！」

「……み、みーちゃん、恥ずかしいから『お姉さま』はやめてちょうだい。せめてお姉さんにして――って、こら、急に抱きつかないの！」

　みーちゃんに抱きつかれ、わりと本気で照れているマキナ。

　あのふたり、意外に相性がいいのかもな……。

　と、そんな感想を抱きつつも、オレは声を落としてなずなに告げる。

「なずな、パッと見殺し屋で人を三人ほど殺してそうな目をしているヤクザなお兄ちゃんは、浜辺でひとりたそがれて太陽を睨にらんでくる。オレのことは気にせず三人で遊んでくれ」

「お、落ち込まないでお兄ちゃん。怖い外見は『ワイルド』でカバーだよ！」

「……うん、強こわ面もてにワイルドを付け加えてもあまりいい結果は生まないと、お兄ちゃんはそう思うな。お兄ちゃんとしては外見に対してのフォローが欲しかったかな……」

　切なさに拍車がかかったが、またマキナたちがナンパされても困る。オレは冗談をやめてなずなと共に早足でふたりのもとに向かい、それから日が暮れるまでみんなと一緒に海で遊んだ……。



　●　　●　　●



　夜、スケジュール通り旅館の中庭でバーベキューが行われた。

　そこで肉焼き係を任されたオレがみんなのためにせっせと肉を焼いていたところ、クラスの女子数人が近づいて来て、

『南なん条じよう君、お肉ちょうだい』

　と、揃そろって口を開けて可愛かわいらしくおねだり。

　オレはその場のノリで「この肉に群がる獣めっ！」と、冗談めかして女子たちの口の中に肉を突っ込んでみた。

　気分は雛ひなに餌えさを与える親鳥。なんだか少し楽しかったのだが、クラスの女子たちはよほど空腹なのか、それとも旅行でテンションが高いだけなのか、それをきっかけに次々と集まって来て、口々に『あ～ん』を要求してくる。

　……はっきり言ってかなり恥ずかしい。調子に乗るんじゃなかった。

　胸中で軽く反省しつつも、オレはテンション高く肉を焼き続ける。

「南条くん、先生にもお肉をください」

「はい、いらっしゃい柊ひいらぎ先生。熱いから気をつけて食べてください」

　柊先生にも肉を食べさせ、

「お兄ちゃんお兄ちゃん、わたしにもお肉！」

「忍しのぶお兄さん、わたしにもお願いします」

「……なんでお前らがこっちに来ているんだ？　早く自分たちの所に戻りなさい。当店は中学生に対しては一切営業を行っておりません」

　注意しながらもなずなとみーちゃんに『あ～ん』をして肉を食べさせてやっていると、今度はひょいと聖ひじりが顔を出した。

「忍くん、私にもなにかくれないかな？」

「おう、聖か。聖には特別に口移しで食べさせてやろう」

「……え？　わ、私は別にそれでもいいけど、みんなが見てるから向こうで――はうっ！」

　冗談だったので、おかしなことを言われる前に、聖の口に肉を入れて発言を止めた。

　そのあと南みなみもやって来て、綺き麗れいな桜色の唇を開いて片手をあげる。

「南条くん、次はあたしあたし！」

「あら？　南いたの？　何にする？　ビール？　それとも焼しよう酎ちゆう？」

「南条くんのウインナー！　じゃなくて、南条くん、ウインナー！」

「紛らわしい言い間違いをするな！　誤解されたらどうするつもりだ！　ほら、望み通りウインナーをくれてやる！」

「やぁん！　こ、こんな太いのお口に入らない！」

　突っ込みながらウインナーを口の中にねじ込むと、南は妙に色っぽい声をあげた。

　……何な故ぜこいつはこんなにもエロいのだろうか？　というか、もういい加減『あ～ん』は疲れたぞ。そろそろ誰だれか肉焼き代わってくれないかな……。

　そんなことを考えていたところ、なにやら聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「忍しのぶ様、わたくしには野菜をください」

「おう了解――って、かおるん!?」

　顔をあげると、目の前にはかおるんの姿。

「お前、なんでこんなところに？」

「実はわたくしも忍様と同じ学校に通っていたのです。メイドさんは先輩だったのです。後輩に優しくご奉仕です。この展開にはさすがに忍様でもドキドキを隠せないでしょう」

「いや隠せるわい。わかりやすいウソをつくな。早く質問に答えてくれ。どうしてお前がここにいる？」

「お腹なかがすいたのでご飯を食べに来ました――というのは半分冗談で、本当は聖ひじりちゃんのお手伝いに来ました」

　お手伝い？　ああ、仕事のか……。

　納得したオレはかおるんに野菜を食べさせながら柔らかく告げる。

「でも、お前はここの生徒じゃないんだから、バレないように注意しろよ」

「大丈夫です。先ほど教師の方に名前を訊たずねられた際、『わたくしは二年四組の南なん条じよう忍様のメイドです。ご主人様がお世話になっています』と言って誤ご魔ま化かしておきました。それでは忍様、わたくしはそろそろ聖ちゃんを盗撮――ではなく、聖ちゃんの撮影に戻ります」

「……こら待て。なにとんでもないことを先生に言ってんだよお前は。オレの株が大暴落したらどう責任を取ってくれる？」

「その際はわたくしが忍様の株を買い占めましょう」

「ひどい責任の取り方だな、おい」

　思わず抗議すると、かおるんは軽く頭を下げ、ポケットからデジカメを取り出した。

「さすがに少し申し訳ないとも思っていますので、後日忍様にはわたくしが隠し撮り、いえ盗み撮り――ぶっちゃけ盗撮した聖ちゃんの水着写真をデータでお送りしましょう」

　このメイドさん、もうはっきりと盗撮ってばらしちゃったよ……。

「忍様、どうぞ存分に聖ちゃんの水着姿をご堪たん能のうください。拡大して楽しむもアイコラして楽しむのも思いのままです。サービスでわたくしのセクシーショットも付け加えておきます。そちらもご利用いただけたら幸いです」

「アホ言うな。大体盗撮は犯罪だ。あまり感心はしないぞ？」

　と建前を先に言い、本音では写真を見たかったので、

「ちょっとその写真を見せてみなさい」

　オレはさっとかおるんの手からデジカメを抜き取った。

「あっ、忍しのぶ様ダメです！　見ないでください！　いやです！」

「嫌よ嫌よも好きのうち。しばらく肉焼きはかおるんに任せた」

　焦った様子で抵抗するかおるんに背中を向けて距離を取り、オレはデジカメの撮影データを再生する。

　するとかおるんの言う通りカメラには聖ひじりの水着姿が収められており、そのほかにもマキナやなずな、みーちゃんの水着姿まで確認できた。

　ただ、再生を繰り返しているうちに気づいたのだが、どう考えても聖たちの写真よりも、オレが写っている写真の数の方が多かった。

「……お前、オレのことも盗撮していたのか」

「し、忍様の写真をルナ様に高値で売ろうと思っただけです。本当にそれだけですから、あまり気にしないでください」

「そうか。越後屋、お主も悪よのお。この調子でマキナやなずなたちの写真も撮ってやってくれ。記念になるからな。あと、ついでにオレの代わりに肉も焼いておいてくれ」

　少し芝居掛かった口調でお願いしたところ、かおるんはやれやれと肩をすくめた。

「エロ代官様は人使いが荒いですね。まあ、報酬次第でその依頼を受けてもいいですよ」

「報酬？　このオレの笑顔ではダメか？　越後屋こと変態メイドよ」

「全然ダメです。そんな作り笑いでは心も身体からだも満たされません。出直して来て下さい」

　爽さわやかな微笑ほほえみを浮かべてみたものの、かおるんに一いつ蹴しゆうされてしまった。

「それじゃあ、かおるんが大好きな頭なでなでをしてやろう。それならいいだろう？」

「い、いいわけないでしょう！　わたくしはそんな報酬では動きませんからね！　バカにしないでください！　わたくしはもう戻ります！　さようならです！」

　怒ってしまったのか、かおるんは珍しく顔を真っ赤にしてオレに背を向け、ぷりぷりした様子で立ち去って行く。どうやら交渉は決裂してしまったようだ……。

「……そろそろ肉焼きを代わってもらうか」

　かおるんの背中を見送りながら独りごとを言い、オレは近くにいた浅あさ田だと肉焼き係を交替。そしてそのあともぐもぐと肉を食していたところ、両手に缶ジュースを持った南みなみが声をかけてきた。

「南なん条じようくん、お疲れさま。ジュース持って来たよ。どうぞ」

「おう、サンキュー」

　ちょうど喉のどが渇いていたところなのでありがたい。南は右手にオレンジ、左手に白桃の缶ジュースを持っていたので、オレは白桃ジュースに手を伸ばして頬ほおを緩める。

　南は気が利くな。親切にも両方の缶ジュースのプルタブも開けてくれているし胸も大きいし――って、胸は関係ないか。

　胸中でセルフ突っ込みを入れつつ、オレは缶ジュースに口をつけた。

　途端、南みなみは「ふふっ」と悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ。

「……おい、その不気味な笑みはなんだ？　まさかお前、毒でも盛ったのか？　それとも媚び薬やくか？　まったく卑ひ怯きようなやつめ。媚薬如きでオレをどうにかできると思うなよ？」

「クックックッ、口では強がっていても、身体からだのやつは正直だな。お前はすでに、あたしにメロメロになっている――じゃなくて！　毒も媚薬も盛ってないわよ！　大体不気味な笑みなんて浮かべてないもん！　ただ、間接キスだなって、思っただけ……」

「は？　間接キス？　もしかしてこれ、お前のジュースだったのか？」

「うん、そうだよ。間接キスしちゃったね」

　おそるおそる訊たずねるオレに、微かすかに頬ほおを赤く染めて口元を緩める南。

「す、すまん。勝手に飲んじまって」

「いいよいいよ。気にしないで全部飲んじゃって。……あたしどっちのジュースにも口をつけていたし……」

　なにやら小声でとんでもないことを暴露された気もするが、まあせっかくの好意だ。

「悪いな」

　平静を装い、オレが再びジュースを口に含んだ瞬間、

「ねえ南なん条じようくん、この際だから間接キスだけじゃなくて……直接キスもしちゃう？」

「――ぶふっ！」

「きゃあ！」

　南が妙な冗談を言い出すものだから、驚いて口に含んでいたジュースを思いっ切り噴き出してしまった。

　まずいことに、南の顔面へと向かって……。

「もう、南条くん。出すなら出すってちゃんと言ってよ。南条くんの出した白いので顔がべたべたじゃない」

　お前が変なことを言うからだ。そして誤解を招くようなエロい言い方をするな――と、オレは力強く突っ込みたかった。

　しかし経緯はどうあれ、女の子にとんでもないことをしてしまったのは事実だ。

　ジュースに唾だ液えきが混じった液体。それが南の綺き麗れいな顔を白く汚しており、彼女はいらん妄想を掻かき立たてるいやらしい姿になっている。

「すまない。ちょっと待ってくれ。すぐに拭ふく」

　オレはすぐさま南に謝り、慌ててポケットからハンカチを取り出し、そして彼女の顔についたジュースを丁寧に拭き取っていく。

　……正直、オレは気が動転していたんだと思う。

　ハンカチ越しとはいえ、南のなめらかな頬や柔らかな唇に無断で触れ、その上首筋や鎖骨にまで手を伸ばしていた。

　南みなみは特に抵抗はしなかったが、さすがに馴なれ馴れしすぎるだろう。

　我に返ったオレははたと手を止め、南にハンカチを差し出す。

「申し訳ないが、あとは自分で拭ふいてくれ」

「ええー、南なん条じようくんがあたしにたくさんかけたんじゃない。責任取ってちゃんと拭いてよ。ほら、胸にまでついちゃったんだよ？　早く拭いて」

「……相変わらず事務所の教育がなってないようだな。男相手になに言ってんだお前は」

「ん？　あたしは別に気にしないよ。だからね、最後までちゃんとして。ね？」

　甘えるように言い、急せかすようにオレの手を取り、誘惑するように微笑ほほえむ南。

　これは一体どうしたものか。南に言われた通り胸も拭いてやった方がいいのだろうか？　しかし胸だぞ？　Ｆカップと噂うわさの巨乳だぞ？　うっかり触るついでに揉もんでしまったら言い訳のしようもない。我を忘れそうで不安だ……。

「南条くん、びしょびしょに濡れたままだとシミになっちゃうよお。早く早く」

　人の気も知らないで、南は片腕で豊かな胸を持ちあげて促してくる。

　……このままでは紳士としてあるまじきことをしてしまうかも知れない。どうにかして南から逃げようと考えていたところ、どこからともなく手に紙皿を持ったマキナが現れたかと思ったら、彼女はオレたちの間に割って入り、

「貸しなさい」

　という言葉と共にオレの手からハンカチを奪い取り、ソフトタッチで南の胸元についたジュースを拭き取っていく。

　もしかしたらマキナはオレたちの様子を見ていたのかも知れない。彼女は困り果てたオレを見兼ねて救いの手を差し伸べてくれたのだろうが、何な故ぜかマキナは不満そうに眉まゆをひそめて南に言う。

「もう、聖ひじりだけでも手一杯なのに、どうしてあんたまで忍しのぶを誘惑するのよ」

「え？　あたしは別に誘惑なんてしてないよ。ただセクシーさをアピールしていただけ」

「……セクシーというよりも、なんかエロかったわよ？」

「エ、エロいだなんて失礼だなあ！　あたしは全然エロくないよ！　南条くんだってそう思うよね？」

「いや、お前は十分エロい」

　躊ちゆう躇ちよなく断言してやったところ、南はしょんぼりと肩を落とした。

「ひどいよ南条くん。あたしはただ、南条くんがセクシーな女の人が好きだって言ってたから、頑張ってるだけなのに……」

「南、オレは別にセクシーな女性が好きなわけではない。セクシーな女め豹ひようをオレの魅力で仔こ猫ねこに変えることが好きなだけだ」

「……なんかいやらしいわね」

「南なん条じようくん、格かつ好こいい……」

　オレの冗談を受け、マキナは呆あきれたような表情を見せたが、それとは対照的にうっとりとした表情を見せる南みなみ。

　まるでなずなのような反応である。というか、南も基本的にオレの言うことをなずなみたいに肯定することが多くないか？　そもそも、オレはいつ南に『セクシーな女の人が好きだ』なんて話したんだ？　全然記憶にないぞ。

　と、胸中で首を傾かしげていたところでマキナがオレに近づき、焼きそばらしきものが載った紙皿を笑顔で差し出してきた。

「忍しのぶ、焼きそばを作ってみたわ。食べてみて」

「……一応訊きいておくが、味付けは誰だれがしたんだ？」

「もちろんあたしよ。今回は自信があるわ」

「それは怖いような楽しみなようなやっぱり怖いような……」

　一難去ってまた一難。マキナは致命的に料理が下手だ。以前マキナが作ったカレーのようなものを食わされたとき、オレはひと口で気を失った。

　できることなら食べたくはない。しかし断わったりなんかしたら間違いなくマキナは傷ついてしまうだろう。これは食べるほかないな……。

「い、いただきます」

　期待の眼まな差ざしを向けるマキナから箸はしを受け取り、オレは覚悟を決めて焼きそばらしきものを口に含んでみた。

「どう？　美お味いしい？」

「……見た目はひどいが、味はもっとひどい」

「え？　ウソ!?」

「あっ、いや、ウソウソ！　いまオレウソついた！　意外に美う味まいぞ、うん」

　うっかり本音がもれてしまうほどにとんでもない味がしたが、珍しくマキナが涙目だったのでオレは慌てて発言を撤回。再び焼きそばらしきものを口に含む。

　きっと一生懸命作ってくれたんだろう。味こそ残念だけど、マキナが料理を作ってくれたこと自体が嬉うれしい。それに以前の料理とは違い、なんとか食べられるレベルだ。

　もっともそれは、爺ちゃんと一緒に入った山の中で遭難した際に、蛇やカエルを食った経験のあるオレだから耐えられるレベルであって、一般人だとちときついとは思う。

　だけどまあ、マキナの料理の腕があがっていることは事実だろう。この分だと近い将来、マキナが料理を完全にマスターする日がくるかも知れない。

　オレはその日を夢見て、とりあえずいまは「マキナの料理は美味いなあ。う、美味いよなあ？　いや美味いはずだ」と、自分に言い聞かせるように料理を食べ続けた。

　その間、南は終始不安そうな顔をしており、マキナもはじめこそは笑顔だったが、オレの額に浮かんだ冷汗を認めるや否や、

「忍しのぶ、あたしも食べてみるわ」

　演技がバレてしまったのか、マキナは怪け訝げんそうな顔をしてオレから箸はしを奪い、止める間もなく焼きそばらしきものを口に含んでしまった。

　瞬間、マキナは身体からだをふらつかせてそのまま卒倒――しそうになり、オレは慌てて彼女を抱きとめて叫ぶ。

「おいマキナ！　しっかりしろ寝るな！　いま寝たら死ぬかも知れんぞ！」

　ぺちぺちと軽く頬ほおを叩たたくと、マキナは薄っすらと目を開ける。

「……うぅん？　ここはどこ？　あたしは誰だれ？」

「ここはオレの屋敷の中庭でお前はオレのメイドだ。いつものように『あたしはご主人様のことが大好きなメイドだにゃんにゃん♪』と言ってくれ」

「わかりましたご主人様。あたしはご主人様のことが大好きなメイドだにゃんにゃん♪

って、なに勝手に人の記憶を捏ねつ造ぞうしてるのよ！　というか、この料理は一体なに!?　一瞬、天国のお母さまが見えたわよ！　誰よこんな料理を作ったのは!?」

　料理の衝撃で記憶が混濁しているのか、憤慨した様子で叫ぶマキナ。

　そんなマキナにそっと手を伸ばし、オレは彼女の肩に優しく手を載せる。

「マキナ、いまのお前にこんなことを告げるのは酷かも知れんが、敢あえて言わせてもらうぞ。この焼きそばらしきものを作ったのはほかの誰でもない。お前自身だ」

「バ、バカなっ!?」

「……ひょっとして、お前まだ混乱してるのか？」

　などと話していたところ、不意に南みなみがくいくいとオレの服の袖そでを引いてきた。

「ん？　どうした南」

「えっと、あの、あたしもご主人様のことが大好きな、メイドだにゃんにゃん♪」

　頬を桜色に染め、マキナを真ま似ねてそんなことを言い出す南。

「も、萌もえるじゃないか」

　不覚にもときめいてしまったオレだった……。



　バーベキューが終わったあと、オレは旅館のロビーに移動。ソファーに腰を下ろし、携帯電話を取り出す。そしてルナたちと少し話をしようと思い、自宅に電話を掛ける。

　すると数回のコール音のあと、やや弾んだルナの声が聞こえてきた。

『はい、南なん条じようですが、どちら様でしょうか？』

　相変わらずルナの声は綺き麗れいだなあと思いつつも、ふと悪戯いたずら心が湧わいてきた。オレは口調を変え、怪しい声で訊たずねる。

「へっへっへっ、お姉ちゃん、いまどんなパンツ穿はいてるの？」

『……え？　いまは穿はいていませんけど？』

「ぶっ！」

　予想外の返しに驚いて噴き出し、思わずオレは素に戻って叫ぶ。

「ど、どういうことだ！　お前本当に穿いていないのか!?」

『あっ、やっぱり忍しのぶさんだったんですね』

　慌てるオレをよそに、ルナは弾んだ声のまま続ける。

『お風ふ呂ろからあがって身体からだを拭ふいていたら電話が鳴ったので、忍さんかなって思ってすぐに電話に出たんです。そしたら忍さんみたいな声だったので……』

　ということは、ルナはいまバスタオル一枚しか身につけていないんじゃないだろうか？

　ついついその絵を想像していたところ、不意に『きゃあ！』とルナが悲鳴をあげた。続いて『エルニちゃん、バスタオルを返してください！　あと受話器も返してください！　忍さんとお話ができません！』という、焦ったような声も聞こえてくる。

　状況を察するに、おそらくエルニがオレの電話に気づいたのだろう。きっとやつはルナが身につけていたバスタオルを奪い、さらに受話器まで奪っていったに違いない。

　……つまり、オレの予想が正しければルナはいま全裸である。

「エルニさんエルニさん！　そちらは一体どういう状況ですか!?」

『はい、レポーターのエルニこと神です。この前なずにゃんと一緒に手をあげて横断歩道を渡っていたら……タクシーが停とまっちゃいました。とても気まずかったです』

「次からはタクシーの運転手に『横断歩道の先まで』と答えればいい！　それよりも早く状況を教えてくれ！」

　急せかすように頼むと、廊下を走るような足音と共にエルニから返事がきた。

『現在、ルナは電話機の子機とバスタオルを持って逃走するわたしを裸のまま追いかけている最中だ。ルナの大きなおっぱいがぷるんぷるんと揺れている。なんなら携帯電話で写メを撮って忍に送ろうか？』

「是非にお願いする――じゃなくて。風邪を引くから早く服を着なさいと、ルナにそう伝えてくれ」

『うん、わかった』

　エルニは素直に了承。近くにいるであろうルナに声をかけた。

『ルナ、忍が「ルナが裸だと思うとドキドキしてまともに話せそうにない。どうしてもルナのおっぱいを想像してしまう。だから早く着替えてくれ」って言ってるぞ』

「……おいこらエルニ。お前なに勝手にオレの紳士的セリフを思春期男子みたいなセリフに脚色してんだよ」

『気にするな忍。ルナも顔を真っ赤にして「わかりました」と頷うなずいてくれたぞ？　結果オーライじゃないか。それに本当は忍もドキドキしていたんだろう？』

「へっへっへっ、バレちまったら仕方がねえな」

　図星を指されたオレは誤ご魔ま化かすために再び口調を変え、怪しい声でエルニに訊たずねる。

「ちなみに、お嬢ちゃんがいま穿はいているパンツは何色？」

『完全勝利の誓い――ウルトラショッキングピンクだ！』

「……ずいぶんと派手だな、おい。気分は桃色か？」

　ボケにボケで返され、オレは素に戻ってエルニに突っ込んだあと、ため息をひとつこぼして話題を変える。

「一応報告しておくが、オレもマキナもなずなも無事旅館に着いている。そっちはどうだ？　変わりはないか？」

『うん、変わりないぞ。わたしたちは元気だ。今日は忍しのぶのベッドでルナと一緒にお昼寝をしたんだ。ルナが忍の枕まくらを使っていたから、わたしはルナの胸を枕にして寝た。すごく寝ね心地ごこちがよかったぞ、ルナのおっぱい枕』

「その枕、オレにくれ！」

『ん？　それじゃあルナに頼んでみるか？　ちょうどルナも服を着て戻ってきたし、わたしから頼んでやろう。ルナー、忍がルナのおっぱい――』

「やめろやめろ！　半分冗談だ本気にするなそしてルナと電話を代わってくれ！」

　オレが焦りながらエルニの言葉を遮ると、あいつは少しだけ寂しそうな声をもらした。

『……忍、延長はしないのか？』

「別料金が発生しそうだからいい。そろそろルナと交替のお時間だ」

『そうか。残念だけど仕方ないな。それじゃあ忍、明日を楽しみにしているといい』

「ん？　明日？　なんの話だ？」

『秘密だ。ただ忍は驚くに違いない。おやすみ忍』

　エルニは気になる言葉を残し、ルナと電話を代わった……はずなのだが、不思議なことにルナがなかなか電話に出てこない。

　どうしたんだろう？　首を傾かしげていたところ、不意に色っぽい女性の声が電話越しに聞こえてきた。

『ねえボク、さっき私の裸を想像してドキドキしちゃったんだって？　ふふ、いけない子ね。でもそんなところも可愛かわいいわ。早く帰っていらっしゃい。ボクになら、お姉さんのエッチなところも全部、見せてあげちゃうわよ』

「あなた誰だれですか!?　ルナは一体どこに!?」

　オレが裏返った声をあげたところ、電話の主は恥ずかしそうな声で応じた。

『えっと、いまのは私ですよ、忍さん。エルニちゃんにお願いされて言ってみたんですけど、どうですか？　びっくりしましたか？』

「……な、なんだルナだったのか。正直かなり驚いたぞ？　驚いて心臓が動き出すところだった！　ちなみに、いま飛ばしたつまらないギャグは昔エルニが使っていたものだ」

　言いながら胸中で深呼吸をして気持ちを落ち着かせ、オレは無事宿泊施設に着いたこと。マキナが泳げるようになったこと。かおるんもこっちに来ていることなどを伝えつつ、しばらくルナと話をした。

　そして「明日は土産を買いに行くから楽しみに待っていてくれ」と締しめ括くくると、

『おやすみなさい忍しのぶさん。忍さんも明日を楽しみにしていてくださいね』

　ルナはエルニと同じようなことを言い出した。

「……なんか、エルニも似たようなことを言っていたけど、明日になにかあるのか？」

『えっと、それはその……』

　なにやら歯切れの悪いルナだったが、ふと、『あっ』となにかを思いついたように声をあげたと思ったら、

『し、忍さん、急に電波の調子が悪くなってしまいました！　ノイズだらけでもうなにも聞こえません忍さんがなにを言っているのかもわかりません、ごめんなしゃい忍さん！』

　などと言って電話を切ってしまった。

「……ごめんなしゃいねえ」

　セリフを噛かむほど焦っていたんだな。

　なんだか可愛かわいい。明日のことは少し気になるが、まあ明日になったらわかるだろう。

　……さて、それじゃあぼちぼち風ふ呂ろにでも行ってくるか。

　気持ちを切り替え、腰をあげかけたそのとき、ふとロビーを歩く南みなみの姿が目に入った。

　どうやら南は風呂あがりらしく、頬ほおを色っぽく上気させていた。が、彼女は考え事でもしているのだろうか。どこか真剣な面持ちで顎あごに手を当てており、オレに気づくことなく立ち去って行こうとするので、

「よお、難しい顔をしてどうした？」

　こちらから声をかけてみた。

　すると南はオレに目を向け、表情を笑顔に変えて近づいてくる。

「あのね南なん条じようくん、さっき変な噂うわさを聞いたんだけど……」

「変な噂？　そういえばお前の胸のサイズがＦカップかも知れないと、クラスの男子たちが噂していたが……もしかしてその話か？」

「なにその話!?　なんで知ってるの――じゃなくて。誰だれよ、そんな噂を流したのは！」

「さあ？　誰だろうな？」

　正直に答えたら友人の変態がひどい目に遭ってしまう。オレがすっとぼけてみせたところ、南は小さくため息をついた。

「……一応言っておくけど、あたしが聞いた噂は南条くんが聞いた噂とは違うからね？」

　そう念押しして南はオレの隣に腰を下ろし、口調を真面目まじめなものに変えて続ける。

「クラスの女の子たちから聞いた話なんだけどね、この旅館の近くに林道があるでしょう？　そこを抜けると廃ビルがあるみたいで、そのビルに……よく出るんだって」

「変質者がか？　それはただ単に浅あさ田だを見間違えただけだと思うぞ？」

「どうして浅田君がこんなところに頻繁に現れるの!?　そっちの方がよっぽど怖いし全然違うから！」

　強く否定したあと、南みなみはコホンと咳せき払ばらいをして口を開く。

「話を続けるとね、その廃ビルで肝試しをした人たちがいるみたいなんだけど、ビルから戻って来たらみんな真っ青な顔で『バケモノが出た』って、口を揃そろえるんだって。なんだかそれが少し気になっちゃって……」

「なんだ、怖いのか？」

「確かに怖いけど……ほら、この前五ご行ぎようさんが話してたじゃない。もしかしたら悪魔が潜んでいるかも知れないって。南なん条じようくんたちはゲームの話だって言ってたけど、五行さん今日も遊んでいる途中でどこかに行っちゃったし、なんだか怪しいよ」

「そうか？　考え過ぎだと思うぞ。聖ひじりはただお姉さんのところに行っただけだしな」

「お姉さん？」

「ああ。聖のお姉さんは妹のことが大好きな極度のシスコンでな、聖と一緒に遊びたくてわざわざこっちまでやって来たんだよ。オレもさっき偶然会って驚いた。というか、そもそも悪魔なんているわけがないだろう？」

　内心冷汗をかきつつ、オレはウソの中に真実を入れて誤ご魔ま化かしてみた。

　途端、南は赤面して両手で顔を覆う。

「……また変な勘違いしちゃった。恥ずかしい！　もうお嫁にいけないよ！　南条くんが貰もらって！」

「お断りします」

「もう、即答しないでちゃんと考えてよ南条くん。いっぱいサービスするよ？」

　冗談に素っ気なく返したところ、南はセクシーなポーズをとって自身の巨乳を揺らす。

　その豊満な胸から目を逸そらして肩をすくめ、オレは立ちあがって南に背を向ける。

「バカなこと言ってないで早く部屋に戻れ。あと、冗談でも『貰って』なんて簡単に言うもんじゃないと思うぞ」



「簡単なんかじゃ……ないのに……頑張ってるのに……ちゃんは……くれない……」



　不意に響いたあまりにもか細い微かすかな声。続いて背中に覚えたぬくもり。南に抱きつかれたと、すぐに気がついた。

　だがその抱擁はどこか頼りなく、背中越しの南が泣いているようにも思えて、オレは慎重にかける言葉を探す。しかし突然の出来事にただ戸惑うばかりで何の言葉も浮かばない。

　と、そのとき、

「ふっふっふっ……」

　沈黙を破るように突如南みなみが怪しく笑い出したかと思ったら、先ほどの抱擁とは打って変わり、今度はじゃれつくように抱きついてきた。

「油断したわね南なん条じようくん！　南条くんともあろう者が背中をとられるなんて不注意極まりないよ！　このまま背中から離れないからね！」

「……てい」

「ひゃん」

　南程度の力なら容易に振り払うことができる。オレはそれ以上冗談に付き合わず、軽く力を込めて南の抱擁を解き、そっと彼女から離れる。

「また明日な」

　南に背中を向けたままクールに手を振り、オレは逃げるようにその場をあとにした……。



　●　　●　　●



　それから割り当てられた四人部屋に戻り、野郎たちとの語らいもそこそこに、オレはベッドに寝転がって眠りについた。

　しかしみんなが寝静まった夜更け。

「……寝顔は本当に可愛かわいいですね」

　そんな言葉と共に誰だれかに優しく頭を撫でられていることに気づき、ふとオレは目を覚ます。そしてぼんやりとした意識の中、目を擦りながら口を開いた。

「んん？　誰だ？」

「わたくしですか？　わたくしは太陽の小町です。エンジェルです。忍しのぶ様の理想のメイドでもあります」

「かおるんか……」

　上体を起こして目を向けると、柔らかいオレンジの照明の光の中――覗のぞき込むようにしてオレのことを見つめているかおるんの姿があった。

「どうしたんだよ、こんな時間に？」

　欠伸あくび混じりに訊たずねるオレに、かおるんはすっと顔を近づけて答える。

「こんな時間だからこそ……夜よ這ばいに来ました」

「はあ？　わざわざそんな冗談を言うために来たのか？」

「冗談を言っているわけではありません」

　ぐいっとさらに顔を近づけ、かおるんは色っぽく微笑ほほえんで続ける。

「以前忍しのぶ様にお伝えしましたよね？　忍様が女性に免疫がないままでは、聖ひじりちゃんが陰陽術を使う際の妨げになります。ですから忍様にはわたくしの身体からだで女性に慣れていただきますと。まあそんなわけでいまからキスしますね」

「その前にオレからキスをさせてくれ。さあ目を閉じろ。一夜限りの浪ろ漫まんをくれてやる」

「……キザなことを言いながら逃げようとしないでください。心配しなくても大丈夫ですよ忍様。わたくしが優しくリードします。さあ、服を脱ぎましょうね」

「こら待てやめろ。場所を考えてくれ。誰だれかが起きたらどうするつもりだ？」

　温かくしなやかなかおるんの指先から逃れようとしていたところ、隣のベッドに寝ていた浅あさ田だがむくりと身体を起こした。そして奴やつはかおるんを見るや否や驚いて叫ぶ。

「うわぁあああ！　メイドさんだぁあああ！　エッチなメイドさんが南なん条じように夜よ這ばいしている!?　なんて羨うらやましい――」

　言葉の途中でかおるんは浅田との距離を数瞬で潰つぶす。続いてさっと浅田の背中に回ってスリーパーホールドを仕掛け、ものの数秒で奴の意識を断った。

「いいメイドの夢を」

　決め台詞ぜりふのような言葉と共に、かおるんは浅田に掛け布団をかけてゆっくりと振り返る。

「忍様、ここでは邪魔が入りそうなので、夜這いはまた今度にします」

「ならば今度からきちんと部屋に鍵かぎを掛けることにしよう」

「別に構いませんが、わたくしの解錠スキルの前では無意味ですよ？」

「甘いな。我が家にはマッドドッグという名の番犬がいる。おかしなことをするとあいつに噛かみつかれるぞ？」

　不敵に笑って脅してやると、かおるんは悔しそうに唇を噛んだ。

「クッ！　飼い犬に手を噛まれるとはまさにこのことですね」

「おい、失礼なことを言うな。いつからエルニはお前の飼い犬になったんだ？」

「いえ、お茶ちや目めな冗談です。それより、このあたりで本題に入りましょう」

「本題？」

「はい。忍様がバーベキューの際にわたくしに依頼したでしょう？　依頼通りマキナやなずな様の写真を撮りました。ですから前金をください」

　……まさか本当に依頼を受けてくれるとは思わなかった。しかし眠かったのでオレは枕まくらに頬ほおを預けて軽く手を振る。

「悪いが、明日にしてくれ。オレは眠いんだ」

「そんなこと言わないでください忍様。わたくしはお仕事で疲れているんです。その疲れを癒いやしたいのです。少しだけでもいいのでお願いします」

「ご要望のイギリス紳士ですが、残念ながら本日の営業は終了致しました。明日のご来店を心よりお待ちしております」

　両目を閉じながらそう返したところ、かおるんはいきなり艶つやのある声をあげはじめた。

「ああん！　ご主人様は本当にお尻しりが好きです。激しすぎます。もっと優しくしてください。やん……うぅん……いやぁあん！」

「ふふふっ、いやなどと言いながらも、ここはもうこんなになっているぞ――じゃねえよ！　こんなところで妙な声をあげるな！　前金を払えばいいんだろ！　払えば！」

　オレは慌てて上体を起こしてかおるんの口を塞ふさいだ。その後かおるんと共に部屋を出てロビーに移動してソファーに腰を落ち着かせる。と、なにを思ったのか、かおるんは自然な仕草で人の膝ひざの上に腰を下ろしてきた。

「それでは忍しのぶ様、前金をください」

「いや頭は撫でてやるけど、エルニみたいなことをするな。早く降りてくれ」

「気にしないでください忍様。ここは男の包容力で、わたくしを受うけ容いれてください」

　無茶なことを言う。かおるんの柔らかいお尻の感触や香水のいい匂におい、そして温かな体温も感じ、どうしても緊張してしまう。が、オレは肩をすくめるだけに留とどめ、かおるんの言葉通り男の包容力でもって彼女の行為を受け容れることにした。

　するとかおるんは人の胸に背中を預け、どこか機嫌良さそうに言う。

「これでも苦労したんですよ。バーベキューを楽しむマキナやなずな様の姿を撮影し、おふたりの入浴シーンもばっちりカメラに収め、さきほどはおふたりの部屋に忍び込んで寝顔を激写してきました」

「……おい、途中から完全に犯罪だぞ？　オレはそこまでして欲しかったわけじゃない。警察に捕まったらどうするつもりなんだよお前は」

「その際は即座に警官を買収します。もちろん忍様の水着写真を使って」

「……ほう、それはなかなかに妙案だ。たとえ警官といえどオレの水着写真を見たら最後、『ウホッ！　いい男』と言わざるを得ないだろう」

　面倒だったので突っ込みを放棄。再び欠伸あくび混じりにいい加減に返したところ、不意にかおるんが振り返り、軽くオレを睨にらんで口を開いた。

「忍様、ここは『盗撮の上に買収という罪を重ねてどうする』と突っ込むところですよ。人のボケにボケで返すとは何事ですか。いまの忍様はまるでエルニ様のようです」

「……それは少しイヤだな」

「へっへっへっ、いやなどと言いながらも身体からだのやつは正直だな。ここはもうこんなになってるじゃねえか」

「いや、なんともなっとらんわ。オレのどこがどうなっているというんだ？」

　素に戻って呆あきれて訊たずねると、かおるんはぴたっとオレの胸に自身の温かな掌てのひら、形のいい耳を押し当て、悪戯いたずらっぽく笑って答えた。

「忍様の胸がドキドキになっています」

「それはかおるんが美人だからだ」

　途端、頬ほおを赤く染めていくかおるん。おそらくさっきの入浴シーン盗撮云うん々ぬんは冗談だろう。オレは真っ赤になったかおるんの頭にそっと手を伸ばし、柔らかい口調で続ける。

「明日も時間があったらでいい。引き続き撮影を頼むよ、かおるん」

「そ、それは前金次第ですね。忍しのぶ様、そのままぎゅっと優しくハグをしてください。そのあと頬にキスもお願いします」

「……オレのハグとキスは高いぞ？」

「身体からだで払うのでお願いします」

「いけません。我慢しなさい」

「はい」

　強く言うと、意外にもかおるんは素直に頷うなずいた。

　それからしばらくかおるんの頭を撫で続けていたのだが、彼女はふとオレの身体から離れ、少しだけ真剣な面持ちで口を開いた。

「……忍様にひとつお聞きしたいことがあるのですが、よろしいですか？」

「ん？　スリーサイズなら秘密だぞ」

「それはもう知っているのでいいです」

　さらっととんでもないことを言い、かおるんは真剣な表情のまま訊たずねてくる。



    

  
    
      



    

  
    
      「先日忍しのぶ様が我が家にいらっしゃったとき、忍様は退魔の修行に興味があるとおっしゃっていましたよね？」

「ああ。そのときも言ったが、オレはまだまだ弱い――」

「忍様は弱くなどないでしょう？」

　柔らかくオレの言葉を遮り、かおるんは静かに続ける。

「あのとき、忍様が強くなることに拘こだわっているように思えましたので少し気になり、失礼ながら忍様のことを調べさせてもらったのですが……」

　一度言葉を切り、かおるんはわずかに躊ちゆう躇ちよしながらも再び口を開く。

「忍様が強さに拘る理由がわかりません。忍様はその歳としであまたの他流試合をこなし、正式な試合では無敗を誇り続けているではありませんか。おそらく聖ひじりちゃんでも退魔の術がなければ忍様には敵かなわないでしょう。それなのに――もう十分お強いのに、どうしてそこまで強くなることに固執するのですか？」

「別に固執しているわけじゃないさ。大切な人を守りたいから、いまよりも強くなりたいだけだ。それだけだよ」

「……本当に、それだけですか？」

　微かすかに眉まゆをひそめ、真まっ直すぐにオレの目を見つめてくるかおるん。

　彼女の瞳ひとみは不安の色をたたえていて、オレはその瞳から目を逸そらすことができなかった。

　……ダメだな。こんな風に心配されたら、心が揺れる。誤ご魔ま化かそうと思っていたのだが、どうにもできそうにない。オレはため息混じりに白状した。

「……さっきの言葉にウソはない。大切な人を守りたいと思っている。だけど、それだけじゃない。オレはただ……弱い自分が許せないんだよ」



　――ごめんね忍ちゃん。全部わたしのせいだ。



　ふと脳裏に響いた幼い声。

　気がつくと、オレは強く拳こぶしを握り締めていた。

「昔、オレが弱かったせいで、傷ついた娘こがいる」

　肝心なときに、結局オレはなにも言ってやれなかった……。

「……あんな想おもいは、もう二度としたくないんだよ」

　胸に痛みを覚えながら搾り出すようにそう告げた途端、柔らかく温かいものに身体からだを包まれた。オレ自身戸惑っていたのだろう。かおるんがオレを抱き締めてくれている。そう気づくのに数秒の時を要した。

「えっと、いきなりどうしたんだ？」

「いえ、頭を撫でてもらったお礼に、わたくしも忍様の頭を撫でてさしあげようと思っただけですから、あまり気にしないでください」

　おずおずと訊たずねるオレに、かおるんはいつものように淡々と答える。そして言葉通りにオレの頭を優しく撫ではじめた。

　彼女の掌てのひらから温かな気持ちが伝わってきたが、オレは知らない振りでそっぽを向く。

「……あの、暑苦しいからそろそろ離れてくれない？」

「ツンデレにも程がある!?」

　かおるんは驚きの声をあげたものの、オレの頭から手を離さず、優しい口調で告げる。

「まったく、忍しのぶ様がシャイなことは十分わかりましたから、いまは大人しく頭を撫でられていなさい」

「……ああ、了解だ」

　かおるんに優しく頭を撫でられ、胸を刺す痛みは柔らかく霧散する。だが幼い少女のあの声だけは、胸にこびりついて離れることはなかった……。



    

  
    
      

第三章　言えなかった言葉



　昔から誰だれかが泣いていると落ち着かなかった。

　それは泣いている誰かと自分を重ね合わせていたからなのかも知れない。

　爺じいちゃんの道場でいじめられて、自分が弱いことを母さんのせいにして、八つ当たりを繰り返していた――弱い自分。

　そんな自分が嫌で、情けなくて、許せなくて、部屋にこもってひとりで泣いていた。

　だから、オレもそんな風に泣いてばかりいたから……あるとき、公園で泣いていた女の子に手を伸ばしたんだ。

　その女の子は引っ越してきたばかりで周りに友達がいなかったようだ。みんなの輪の中に入ろうと必死だった。

　だけど彼女はドジで泣き虫でどんな遊びも下手だったから、いつもみんなにいじめられ、泣かされてばかりいた。それでも女の子はめげず、毎日毎日みんなの輪の中に入っていこうとする。

　……あとから聞いた話だが、彼女の両親は共働きで忙しく、夜遅くまで家に帰って来なかったそうだ。

　きっとひとりでいることが寂しかったのだろう。悲しかったのだろう。いじめられることよりも、女の子にとってはひとりでいることの方が辛つらかったのだろう。彼女はいつもみんなの傍そばにいた。

　でも、いつしか女の子はみんなの傍にいることさえ許されなくなってしまう。

　ある日、女の子はみんなから突き放され、もう一緒には遊んでもらえなくなった。その日を境に、彼女は公園の片隅でみんなの様子を眺めては人知れず涙を流し、日が暮れるとトボトボとひとりで家に帰って行く――そんな毎日を繰り返すようになっていた。

　見ていられず、オレは思い切って女の子に声をかけてみたんだ。

「なあ、暇だったらオレと一緒に遊ばないか？」

　オレは勇気を出して女の子を遊びに誘った。

「ほら、ひとりでいてもつまらないだろう？　一緒に行こう」

　そっと手を差し伸べると、女の子は目を丸くしてオレの手を見つめ、おそるおそる手を伸ばすものの……結局手を取らず、視線を落として俯うつむいてしまう。

「……ダメだよ。わたしと一緒にいても楽しくないって……わたしがいると邪魔だって……みんな言ってるもん……」

　薄っすらと目に涙を溜ため、女の子は声を震わせて寂しそうに言う。

「……あなたも、きっとわたしから離れて行っちゃうもん……」

　瞬間、オレは女の子の頭に軽くチョップを叩たたき込んだ。

「痛いよお！　な、なんでいきなりぶつの？」

「めそめそとわけのわからないことばかり言ってるからだ。大体、一緒にいて楽しいか楽しくないかなんて、周りが決めることじゃない。オレが決めることなんだ。わかったのなら一緒に遊ぶぞ。いやむしろオレがお前で遊んでやる。そりゃ、ツインテ！」

　照れくさくてうまく励ましてあげることができなかった。オレはふざけて女の子の長い髪を使って遊んでしまい、

「あ、あれ？　なんか、なずなの髪と少し違うな……」

　と、少しドキドキしていたところ――突然だった。女の子がぽろぽろと大粒の涙をこぼしはじめたものだから、オレは動揺してすぐさま手を離す。

「ど、どうして泣くんだ？　もしかして髪の毛が痛かったのか？」

　上擦った声でオレがごめんと謝るよりも早く、女の子はぶんぶんと首を横に振る。

「ちが……うの……うれし……かっ……たの……」

　ひどく聞き取りづらい涙声で『嬉うれしかったの』ともらし、女の子は声をあげて泣き出す。

　よくわからないけど女の子を泣かせてしまった。オレは弱り果てた末に――そのときはじめて、なずな以外の女の子の頭を撫でたんだ。

　そしたら女の子が泣きやみ……笑顔を見せてくれた。少し涙が残った大きな瞳ひとみは嬉しそうに細められ、小さな唇も嬉うれしそうにほころび、笑った顔がすごく可愛かわいかった。

　……いま思えば、それがきっかけで、誰だれかの頭を撫でることが癖みたいになってしまったのかも知れない。

　女の子が泣きやんでくれたことが嬉しくて、オレは笑顔でもう一度手を差し伸べる。

「オレの名前は忍しのぶ。忍者の『忍』と書いて忍だ。お前の名前は？」

「わたしの名前は、『桜』に――」



　●　　●　　●



　臨海学校二日目の朝。夢の途中で不意に甲高いメロディーが部屋中に響き渡り、オレはその音で目が覚めてしまった。

　まったく、誰だよこんな時間に携帯を鳴らしているバカは。人の迷惑を考えろ。いま何時だと思っているんだ？

　昔の夢を見ていたせいか少し機嫌が悪い。寝ね惚ぼけた頭のままオレは胸中で愚痴をこぼしていたのだが、

「南なん条じよう、ケータイ鳴ってるぞ？」

　浅あさ田だにそう声をかけられ、そこでようやく気がついた。

　うるさいぐらい鳴り響いている携帯電話――それはオレのものだったのだ。

　オレは慌てて携帯電話を手に取り、もぞもぞとベッドの上で上体を起こす男たちに「すまん」と頭を下げ、すぐさま部屋の片隅に移動する。そして居い心地ごこちの悪さを感じながら視線を落とすと、母さんから電話が掛かって来ていた。

「もしもし、朝からなんの用だクソッタレ」

『……ん？　なにぷりぷりしてるの？　もしかしてまだ寝てたの？　今日は八時からバスに乗って牧場に行く予定でしょう？　そろそろ起きなさい。というか、せっかくの臨海学校なんだから、もっと早く起きて旅行を楽しみなさいよ』

「ごちゃごちゃとうるせえな。あんたはオレの母親か？」

『そうだけど』

「……そうでしたね」

　話している間に完全に目が覚めた。軽く頭をかきつつ、オレは母さんの話に耳を傾ける。

『それはそうと忍、牧場から帰って来たあとは自由行動ってしおりに書いてあったけど、アンタお昼になにか予定はあるの？』

「特にない。昨日同様、海に行くと思うけど……なんでそんなことを訊きくんだ？」

『ひ・み・つ』

　不思議に思って訊たずねたら、電話越しに妙に可愛い声が返ってきてしまった。

　とりあえずいまオレが言えることはひとつだけだ。

「歳としを考えなさい、歳を。似合わないにも程があるぞ」

『……あとでぶっ飛ばすから覚悟しておきなさい。ぼっこぼっこにしてあげるわ。それじゃあね』

　怒りを孕はらんだ低い声をもらし、母さんは一方的に電話を切ってしまう。

　なんなんだ一体？　オレは首を傾かしげてしばらく携帯電話を眺めていた……。



　その後しおりのスケジュール通りオレたち生徒は旅館前に集合。点呼のあとバスに乗り込み、そのバスに揺られて牧場へとやって来た。

　青い空の下、なだらかな斜面に広がる緑の絨じゆう毯たん。

　これから昼まで牧場見学だ。

　牧場には動物たちとの触れ合い広場もあり、牛の乳搾り体験や乗馬体験もできる。帰りの時間まで自由行動なので、オレはマキナに誘われるまま触れ合い広場に移動した。

　と、そのとき不意に、近くで女の子たちの黄色い歓声があがった。

　きっと可愛かわいい動物でも見かけたのだろう。

　そう思って目を向けたのだが、どうやら予想は外れていたようだ。女の子たちの視線の先には乗馬体験をしている聖ひじりの姿があった。

　聖は背筋を真まっ直すぐに伸ばして馬に跨またがっており、凛りんとした品が滲にじみ出ている。

　後輩らしき女の子たちが「五ご行ぎよう先輩～！」「こっち向いて～！」と次々に声をあげて手を振ると、聖は少し困ったような顔をしたあと、微笑ほほえんで小さく手を振り返す。

　相変わらず聖には華がある。女の子たちが興奮するのも無理はないだろう。

　そんな感想を抱いて彼女の様子を眺めていたところ、ふと聖と目があった。

　するとさっきまで浮かべていた凛とした表情はどこへやら。

「忍しのぶく～ん！」

　聖は無邪気な笑顔を浮かべ、オレに向かって大きく手を振ってきた。

　つられてオレも笑みをこぼし、軽く手を振って聖に応こたえていたのだが……なにやらさっきから女の子たちの視線が痛い。彼女たちの目はひどく冷たい。嫉しつ妬との眼まな差ざしが少し怖い。

　とりあえずオレは笑って誤ご魔ま化かそうと思い、ぎこちなくも笑顔を向けてみたものの、その瞬間に女の子たちは小さく悲鳴をあげて逃げ去って行った。

　……実に傷つく反応である。

「ねえ忍、なんでそんなに怖い顔をするのよ？　あの娘たち後輩でしょう？　怖がらせたら可哀かわい想そうじゃない」

「……一番可哀想なのはこのオレだ」

　呆あきれて注意するマキナに、オレは切ない気持ちを抱いてそう返した。

　しかしマキナにオレの気持ちは伝わらなかったようだ。彼女は不思議そうに首を傾かしげたのち、くいくいとオレの服の袖そでを引いてくる。

「それよりも忍しのぶ、あっちにウサギがいるわ。行ってみましょうよ」

「ああ、傷ついたこの心を動物たちに癒いやしてもらうことにしよう」

　頷うなずいて返し、オレはマキナと共にウサギ達が待つ柵さくへと向かい、そのまま中に入る。と、そこで、マキナは人懐っこく傍そばに寄って来た白ウサギを抱っこしつつ、弾んだ声をあげた。

「見て見て忍。この子綺き麗れいな紅色の目をしてるわよ。エルニと同じね」

「よし、ならばこいつをエルニ二号と名付けよう」

「身体からだもフワフワでモコモコしてて温かいわ」

「……あの、無視しないでいつもの乗り突っ込みをくれませんか？」

　少し寂しかったのでお願いしてみたのだが、マキナはオレを無視して頬ほおを緩める。

「どうしてウサギってこんなにも可愛かわいいのかしら」

「きっと弱肉強食の中、可愛さだけを売りにして生きてきたんだろうさ。人間でもそういうやついるよな。マキナはそれについてどう思う？」

「あっ、あっちの子も可愛いわ。おいでおいで～」

「……もしかして、お前わざとやってるのか？　頼むからオレの話を聞いてくれよ」

　再びお願いしてみるものの、残念ながら効果はなかった。マキナは白ウサギを自身の膝ひざの上に載せ、今度は茶色のウサギを抱っこしてうっとりとした様子で言う。

「ウサギに囲まれて生活できたら楽しそうね……」

「そうだな。オレも一度でいいからバニーガールたちにもみくちゃにされてみたい」

「ふふ、あなたの身体もフワフワね」

　……これはもうダメだな。マキナはオレの声が耳に入っていないのか、ウサギを撫でたり頬ずりしたりと無我夢中。もうメロメロである。

「楽しいか？」

「うさうさ♪」

　マキナは混乱している。わけもわからず自分を攻撃――ではなく。あろうことか、オレの呼びかけにうさぎ語で返してきた。

　だが無邪気な笑顔は聖ひじり同様とても可愛らしい。

　思わずマキナの笑顔に見惚れていたところ、不意にカメラのシャッター音が聞こえてきた。気になって顔をあげると、視線の先には何な故ぜか段ボール箱に身を潜め、わずかな隙すき間まからデジカメを構えているかおるんの姿。

「――メイドさん豆知識。ウサギには声帯がないため基本的に彼らは鳴きません。そして彼らは年中、『性欲を持て余す』状態です」

　言葉と共にかおるんは再びシャッターを切り、段ボールを頭から被って身を隠す。

「それではスネーク、わたくしはステルス迷彩で盗撮を続けます」

「……その段ボールはステルス迷彩のつもりだったのか。なるほど、いいセンスだ――じゃねえよ。誰だれがスネークだ。むしろお前がスネークだろうが」

「ウサギは年中、『性欲を持て余す』状態です」

　そのセリフをもう一度言いたかったのだろうか？　かおるんはどこか嬉うれしそうな声をもらし、ステルス迷彩に身を包んだまま立ち去って行く。

　……やり方はどうあれ、かおるんはオレの依頼をしっかりと受けてくれているようだ。

「撮影ありがとうな」

　かおるんに礼を言いつつ、オレはマキナに視線を戻す。

「うさうさ♪」

　相変わらずマキナはウサギに夢中だった。そこでオレは彼女の肩を軽く叩たたき、横目で柵さくの外に目を向ける。

「なあマキナ、悪いがもうバニー空間に飽きた。ここから出てもいいか？」

「ええいいわよ。でも五時にはちゃんとおうちに帰ってくるのよ忍しのぶ」

「……お前はオレのお母さんか」

　惚ほうけた様子のマキナにそう返し、オレは半ば呆あきれて柵を出る。

　と、そのとき、前方からなずなとみーちゃんが駆け寄ってくる姿が見えた。

「お兄ちゃ～ん！」

「忍お兄さ～ん！」

「はいはい、みんな大好き忍お兄さんだよ。忙しいから握手とサインはあとでね」

　とりあえずオレは傍そばにやって来たなずなとみーちゃんに適当に応こたえてみた。

　しかしなずなは特に気にした様子なく、ぎゅっとオレの背中に抱きついてくる。

「お兄ちゃんお兄ちゃん、みーちゃんと一緒に牛さんのお乳を搾ってきたよ。それでね、乳搾りのあとは牛乳ももらったの。すごく美お味いしかったんだよ」

「へえ、せっかくだからオレも行ってみるかな……」

　オレがそうもらしたところ、みーちゃんが控え目に服の袖そでを引いてきた。

「あの忍お兄さん、乳搾りにはたくさんの生徒たちが集まっています。いまはすごく混こんでいますよ？　長い列ができています」

「……そうか。それじゃあ待つのも面倒だから諦あきらめるよ」

　別にそこまで乳搾りに興味があったわけではない。オレは軽い口調で返したのだが、何な故ぜかみーちゃんはぐいっと自身の両胸を突き出し、ほんのりと頬ほおを朱に染めて口を開く。

「忍お兄さんだけ乳搾りができないのは可哀かわい想そうです。代わりにわたしのおっぱいで乳搾り体験をしてみてください」

　……本当に予想外のことを言い出すな、この娘こは。

　思わず苦笑をもらし、オレは冗談混じりに応じる。

「みーちゃん、気持ちは嬉うれしいけど……それはマキナに頼むからいいよ」

　ちょうどマキナが満足そうな顔をしてウサギの柵さくから出て来た。オレは彼女の肩にぽんと手を載せ、爽さわやかな笑みと共に続ける。

「というわけでマキナ、お前の胸で乳搾り体験をさせてくれ」

「ダメよ忍しのぶ、おっぱいは一日一回って言ったじゃない」

「ウソだ！　三回って言ったじゃん！」

「もう、仕方ないわね。今日は特別よ――って、よく考えたら、なんであたしがそんなことしないといけないのよ！　大体お乳なんて出るわけがないでしょう！」

　ウサギに酔いしれていたせいか、マキナの突っ込みは普段よりもかなり遅かった。

　マキナにいつものキレを取り戻して欲しいと思い、仕方なく、そう仕方なくだ。からかう気持ちなんて半分ほどしかなかったが、オレは敢あえて疑いの目をマキナの胸に向ける。

「乳が出ない？　はて面めん妖ような。そんな大きな胸をしてよくそんなことが言えたもんだ。本当は出るんだろう？　恥ずかしがらずに正直に答えてみろ」

「……実は気持ちいいときにお乳が――じゃないわよ！　出ないって言ってるでしょう！

どうして疑うのよお！　そもそも胸の大きさとお乳は全然関係ないじゃない！」

「そんなことはない。個人差はあるようだが、女性は授乳期に胸が大きくなるという話を聞いたことがある。つまり、お前の胸がそんなに大きいのは乳が出るからだ。間違いない」

「なにが間違いないよ！　間違いだらけの根拠じゃない！　そんなに疑うのなら直接触って確かめてみなさいよ！」

　顔を真っ赤にして声を荒げ、マキナは勢いよくオレの両手を掴つかんだ。

　……あっ、なんかデジャヴュ。

　マキナは自身の豊かな両胸にオレの手を導き、躊ちゆう躇ちよなく乳房に押しつける――だけに留まらず、彼女みずからオレの掌てのひら越しに胸を揉もみしだいていく。その結果、

「んぅ……ほら忍、お乳なんて……んっ……出ないでしょう？」

　ボリューム満点の両の胸はオレの掌によって柔らかく形を変えた。乳房に埋もれたオレの指先は胸の弾力感によって押し返されており、その感触がくせになりそうである。

「ちょっと忍……はぁん……聞いてるの？　お乳……んぁ……出ないでしょう？」

「い、いや、もう少し頑張ったら出るかも知れない……」

　マキナの胸は柔らかで温かく、程よい弾力もあって触り心地ごこちが抜群である。我知らず夢中になってしまい、オレは彼女に注意することを完全に忘れていた。

　そんなオレをどこか潤んだ瞳ひとみで見つめ、マキナは艶なまめかしい声をあげて言う。

「うぅん……ぁん……忍、これでわかったわよね――って、ななななんてことをさせるのよ！　またあたしをからかったのね！　忍のバカ！　エッチ！　おっぱい星人！」

「マキナちゃんの言う通りだよ！　いまのはお兄ちゃんが悪いよ！　言葉巧みにセクハラするなんて男らしくないよ！　紳士失格だ！」

「そうよ！　もっと言ってあげなさいなずな！　あと忍しのぶ！　触りたいのなら触りたいってちゃんとそう言えば、その、考えてあげなくもないのよ！」

「……す、すみません。そんなつもりじゃなかったんです。つい魔が差してしまい……」

　マキナとなずなに怒られ、オレは深々と頭を下げる。

　そんな中、みーちゃんが場違いにも感心したような声をあげた。

「マキナお姉さんは大胆です。大人の女です。わたしも見習いたいです……！」

　……頼むから見習わないでくれ。

　マキナに尊敬の眼まな差ざしを向けるみーちゃんに、オレは心の中でそう返した。



　それからお詫わびの意味も込めて近くの売店でマキナにソフトクリームを奢おごり、ついでになずなとみーちゃんにもソフトクリームを振る舞う。その後オレはひとりベンチに座り、笑顔でソフトクリームを舐なめるマキナたちの姿を横目でぼんやりと眺めていた。

　と、そこで、みーちゃんがとことこと近づいて来た。なにを思ったのか、みーちゃんはオレの前で大きく口を開け、すっかり丸くなったソフトクリームを咥くわえる。続いてコーンをクチバシに見立てて軽く顔を前後に動かした。

「忍お兄さん、鳩はとです」

「ははっ、みーちゃんは面白い娘こだなあ」

「そういう忍お兄さんは格かつ好こいい人です。ダーティーヒーローです。ハードボイルドです」

「……え？　あ、ありがとう」

　オレのどのあたりがダーティーヒーローでハードボイルドなのだろうか？

　疑問だったが、とりあえず礼を言っておいた。

　すると今度はなずながソフトクリームを片手にやって来たと思ったら、やつは目を輝かせてオレの服の袖そでをくいくいと引いてくる。

「ねえお兄ちゃん、あっちで乗馬体験やってるよ。一緒にお馬さんに乗ろう」

「子供じゃないんだからひとりで行ってこい。見ててやるから」

「ええー、お兄ちゃん一緒に乗ろうよ。一緒に乗ってくれたらお礼にソフトクリームをお兄ちゃんにも分けてあげるよ？」

「うん、そのソフトクリームはお兄ちゃんが買ってやったものだからな？　お兄ちゃんとしてはそのあたりを忘れないでいてくれると嬉うれしいかな……」

　甘えん坊のなずなにそう返したものの、可愛かわいい妹に強く誘われ、結局オレは断わり切れないままなずなと一緒に乗馬体験をすることになってしまった。

　しかし幼い兄弟や親子ならまだしも、オレたちのような年齢の兄妹が一緒に馬に乗るのは珍しいのだろう。馬に跨またがるオレとなずなの姿を眺め、インストラクターのお姉さんは柔らかく目を細める。

「兄妹仲が良くていいですね」

「うん！　お兄ちゃん格好良くて優しいから大好きなの！」

「こら、恥ずかしいからやめなさい……」

　軽く注意したものの、なずなは反省した様子もなく、馬に跨ったままオレの胸に後頭部を押し当ててくる。

「お兄ちゃん、お馬さんすごく可愛かわいいね」

「ああ、そうだな。まあ、お前の可愛さには負けるがな」

　恥ずかしさを紛らわすために軽口を叩たたいてみたのだけど、インストラクターのお姉さんにくすくすと笑われてしまった。

　……いかん。紛らわすどころかさらに恥ずかしくなってきたぞ。

　頬ほおに熱を覚え、オレは平静を装って言葉を付け足す。

「しかしお前たちの魅力も、こちらの綺き麗れいなお姉さんの前では霞かすんでしまうがな」

「……あ、あの、ありがとうございます。現在彼氏募集中です」

　お姉さんは嬉うれしそうに頬を赤く染めた。が、それとは対照的になずなは不満そうに小さく頬を膨らませる。

「もう、ルナお姉ちゃんがいるのにナンパなんてしたらダメだよお兄ちゃん。それにいまはわたしと一緒に遊んでいるんだよ？　よそ見はいやだよ」

　なずなが拗すねたように軽く唇を尖とがらせると、お姉さんは再びくすくすと笑った。

「本当に仲がいいんですね」

「うん！　お兄ちゃん格好良くて優しいから大好きなの！」

「それはもういいから……」

　肩をすくめてなずなにそう返し、オレは気を取り直して乗馬体験を続けた。

　もちろんオレたちだけでは馬を操れないので、さきほど聖ひじりが体験していた本格的な乗馬とは違い、曳ひき馬――インストラクターのお姉さんが手綱を引く馬に乗っているだけである。が、馬に跨ると普段よりも視界が高くなり、いつもと違う風景が楽しめた。

　正直なかなかに気分がいい。馬場を一周する時間がやけに短く感じ、オレは名な残ごり惜おしさを残して乗馬体験を終えた。

　しかし今度はみーちゃんに「忍しのぶお兄さん、わたしとも一緒に乗ってください」と頼まれてしまい、オレは仕方なしに彼女と共に再び馬に跨る。

　すると、先ほどのお姉さんが笑顔で声をかけてきた。

「もしかして、この娘こもお客さんの妹さんですか？」

「いいえ、わたしは忍お兄さんの恋人候補です」

　みーちゃんが真顔でそう答えると、お姉さんは驚いた様子で目を見張る。

「も、もしかしてお客さんは年下の女の子が好きなんですか？　俗に言うロリコン？」

「違いますよ。オレはお姉さんのような美しい年上の女性の方が好きです」

「……私も年下の男の子は好きです」

　冗談に合わせてくれたのか、お姉さんは両手を頬ほおに添えてもじもじする。

　だがみーちゃんは冗談を真に受けてしまったようだ。しゅんと肩を落として振り向き、わずかに瞳ひとみを潤ませて悲しげに訊たずねてくる。

「忍しのぶお兄さんは、わたしみたいな年下の女の子に興味はないんですか？　だからわたしと一緒にいるのに、年上のお姉さんをナンパなんてしちゃうんですか？　わたしと一緒にいても……楽しくないですか？」

「いやいや、そんなことないよ。いまのはただの冗談だ。そんな顔はしないでくれ。みーちゃんと一緒に遊ぶのは楽しいよ」

「よかったです……」

　オレの言葉を受け、みーちゃんはにっこりと微笑ほほえむ。

　そこでオレは胸を撫なで下おろしたのだが、またまたお姉さんに笑われてしまった。

　……もうお姉さんに笑われないように振る舞おう。

　そう思っていたものの、なずなたちのもとに戻ったら、マキナまでが「一緒に乗りましょう」などと言い出し、結局お姉さんに「モテモテですね」とからかわれてしまった……。



　マキナたちと牧場で遊んでいるうちに帰りの集合時間が近づいてきたので、オレたちは名な残ごり惜おしさを胸に、牧場を後にしてバスへと戻った。

　バスの中ではたまたま聖ひじりと隣の席になったのだが、バスの心地ここちいい揺れのせいか、オレは彼女と話している途中でうつらうつらとうたた寝しそうになってしまう。

　と、そのとき、聖が柔らかく微笑み、ぽんぽんと自身の白い太ふと股ももを軽く叩たたいた。

「忍くん、眠いのならここを使って欲しい」

「いや、気持ちは嬉うれしいが、寝るつもりはないから遠慮するよ。昨日みたいに夢を見るのもイヤだしな……」

「夢？　怖い夢でも見たのか？」

「いいや、そういうわけじゃない。見たのは子供の頃ころの夢だ」

　胸中で『あまり思い出したくないな』と付け足すものの、感情が表に出てしまったのか、聖が少し心配そうな顔をしていた。だから、

「ほら、子供の頃ってよく変なことをしちまうだろう？　恥ずかしい思い出があるんだよ」

　と、オレは咄とつ嗟さにウソをついた。

　それで誤ご魔ま化かすことができたのか、聖はわずかに頬を緩めて口を開く。

「子供の頃ころの忍しのぶくんはきっと可愛かわいかったんだろうな」

「ん？　オレはいまでも十分プリチーだぞ」

「ふふっ、そうだな。忍くんは笑うと可愛い」

「こんな風にか？　クケケケケ」

　恥ずかしかったので邪悪な笑みを浮かべてみせたところ、聖ひじりはビクッと肩を震わせ、そっとオレから目を逸そらした。

「……び、びっくりした。忍くんは迫力があるな」

　正直に『怖い』と言わないのが聖の優しいところだと思う。

　……しかし可愛いか。確かに聖の言う通り、子供の頃はそんな風に言われることが多かった気がする。あの頃は毎日が楽しくて、無邪気に遊んでばかりいた。

　そういえば、再び爺ちゃんの道場に通いはじめた頃から、『可愛い』なんて言われることも滅めつ多たになくなったな……。

　もし、あのとき爺ちゃんの道場に通うことをやめたままだったら、オレはどうなっていたのだろう？　骨を折ることも血ち反へ吐どを吐くこともなく普通に生活していたら、どうなっていたのだろう？　なずなの言う通り、学校でも友達ができただろうか？

　あの娘が傍そばにいてくれたら、その生活に満足していただろうか？

　そんなことを考えているうちに、苦いものが胸に込みあげてきた。

　だから昔のことを思い出すのはイヤなんだ。オレが気持ちを落ち着かせようと胸中で深呼吸を繰り返していたところ、聖が笑顔で話しかけてきた。

「忍くんは子供の頃、どんな子だったんだ？」

「……そうだな、『しのむんしのむん』と毎日遊び惚ほうけていたアホの子だったかな」

「やっぱり、可愛かったんだな」

「かもな。当時は仲が良かった女の子から求婚されたこともあった」

「そ、そうなのか？　その女の子はどんな娘こだったんだ？」

「消極的で臆おく病びようで泣き虫で、なにもできない……」

　言いかけて、ふとある考えが頭をよぎった。が、オレはまさかとかぶりを振って続ける。

「綺き麗れいな長い髪の、すごく魅力的な女の子だったよ」

「えっと、その女の子はいまでも忍くんのことが好きなのか？」

「それはないんじゃないかな。長いこと会ってもいないし、オレも変わった。きっと再会してもあいつはオレだと気づかないさ。そもそも、あいつは……オレのことなんて忘れていると思う」

　いや、正確に言えば忘れていて欲しかった。オレなんかに構わず、笑顔でいて欲しかった。泣きたいときぐらい……泣いて欲しかった。

　疼うずく胸を押さえ、オレは話を変えるために口を開く。

「それはそうと聖ひじり、午後はどうするんだ？　よかったら一緒に遊ばないか？」

「……残念だけど、このあと用事があるんだ」

　用事？　ああ、退魔の仕事か。

「それなら明日はどうだ？　なずなも聖と一緒に遊びたがっていたぞ」

「そうなのか？　それは嬉うれしいな……。うん、それじゃあ明日は一緒に遊ぼう」

「おう」

　頷うなずいて返して、オレはそれからしばらく聖と話をしていたのだが、会話の途中で彼女ははたと思い出したように口元を手で押さえ、どこかぎこちない様子で言った。

「う、う～ん。忍しのぶくん、気分が悪い。酔っちゃったみたいだ――って、忍くん寝てる!?」

　どうせこれもかおるんから教わった誘惑作戦だろう。オレは先手を打ってタヌキ寝入りを決め込んで沈黙した。すると聖も諦あきらめたのか、彼女の小さなため息が聞こえてきた。

　しかし安心したのも束つかの間ま。ふと清涼感のあるいい匂においが鼻び腔こうをくすぐったと思ったら、肩に感じたのは柔らかなぬくもり。

　薄目を開けて状況を窺うかがったところ、聖がオレの肩に頬ほおを預け、嬉しそうに口元を緩めている姿が確認できた。

　緊張するからやめてくれ――と、頼みたかったが、オレは現在タヌキ寝入りの真っ最中。タヌキ寝入りをやめた途端、聖は誘惑を再開させてしまうだろう。

　……現状維持が最善の策だな。

　鼓動の高鳴りを感じつつ、オレはバスが旅館に到着するまでそのままタヌキ寝入りを続けた……。
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　旅館で昼食をとったのち、母さんに朝の電話で伝えた通りオレはなずなとマキナと一緒に海に行ってはみたものの、

「ただいまオレはぼっちである……」

　なずなは学校の友人たちから、マキナはクラスの女の子たちからそれぞれ遊びに誘われていた。そこで邪魔しては悪いと思い、オレはふたりに「最終日にまた遊べばいいさ。行ってこいよ」と促し……こうしてひとりぼっちとなったのである。

　しかしさすがにひとりで海にいてもつまらない。それどころかなにやら切なくなってきた。昨日みたいに南みなみと一緒に遊ぼうかな……。

　と、そんなことを考えて砂浜を歩いていたところ、なにやら見覚えのある女性の姿が目に飛び込んできた。

　その女性は鋭い感じの美人さんだ。彼女はマキナと同じ色の黒の水着を身につけており、モデルのようにスタイルがいい。が、あの人はオレの母親、南なん条じよう巴ともえその人である。

　……なんで母さんがこんなところにいるんだ？

　疑問に思っていたところ、近くにいたふたりの男たちが母さんに声をかけはじめた。

　おそらくナンパなのだろう。母さんなら放っておいても問題はないと思う。だけどまあ、一応念のために顔を出しておくか……。

　ため息をこぼして駆け寄ったところ、母さんはオレに気づくや否やすっと男たちから離れ、馴なれ馴れしいことに人の腕に自身の腕を絡ませてきた。

「ごめんね。連れが来たからもう行くわ」

「えー、そんなこと言わないで遊ぼうよ。そっちの彼も一緒でいいから」

　しつこいことに男たちは引き下がる様子がない。そんな男たちを一いち瞥べつして小さく肩をすくめ、母さんは無言でオレが羽織っているパーカーのファスナーを開いて一言。

「この傷きず痕あと……わかるでしょう？」

　途端、男たちは顔を青くして「ヤクザ」「極妻」などと口々に失礼なことを呟つぶやき、逃げるように立ち去って行く。

　苦笑してその様子を横目で眺めていたところ不意に、「忍しのぶさ～ん！」「忍～！」と、ルナとエルニの弾んだ声が聞こえてきた。

　……え？　まさかあいつらまでこっちに来てるのか？



    

  
    
      



    

  
    
      　驚いて振り返ると、以前と同じ白のビキニ姿のルナと、ピンクのビキニを身に纏ったエルニの姿が確認できた。

　……ああ、もしかしたら昨日の『明日を楽しみにしていてくれ』というふたりの言葉は、このサプライズを知っていてついもらしたものだったのかも知れない。

　ふたりは笑顔を輝かせて駆け寄って来たと思ったら、そのまま立ち止まることなく勢いよくオレに抱きついてくる。

「こ、こら、人が見てるからやめなさい……」

　ルナとエルニの柔らかい身体からだの感触、甘い匂においにドギマギしつつもオレはふたりに注意を促し、視線を移して母さんに声をかける。

「ひょっとして、朝の電話はルナとエルニをここに連れて来るためか？」

「そうよ。エルニが『海に行きたい』ってうるさいからね。仕方なくよ」

　母さんがため息混じりに答えると、エルニは不思議そうに「あれ？」と首を傾かしげる。

「確かに海に行きたいって言ったのはわたしだけど、巴ともえさんも乗り気だったじゃないか。昨日も楽しそうに旅行の準備をしてたのに、どうしてため息なんてつくんだ？」

　おそらくさっきのため息は母さんなりの照れ隠しだったのだろう。母さんはわずかに頬ほおを赤くしてそっぽを向き、眉まゆを寄せてエルニに告げる。

「……エルニ、来月のあんたの小遣いはなしよ」

「ええ!?　なんで巴さん怒ってるんだ!?　巴さんも『忍しのぶとなずなと海で遊ぶのも久しぶりね』って言ってはしゃいでいたじゃないか！」

「さ、再来月の小遣いもなし！」

「うわぁあああ！　お許しをぉおお！　そればかりはお許しをぉおおお！」

　……なんか、母さんはエルニの扱いがひどいな。いつの間にか呼び方も『エルニちゃん』から呼び捨てに変わっているし。

　しかしまあ、気を遣わないでいい関係というのも悪くはないだろう。

　というか、エルニのやつ母さんから小遣いをもらってたんだな……。

　半泣きで母さんに縋すがりつくエルニの様子を眺めたあと、オレはいまだに人の腕に抱きついているルナにもう一度注意を促す。

「さて、それじゃあそろそろルナはオレから離れてみようか」

「いやです。もう少しだけこのままでいさせてください」

「…………いやなら仕方がないね」

　可愛かわいい笑顔でルナに断わられ、オレはそう返さざるを得なかった。しかし早鐘を打つ胸の鼓動がルナにバレやしないだろうか？

　などと乙女のようなことを考えながら空を見上げると、そこには雲ひとつない青空が広がっていた……。



　それからしばらくみんなと一緒に海で泳いだのち、オレは母さんが立てたパラソルの下に移動してしばしの休憩。ルナと母さんを交えて談笑を楽しんでいたところ、

「忍しのぶ～！」

　いつの間にかどこかへと消えていたエルニがようやく戻って来た。

　見ると、エルニは胸に大きなスイカを抱いており、右脇わきにバットを、左脇に折り畳まれたビニールシートを挟んでいた。そしてその肩には白のハンドタオルがぶら下がっている。

　オレたちに近づくと、エルニはそのスイカをぐいっと突きつけて笑顔を見せた。

「忍、この大きなスイカを見ろ！　まるでルナのおっぱいのようだろう！」

「わ、私の胸はここまで大きくありません！　そうですよね？」

　ルナは同意を求めるように母さんに目を向けた。しかし母さんは「どうかしらね」とからかうように笑って返し、表情を変えて怪け訝げんそうにエルニに訊たずねる。

「それで、そのバットにシート、タオルはどうしたの？」

「海の家で貸してくれたんだ！　せっかくだからスイカ割りをしよう！」

　言葉と共にエルニは砂浜にビニールシートを敷いてスイカを設置。そのあと駆け足で戻ってくると、笑顔のままオレにタオルを差し出してきた。

「忍が一番はじめに挑戦していいぞ！」

「……本当にいいのか？　オレや母さんから始めると、一発でスイカが割れちまうぞ？」

　不敵に笑い、オレはエルニからタオルを受け取って目隠しをする。

　昔身体を鍛える際、『暗くら闇やみの中でも戦えるように』と爺ちゃんに稽けい古こをしてもらったことがある。スイカ割りぐらいなら難なくこなせるだろう。周囲の音の反響や微かすかな空気のざわめきである程度なら周囲の状況を掴つかむこともできるしな……。

　目隠しをした状態のまま、オレは背中に回ったエルニに注意を飛ばす。

「エルニ、なにをしようとしている？　悪戯いたずらはやめろよ？」

「べ、別に忍をくすぐろうだなんて思ってないぞ？　というか、見えてるのか？」

「こう見えてもオレはニュータイプだからな。見えるよララァ――じゃなかった。見えるんだよエルニ」

　いつものように軽口を叩たたき、オレは真横に移動したエルニに向かって手を伸ばす。

「ほら、さっさとバットを寄よ越こせ。華麗に回転したあとすぐにスイカを叩き割ってやる」

「……忍、見えていたらスイカ割りの意味がないぞ？」

　エルニが少しだけ不満そうな声をもらすと、母さんがフォローするように声をあげた。

「大丈夫よエルニ。忍はあんたの足音と息遣いで居場所を判断しているだけよ。実際は見えていないと思うわ」

「……信用できない」

　珍しくエルニは疑うように返してオレの両手を掴つかみ、真剣な声音で続けた。

「これから忍しのぶが本当に見えていないかどうか確認する。まずはここで屈んでくれ」

「まあ、いいけど……」

　納得するまで付き合ってやろう。オレはエルニに言われた通りその場で屈んでみせる。

　耳を澄ませばルナの微かすかな呼吸音が聞こえ、彼女がオレの目の前にいることがわかった。

「それで、次はどうすればいいんだ？」

「考えるな。感じるんだ」

　よくわからないことを言い、エルニはオレの背中に回るや否やいきなり抱きついてきた。

　小さいながらも柔らかい胸がふにふにと背中にあたり、オレは思いっ切り動揺する。と、その隙すきを狙ねらってか、エルニは再びオレの両手を掴み、止める間もなくそれを前に向かって勢いよく突き出してしまう。

　結果、「ゃん」という悩ましいルナの声と共に、両の掌てのひらに柔らかい感触を覚えた。

　手に吸い付きながらも掌に収まらないほど大きな、この弾力感溢あふれるまろやかなものは……どう考えてもルナの胸だよな。

　気づいた途端、オレは慌ててルナの胸から手を離した。そしてゆっくりと目隠しを外し、おそるおそる彼女の様子を窺うかがう。

　見るとルナは頬ほおを桜色に染め、心なしか瞳ひとみを潤ませており、なにやらその姿が妙にセクシーだった。思わず胸が高鳴っていく中、母さんがくすりと笑ってからかうように言う。

「ねえ忍、いまルナちゃんすごく気持ち良さそうな顔をしていたわよ？　胸がすごく敏感なせいなのか、誰だれかさんが触ったせいなのかは知らないけどね……」

「いや、きっとオレがテクニシャンだからだな。これからはゴッドハンドを持つ男と呼んでくれ。そしてこの手で酔いしれろ踊れ咽むせび啼なけ。ひとときの甘い夢を見せてやる」

　からかわれるのも少し癪しやくだ。オレは自分が思うジゴロっぽいセリフを飛ばしてみた。するとその言葉を受け、人の背中にくっついていたエルニが冗談混じりにルナに声をかける。

「ルナ、忍もこう言ってるし、せっかくだから忍に天国を見せてもらったらどうだ？　ルナも忍にしてもらいたいんだろう？」

「え？　それは、その……」

　エルニの冗談に合わせたのだろう。ルナは自身のメロンおっぱいをオレに向かって突き出し、恥ずかしそうに目を伏せる。

「……いっぱい、気持ち良くしてください」

「お、おう任せておけ。オレが本当の快楽というものを教えてやる」

　鷹おう揚ように頷うなずき、オレはエルニから離れてルナの背後へと移動。

「え？　後ろからなんですか？　忍さん大胆です……」

　ルナの耳は真っ赤だったが、オレは構わずがしっと彼女の両肩を力強く掴む。

　途端、ルナはそれだけでビクッと小さく身体からだを震わせ、赤い頬ほおのままおずおずと言う。

「あの、忍しのぶさん、できる限りでいいですから……優しくしてくださいね」

「悪いが約束はできない。こんな胸を見て冷静でいられるほど、大人じゃないんでね！」

　言葉と共にオレはゆっくりと優しく丁寧に――ルナの肩を揉もんでみた。

「どうだ？　気持ちいいだろう？　我慢しないで好きなだけ啼ないてくれ」

「うぅん……確かに気持ちいいんですけど……んぁ……なんか……んふん……想像していたのと……ふぅん……違います……」

　何な故ぜか、肩を揉んでいるだけなのに天然エロスお姉さんが妙に艶つややかな声をあげはじめる。正直やめて欲しい。変に緊張してしまうではないか、まったく。

　と、胸中で愚痴をこぼしていたところ、母さんとエルニが揃そろってため息をついた。

「シャイどころかただのヘタレね」

「忍にはがっかりだ！　ゴッドハンドのテクニシャンなんじゃなかったのか！」

「……どうやら出荷時にミスがあったようだ。今日はゴッドハンドの調子が悪い。というわけで、スイカ割りはお前に任せた」

　苦しい言い訳をしつつ、オレはスイカ割りの順番をエルニに譲り、やつが目隠しをしたあと仕返しとばかりにぐるぐると勢いよく身体を回転させてやった。

　これで平衡感覚が狂い、スイカを割るのは困難となるだろう。

　胸中で密ひそかにほくそ笑み、それからルナたちと一緒に声をあげてエルニをスイカまで誘導していたのだが、あいつは誰だれの言葉にも耳を貸さず、足元をふらつかせながらも一直線にオレのもとに向かって来た。そしてオレの目の前で天高くバットを振りあげる。

「ちょっと待て！　実はお前も見えてるだろう！」

「見えてはいない。ただ、シンキングではなくフィーリングの精神に則のつとった結果、何故かここに辿たどり着ついてしまったんだ」

「……恐ろしいやつだな」

　そうコメントしたところ、エルニはオレの隣に座っていたルナに身体を向けたと思ったら突然「とうっ！」と叫び、そのままルナの胸へとダイブ。ルナの大きな胸に顔を埋め、たわわに実った果実を揉みはじめる。

「やぁん！　エ、エルニちゃん、いきなり……あぁん……なにするんですか……！」

「ん？　これはスイカじゃないのか？」

「いや、どう考えてもルナの胸だろうが。なにしてんだよお前は」

　すぐさまオレと代われ――という言葉を飲み込んで突っ込んだところ、エルニは渋々ルナから離れ、顎あごに手を当てる。

「……ふむ、どうやらスイカはスイカでも、ルナのスイカおっぱいに引き寄せられてしまったみたいだな」

「だ、だから、私の胸はスイカじゃないです！」

「じゃあメロンだ。高級品だ。すごく美お味いしいぞ」

　そんな言葉を残し、エルニは「匂においでわかる！」と格かつ好こいいんだか間抜けなんだかよくわからないことを口走り、驚くことに目隠しをしたまま駆け足でスイカのもとまで辿たどり着ついた。しかしその途中ですっ転び、勢いよくスイカに頭突きをかます羽目になってしまう。

　……まあその結果スイカは綺き麗れいに真っ二つに割れたのだが、相当に痛かったようだ。目隠しを外したエルニは涙目だった。

「み、みんなぁ～！　こいつがひどいんだ！　もう少しでわたしはスイカ割りで自分の頭を割るところだった！　スイカ割り殺人事件だ！」

「……あんたの頭は空っぽなんだから、別に割れても問題はないんじゃないの？」

「はは、母さんの言う通りだな」

　軽い冗談のつもりで母さんとオレが冷たくあしらうと、エルニは両手で顔を覆ってしくしくと泣いた。

　そこでオレとルナが慌ててあいつのもとに駆け寄り頭を撫でたところ、調子のいいことにすぐ笑顔に戻るエルニだった……。

　とまあそんな風に遊んでいるうちにマキナとなずなが戻って来たので、それから昨日同様、日が暮れるまで海で過ごした。
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　海で遊んだあとオレは旅館に戻り、ベッドの上でぼんやりとしていた。

　母さんたちは近くのホテルに部屋を取っているらしく、明日も一緒に遊ぶことを約束したわけだが、二十時から行われる自由参加のレクリエーションまでなにもすることがない。オレは見事に暇を持て余していた。

　夕食はルナたちと一緒に早々と済ませてしまったし、同室の浅あさ田だほか二名の男たちも出掛けていていないし……どうしたものか。

　暇だし散歩にでも出掛けてみようか。と思案していたところ、オレの携帯電話から着信音が聞こえてきた。

　……見ると、聖ひじりから電話が掛かってきていた。

　もちろんなんの用かはわからない。しかし暇だし聖と軽快なトークでも繰り広げて時間を潰つぶそうと思い、オレはすぐに電話に出たものの、

『んぁぁ……忍しのぶくん……はぁ……ふぁ……』

　電話越しに聞こえてきたのは色っぽい聖の嬌きよう声せい。

　……え？　なにこれ？　どういうこと？

『はぁん……やだ……うぅん……やめて……薫かおるさんダメだ……』

　ん？　薫さん？　ああ、おそらくこれはかおるんのいつもの悪戯いたずらだろうな。

　すぐに気づいたのだが、オレは敢あえて知らない振りをして口を開く。

「……おふたりはそういう関係だったんですね」

『え？　どういう意味……ひゃん！』

「聖ひじり、誤ご魔ま化かさなくてもいいんだぞ。女の子同士だけど愛さえあれば関係ないよね。とまあそんなわけで、どうぞごゆっくり。またあとでかけなおす」

『ま、待ってくれ！　忍しのぶくんは勘違いをしている！　電話をかけたら薫さんが私の耳を咥くわえてきて気持ち良かった――じゃなくて！　驚いたから変な声が出ちゃったんだ！』

「そうかそうか。気持ち良かったからついついエッチな声がもれてしまったわけだな」

『……うん、実はそうなんだ。耳を触られると変な気持ちに――って違う！　いまのはマキナさんの真ま似ねをしただけだ！　誤解しないで欲しい！』

　電話越しでも聖の焦っている様子が手に取るようにわかる。

　可愛かわいいからもう少しからかってみたいところだが、冗談はこのあたりにした方がいいだろう。また泣かれてしまっても困る。オレは口調を変えて訊たずねた。

「それはそうと、どうしたんだ？　なにか用か？」

『あっ、うん。例の悪魔の話なんだけど、居場所が特定できたんだ。それで忍くんにひとつ提案があって……』

「提案？」

『ほら、忍くんは退魔士の修行に興味があるって言っていただろう？　せっかくだから、この機会に仕事を見学してみないか？』

「……いいのか？　オレは素人だぞ？　邪魔になるんじゃないか？」

『それは大丈夫だ。現地で私も調べたけど、やはり低級の悪魔だった。忍くんは強いし、私も薫さんもいるから問題はないと思う』

　なるほど。退魔の仕事にも興味はあった。これもいい機会だろう。

「それじゃあお言葉に甘えさせてもらうよ。ありがとう」

　オレが礼を言ったところ、聖はわずかに間を空け、『でも、ひとつだけ問題がある』と切り出した。

『悪魔の行動パターンを薫さんに調べてもらったんだけど、以前と状況が変わって一箇所に留まらず、頻繁に外に出かけるようになっているみたいなんだ』

「……それはつまり、獲物を探しているということか？」

　話の内容が濃くなってきた。オレが口調を正すと、聖も真剣な声音で応じる。

『おそらくこの行動は最近になってからだと思う。件くだんの悪魔は本来のスタイルから逸脱するぐらい力を失っているのかも知れない。噂うわさにもなっているみたいだから、みんなに危害が及ばないうちに……今夜中に叩たたくつもりだ』

　聖ひじりの言う噂うわさとは、おそらく昨日南みなみが話してくれたものと同じ――廃ビルに現れる化け物のことなのだろう。

　もしその場所でクラスの連中が面白半分に肝試しなんかしたら危険だな。

「それで聖、その問題というのは？」

『うん、悪魔が移動している間は居場所を特定するのも結界を張るのも難しいから、ねぐらにいるときを狙ねらうつもりなんだけど、その時間帯がレクリエーションの時間と重なってしまうんだ』

　つまり、二十時から二十二時の間か。

『この時間だけはいつもねぐらにいるみたいだ。だから変更はできない。もし忍しのぶくんがレクリエーションに参加したいのなら、無理には――』

「オレも行くよ」

　聖の言葉を遮り、オレは柔らかく続ける。

「レクリエーションには聖も参加しないんだろう？　聖がいなかったら楽しさも半減する。だからオレも聖と一緒に行く」

　そう告げると、電話越しに聖がぽつりともらした。

『……やっぱり、忍くんはずるい』

『この天然ジゴロ！』

　……なんか、いまかおるんの声が聞こえたな。

　とりあえずオレは聖の電話に聞き耳を立てているであろうかおるんに向けて言う。

「かおるん、オレは天然ジゴロに見えて、実はダンディーなんだ」

『いえ、ヘタレなシャイボーイの間違いでしょう。普段のように紳士とか言ってくださればまだ流せたのですが、いまのは無理です。忍様はダンディーからはほど遠いです。ダンディーというよりはダーティーです』

「辛しん辣らつな意見!?」

『わたくしの真ま似ねをしないでください。それといまから二十分後に近くの林道前に集合ですので、早いうちにお手洗いに行っておいてください。仕事の際、恐怖のあまり失禁されても困りますので』

「……お前、あんまりバカにすると尻しりを叩くぞ？」

『別に構いませんよ。忍様にお尻を叩かれるのなら本望です。わたくしにとってはご褒美タイムです。ちょっとドキドキしま――』

　変態メイドが妙なことを口走っていたが、構わず無視してオレは電話を切った。

　……一応かおるんに言われた通りトイレにでも行っておくか。

　というわけで、トイレに向かったあと、早いところ聖たちと合流しようと思っていたのだが、

「あれ？　南なん条じようくんどこに行くんですか？」

「もうすぐレクリエーションの時間だよ？」

　タイミングが悪いことに、ロビーで柊ひいらぎ先生と南みなみと鉢合わせしてしまった。

　ここでふたりに『すぐ戻る』とウソをつくのは簡単だ。しかしそんなウソをついてオレがレクリエーションの時間になっても戻って来なかったら、間違いなく柊先生は心配するだろう。もしかしたらオレを捜し回ってしまうかも知れない。

「ちょっと出掛けてくる。レクリエーションはパスだ」

　オレは一応正直に答えたのだけど、柊先生も南も不満そうに小さく頬ほおを膨らませる。

「南条くん、こんな時間にどこに行くんですか？」

「肝試しに行ってきます。就寝時間には戻ってきますから、心配しないでください」

　オレが柊先生にウソをついて返すと、怪け訝げんに思ったのか、南はむっと眉まゆを寄せた。

「……本当に肝試しなの？　南条くんひとりだけで行くの？」

　南の言葉を受け、柊先生はハッとなにかに気づいたように声をあげる。

「ま、まさか、南条くんはお昼に海で女の子をナンパして、これからその女の子に会いに行くつもりなんですか!?　そんなのダメですよ！　不純異性交遊です！　不純だなんて決めつけるのもあれですけど、節度をわきまえないといけません！」

「残念ながら女の子じゃありません。相手は野郎です。外で待ち合わせなんですよ」

　誤ご魔ま化かすためにオレは再びウソをつく。すると何な故ぜか柊先生は頬を赤く染めた。

「お、男の子とですか!?　それなら不純同性交遊です！　先生そういうの大好きです！」

「それなら問題はないですよね？　オレはもう行きます。それではまた明日」

　オレは軽く手を振り、嬉うれしそうに頬を緩める柊先生に背を向けた。

　しかし柊先生はすぐにオレの服の袖そでをぎゅっと掴つかんでくる。

「南条くん、肝試しよりもレクリエーションで先生と一緒に遊びませんか？」

「遊びません」

「ど、どうしてですか？　きっといい思い出になりますよ？」

「必要ありません」

　即答で返し続けたところ、柊先生は目に涙を溜ためて悲しげに叫ぶ。

「もういいです！　南条くんなんて嫌いです！　もう先生のこと『先生』って呼ばないでください！　他人行儀に『柊さん』って呼んでください！」

　オレの服の袖から手を離して背を向け、柊先生は半泣きになって走り去ってしまった。

　……悪いことをしたな。少し後悔しつつ、オレは南に声をかける。

「それじゃあな。南もまた明日」

「……本当に行くの？　昨日南条くんには話したよね？　この近くで幽霊が出るんだよ？　もしその幽霊と会ったらどうするの？」

「念仏でも唱となえてやるよ。悪霊を極楽に送ってやるさ」

　軽口を叩たたくオレに、南みなみはいつものように笑ってはくれなかった。

　ただ、不安そうな顔をして言うのだ。

「……あたしも一緒に行っていい？」

「ダメだ。危ないぞ」

「え？　危ない？」

　……まずい。うっかり口を滑らせてしまった。これから肝試しに行くやつがマジな声で危ないなんて言うのはおかしいだろう。

　オレは胸中で舌打ちをひとつしたあと、敢あえて脅すように続ける。

「……南、さっきも言ったが肝試しに参加するのは全員男だ。そんな中にエロいお前が交ざってみろ。暗がりに乗じてなにをされるかわからんぞ？」

「南なん条じようくんがまたあたしのことをエロいって言った！　あたしの一体どこがエロいっていうのよお！」

「強いて言えば……身体からだ？」

「そ、そんなことを言う南条くんの方がエッチだよ！」

「まあ、男なんてそんなもんだ」

　これ以上ボロが出ても困る。オレは南に背を向け、早足でその場から離れた……。



　それから約束の時間よりも少し早く待ち合わせ場所の林道前に辿たどり着つくと、そこにはすでに聖ひじりとかおるんの姿があった。

　肩に竹刀袋をぶら下げた聖はどこかそわそわした様子。一方彼女の隣にいるかおるんはメイド服の背中にバッグを背負い、近くの石碑に目を向けていた。

「悪い、待たせたみたいだな」

　ふたりに声をかけると、聖はにっこりと微笑ほほえみ、かおるんは小さく頭を下げた。

「忙しい中お越しいただいてありがとうございます忍しのぶ様。お礼にお仕事が終わった際、忍様のお願いをなんでも聞きましょう。エッチなことでも大丈夫です。なんでも言ってみてください」

「それじゃあ三回まわって『ワン』と鳴いてくれ」

　面倒だったので、オレはかおるんの冗談に適当に返した。

　するとかおるんはむっと眉まゆを寄せたと思ったらいきなりオレの肩を掴つかみ、人の胸板を押しながらぐるぐるとオレを三回転。そのあと上から目線で命令をひとつ。

「さあ卑しい駄犬、『ワン』とお鳴きなさい」

　なんでお前にそんなことを言われないといけないんだと思い、

「にゃあ！」

　オレは命令に反抗し、なずなのような鳴き声をあげてみた。

　途端、聖ひじりとかおるんは揃そろって口元を緩める。

「忍しのぶくん、可愛かわいい……」

「本当ですね。なずな様のお兄様というだけのことはあります」

　言葉と共に笑顔でオレの頭を撫ではじめる聖とかおるん。

　……どうやらオレの鳴き声は意外にも好評を得たようだ。

　しかしどうにも気恥ずかしい。そっとふたりから目を逸そらしていたところ、かおるんが小声で聖に話しかけた。

「聖ちゃん、いまのセリフをボイスレコーダーに記録しておきました。あとで一緒に聞きましょうね」

「おいこらお前、いまなんつった？」

『にゃあ！』

　聞き返した途端、自分の妙な声が返ってきた。

　視線を戻すとかおるんの手にはボイスレコーダーが握られており、再び『にゃあ！』という聞きたくもない自分の声が周囲に響き渡る。

「……もうやめてください」

　恥ずかしさに耐え切れない。オレは両手で顔を覆った。

　そんなオレの肩に手を載せ、かおるんは急せかすように言う。

「忍様、『フッフッフッ、こうなったら腹いせに聖とかおるんのボイスをこっそり録音・編集し、猥わい語ごを捏ねつ造ぞう羅列した音声ファイルを作ってやるぜ』などと悪巧みに夢中になっているところ申し訳ないのですが、そろそろ移動しますよ」

「……お前あんまりふざけたことばかり言っているとぶつよ？　半分ぐらい本気で」

「バッチ・コイです――ああん！」

　とりあえずオレがかおるんに軽くデコピンを食らわしてやると、彼女は妙に色っぽい声をあげた……。



　それから聖たちと一緒に林道を歩き、その道が舗装されていない砂利道に変わりはじめた頃ころ――視界が開け、小さな廃ビルが見えてきた。

　南みなみが話してくれた噂うわさの廃ビルとはあれのことだろう。

　わずかばかりの緊張を胸に廃墟へと近づくと、聖は竹刀袋から日本刀を取り出し、かおるんは背中のバッグを下ろしてごそごそと中を探る。

「……そういえば、その刀はどうしたんだ？」

　聖が手に持つ日本刀に目を向けたところ、かおるんが顔をあげて口を開いた。

「それはわたくしがその他の装備品と一緒に持ってきました。ついでにエッチな下着も用意したのですが、聖ひじりちゃんは穿はいてくれませんでした」

　どこか残念そうに言い、かおるんはバッグの中からお札のようなものを取り出し、それをオレに差し出して来た。

「これは？」

「護符です。霊符の一種ですから、これを身につけているだけで悪魔の攻撃を半減させることができます。生身の人間では悪魔に太刀打ちできませんので、聖ちゃんも胸の谷間にこれを装備しています。忍しのぶ様も下着の中にでも入れておけばよろしいかと……」

「一応礼は言っておく」

　オレは護符を受け取り、下着の中ではなくズボンのポケットに入れた。

　するとかおるんは小さく唇を尖とがらせたが、それも一瞬。彼女はオレから離れ、廃ビルの正面玄関周辺の壁や近くの地面にお札のようなものを貼はりつけていく。

「かおるんはなにをやっているんだ？」

「結界を張る準備をしているんだ」

　オレの質問に、聖は柔らかく答えてくれる。

「ビルの中は悪魔のテリトリーだ。私だけでは結界を張ることもできないと思う。それに結界を広範囲に張るのもひとりだと難しいんだ」

　言いながらすっと目を閉じ、ふと口調を真剣なものに変え、聖は「だから」と続ける。

「悪魔をこの場所に誘い込んで結界を張る。力の弱い悪魔は結界内に入っただけで能力が落ちるから……すぐに終わらせるつもりだ」

　言葉と共に目を開けたとき、聖のその目は鋭く細められており、凛りんとした横顔は彼女が手に持った日本刀の刃のように美しい。

　思わず見惚れそうになりつつも、オレも聖と同様に目を閉じ、軽く深呼吸をして気持ちを切り替える。

　その後準備を終えたかおるんと一緒に廃ビルに足を踏み入れたのだが、中は薄暗く、周囲の状況はぼんやりとしか見えなかった。

　するとかおるんは再びバッグからなにかを取り出して聖に手渡す。聖がそれを受け取って小さくなにか呟つぶやいた瞬間、周囲に光が生まれた。

　かおるんが差し出したものは霊符だったのか、その長方形のお札はオレたちの上空を漂い、周囲を明るく照らしている。

「便利なもんだな」

　オレが呟くと同時に、聖は再び目を閉じ、

「奥から気配がする。行こう」

　短く告げ、先頭に立って歩き出す。

　戦闘モードに切り替わると凛り々りしさが増すな。

　素直に格かつ好こいいなどと思っていたところ、かおるんがそっと耳打ちをしてきた。

「忍しのぶ様、聖ひじりちゃんは忍様の前でいいところを見せようと、あのように振舞っているんだと思いますよ？　いつもより少し緊張しているみたいです。可愛かわいいですよね」

「……お前は仕事中でも全然変わらないんだな」

「変わらないわたくしが好きなんでしょう？」

「まあ、そうだな」

　面倒だったのでオレは軽い口調で受け流す。と、かおるんは真っ赤になって口を閉ざし、それからは黙って聖の後ろを歩いた。

　オレもかおるんに倣ならって黙ったまま歩き続けていると、聖がふと足を止める。

　聖の視線を追ってみたところ、ドアがあったであろう長方形に開いた空間の先に、一匹の犬っころが地面に腹はら這ばいになっている姿が確認できた。

　その犬っころは中型犬くらいの大きさであり、つぶらな瞳ひとみで不思議そうにオレたちを見つめている。

「……あんなのが悪魔なのか？」

　意外に思って訊たずねると、かおるんが小さく頷うなずいた。そして「忍様が我が家にお越しくださったとき、以前この近くに能力の高い悪魔が潜んでいたことがあると、お話ししましたよね？」と前置きをして続ける。

「これは推測になりますが、その悪魔は退魔士によって封じられて肉体を失ったものの、おそらく魂は残っていたのでしょう。それは放っておけば消滅するものですが、悪魔は偶然通りかかった動物に寄生し、その身体からだを乗っ取ったのかと……」

　犬っころに目を向け、「もちろん魂だけの状態で人間の身体を乗っ取るのは難しいので、動物に限られますが」とかおるんは付け加えた。

　しかしそれにしてもだ。視線の先の犬っころは見た限り人畜無害のように思える。

「ずいぶんと可愛らしい悪魔だな」

　オレがそうもらした途端、犬っころは犬歯を剥むき出だしにして立ちあがったと思ったら、その身体を歪いびつに膨らませはじめた。両肩がズズッと盛りあがり、その肉の塊からグロテスクなふたつの犬の顔が生まれ、身体も手脚も膨れて分厚い筋肉に覆われる。

　結果、犬っころの身体は元の大きさから三倍ほど大きくなり、愛らしい顔立ちは跡形もなく消え去ってしまった。

　と、そこで、かおるんが呆あきれたように口を開く。

「忍様、どこが可愛らしい悪魔なのですか？」

「い、いや、あんな風にメタモルフォーゼする犬がいるなんて知らなかったんだよ。きっとオレが可愛いだなんて言ったから怒っちゃったんだな」

　動揺を隠して軽口を叩たたくと、何な故ぜかかおるんは少し不満そうに眉まゆをひそめた。

「忍しのぶ様、もう少し怖がったらどうですか？　わたくしは忍様が『助けてマイエンジェル・かおるん！』と泣きながらわたくしに抱きついてくるのを期待していたんですよ？」

「オレが怖いのは悪魔なんかじゃない。本当に怖いのは……人の心さ」

「うわっ痛いです！　この人格好つけながら痛いことを言いました！」

　失礼にもかおるんが人を指差した。一方、聖ひじりは控え目にオレの服の袖そでを引いてくる。

「あの忍くん、薫かおるさんは慣れているからいいんだけど、あまり緊張感がないのも困る。緊張し過ぎもよくないが、もう少しだけ緊張感を持ってくれるかな？」

「聖ちゃんの言う通りですよ、忍様」

　かおるんは聖に同意するように大きく頷うなずく。

「適度な緊張感は大事です。獣は目を逸そらした瞬間に襲い掛かってくると言いますからね。決してあの悪魔からは目を逸らさないように」

「そういうお前は思いっ切りオレを見て悪魔から目を逸らしているぞ？　大丈夫なのか？　というかあいつの顔、三つもあるんだけど……」

　少し呆あきれつつ元犬っころの悪魔に視線を戻した途端、思いっ切り目が合ってしまった。

　血走った目で睨にらまれ、さすがに一瞬背筋が凍る。だが胸の内にわずかに生じた恐怖心を受け流し、オレはかおるんに言われた通り決して悪魔から目は逸らさなかった。

　それなのに、悪魔のやつは嬉うれしそうに舌なめずりをして咆ほう哮こうと共に迫って来た。

　……何故か迷わずオレに向かって一直線に。

　瞬間、オレは背を向けて駆け出し、そのまま聖とかおるんに声をかける。

「な、なんだか気に入られたみたいだから、外まであいつと一緒に散歩してくるわ。結界の準備をよろしく頼む」

「え？　ええっ!?　危ないぞ忍くん！」

「聖ちゃん！　動揺している場合ではありません！　わたくしは忍様のフォローに回ります。聖ちゃんは忍様の言う通り結界の準備を！」

　思いのほか真剣なかおるんの声が聞こえたと思ったら、当のかおるんがすぐにオレの隣に並んだ。そして彼女は軽い口調で言う。

「悪魔にモテモテですね、忍様」

「ああ、身体からだがいくつあっても足りねえよ」

　軽く肩をすくめたところで後ろから悪魔の咆哮が近づいて来た。そこでオレとかおるんはほぼ同時に横に飛とび退のく。

　その直後、鋭い風切り音が響いた。転がりながら立ちあがって見ると、オレたちがさっきまでいた地面の上に悪魔が四つ足で立っており、口元から涎よだれをこぼしている。

「鬼さんこちらにおいでと」

　冷汗をかきつつ、挑発するように人差し指で悪魔を手招き。同時にチラリと聖ひじりに目を向けると、彼女は刀を抜いており、その刀身は青白い炎に包まれていた。

　確かあれは魔を祓はらう炎――火之迦具土神ヒノカグツチだったな。

　そう思い出し、オレは悪魔を外まで誘導するため再び背を向けて走り出す。

　もちろん身体能力は悪魔の方が高い。否いや応おうなしにすぐに追いつかれてしまう。オレはそのたびに地面に転がって難を逃れ続けたのだが……いくらなんでもこの悪魔、オレのことを狙ねらいすぎだろう。かおるんや聖には目を向けず、執しつ拗ようにオレばかりを追いかけてくる。

「お前、どんだけオレのことが好きなんだよ。みーちゃんにも言ったが、いまは恋人の募集はしていないんだぞ？」

　攻撃を避けたあとオレがため息混じりにそうこぼす。と、かおるんがオレの隣に立ち、「もしかしたら」と口を開いた。

「忍しのぶ様が悪魔に好かれてしまうのは、ルナ様の影響かも知れません」

「ルナの？　ああ、そういえば前に聖も似たようなことを言ってたな」

　悪魔というのは良くも悪くも人に様々な影響を与える。聖の見立てだと、ルナは少し変わった悪魔らしく、彼女の影響を受けてオレの身体からだが悪魔たちから好かれやすい体質に変化してしまう可能性があるそうだ。

　その話を聖にしてもらったとき、彼女にルナの影響を受けないように護符をもらったのだけど……そういえばあの護符、部屋の模様替えをしたときになくしてしまったんだった。

　捜せば部屋のどこかにあるのだろうが、そのうち捜そうと思っているうちにすっかりその存在自体を忘れていた。

　まあ、忘れていたんだから仕方ないよね？

　と、胸中で言い訳をしていたところ、正面から悪魔が再び突っ込んで来た。

　いままで同様オレは飛とび退のいてそれを回避。一方かおるんはその場に立ち止まり、飛び掛ってきた悪魔の前足を掴つかんで身体を回転させ、そのままハンマー投げの要領で悪魔を外に放り投げた。

　……かおるんが半人半魔の悪魔だということは知っていたが、ここまで能力が高いとは思わなかった。あの華きや奢しやな身体にあそこまでの力があるとはな……。

　さすがに少し驚いていたところ聖が悪魔のあとを追って素早く外に飛び出し、かおるんもそれに続き、慌ててオレもふたりの後ろを追いかけて外に出た。



　瞬間、目に飛び込んできたのは――淡い月の光の中、足を震わせて佇たたずむクラスメイトの少女の姿。



　一瞬呼吸が止まった。戸惑いが胸を覆う。頭が混乱に支配される。どうして、あいつが……南みなみがここにいる？　まさか、オレを追って来たのか？

　そう理解するや否や、気がつくとオレは駆け出していた。

　緊張で胸の鼓動が早鐘を打つ。視線の先で悪魔が南に向かってゆっくりと歩み寄っている。オレは聖ひじりとかおるんの横を通り過ぎ、声を張りあげた。

「さっさと逃げろ！　南！」

　オレの言葉と同時に、顔の真横をなにかが通り過ぎて行き……悪魔の背中にナイフが突き刺さる。

「聖ちゃん！　早く結界を！」

　いまのナイフはかおるんのものだろう。しかし振り返ってそれを確認する暇はない。ナイフの効果か、悪魔は足を止めている。オレはすぐさま南のもとに回り込み、彼女を庇かばうように悪魔の前に立つ。

「……南なん条じようくん……」

　恐怖のためだろう。ひどく震えた声にチラリと後ろを見ると、南はぺたんとその場に座り込んでしまい、血の気の引いた顔で、声だけではなく全身を小さく震わせていた。

　この様子だとひとりで逃げることは難しいだろう。オレが抱きかかえて安全な場所に避難させてやりたいところだが、そんな状態では悪魔の攻撃は避けられない。

　つまり、ここで悪魔を食い止めるほかないわけだ。

　オレは肩をすくめて悪魔に目を向ける。

　と、そのとき、何度か覚えた違和感が身体からだを突き抜けた。

　おそらく、聖が結界を張ったのだろう。ふと見上げると夜空の雲は動きを止め、風は止み――怒りのためか悪魔は狂ったように咆ほう哮こうをあげる。その怒号がびりびりと大気を震わせ、再び身体に緊張が走ったが、

「……おっかない顔だなあ」

　オレはため息混じりに軽口を叩たたいた。

　正直、多少の恐怖感はあった。だが命の危険まであるとは思わない。何百と繰り返した他流試合の中ではこれ以上の恐怖を感じたこともある。

　南を庇うことぐらいはできるだろう。

　……しかしどうする？　ブラムのおっさんとやり合ったときのように、浸しん透とう勁けいでも喰くらわせてやりたいところだが、南を庇いながらではうまく動けないかも知れない。攻撃を捌さばくとなると骨の一、二本は覚悟しておいた方がいいだろう。

　間違いなく危機的状況ではあるが、やはり命の危険は感じない。なぜなら、

「忍しのぶくん！　伏せてくれ！」

　聖がいるからだ。彼女がいればなんの問題もない。

　前方の上空から声をあげる聖の言葉にすぐさま反応し、オレは振り返りながら庇うように南みなみを胸に抱く。

　瞬間、背中に熱を感じ、悪魔のもがき声が聞こえてきた。

　どうやら聖ひじりが上空から火之迦具土神ヒノカグツチを放ったようだ。振り返ると、悪魔は青白い炎に全身を包まれており、大きく身じろぎをしていた。

　やがて悪魔の身体からだは徐々に小さくなっていき、その身体が元の大きさに戻る頃ころ、青の炎が完全に消える。

　すると目を閉じて横たわっていた悪魔はぱちっと目を開け、元の犬っころの姿のままきょろきょろとあたりを見渡し、ちょこんと小首を傾かしげる。

「火之迦具土神は魔を祓はらう炎だ。これで悪魔の魂を燃やし尽くした。あの子はもう無害だ」

　聖がどこか力ない声でそう説明したところ、かおるんが駆け寄って来た。彼女はオレの前に立つと形の良い眉まゆをひそめ、少し怒ったように言う。

「忍しのぶ様、あまり無茶はしないでください。なにかあったらどうするつもりですか？　わたくしと聖ちゃんの連携技がなければ危なかったんですよ？」

「連携技？」

「聖ちゃんを上空に飛ばしたのはわたくしです。命拾いしましたね忍様。褒めてくれてもいいですよ？」

「……ああ。助かったよ、ありがとう」

「忍様、お礼だけではなく、頭も撫でてくれても構いませんよ――と言いたいところですが、あちらの女性の処置の方が先ですね。一般人に見られてしまったわけですし……」

　かおるんの言う『あちらの女性』とは南のことなのだろう。

　結局、南に聖の職業がバレてしまった。

　だけど南なら大丈夫だと思った。オレのことも怖がらなかった南ならきっと大丈夫だと、そう思っていた。しかしその期待は、

「……いまの、なに？」

　あえなく消散する。背中越しに聞こえてきたのは、怯おびえを孕はらんだ南の震えた声。ゆっくりと、オレは振り返る。

「な、なんで……五ご行ぎようさんは……あんなことができるの？」

　恐怖に揺れる瞳ひとみ。引きつった頬ほお。強こわ張ばった顔。

　聖が優しく手を伸ばした途端、南は怯えるように肩を震わせ、ぎゅっと目を閉じる。

　すると伸ばした手をゆっくりと戻し、聖は無理をしたように笑った。

「南さん、ウソをついてごめん。臨海学校に参加したのは、さっきの悪魔を封じるためだったんだ。私の家は、昔からああいった悪魔を封じる家系だから……」

「……ウソ、だよね？　あんなのおかしいよ。怖くないの？　あんな化け物も倒せちゃうなんて、五行さんも、人間じゃない――」

「聖ひじりちゃんは人間です」

　言葉を遮り、かおるんは懐からナイフを取り出し南みなみに突きつける。

「薫かおるさん！」

　すぐに聖が制止の声をあげる。しかしかおるんは応じない。眼光鋭く南にナイフを突きつけたまま告げる。

「どうやら聖ちゃんのお知り合いのようですが、誰だれであろうと聖ちゃんを傷つける人間は許しません。今日のことを誰かに話しでもしたら……そのときは覚悟してください」

　背筋が凍るような低い声。言葉と共にナイフをしまい、かおるんは口調を変えてオレに声をかけてきた。

「忍しのぶ様、わたくしと聖ちゃんはこれから後片付けを行います。申し訳ないのですが、そちらの女性を頼めますか？　結界もすぐ解きます。送ってあげてください」

「わかった」

　しっかりと頷うなずいて返すと、聖とかおるんは揃そろって廃ビルの中に戻って行く。その途中、一度だけ振り返った聖はいまにも泣き出しそうな顔をしていて、去り行く彼女の背中がひどく小さく見えた。

　一方残された南はふたりの姿が視界から消えたあとも身体からだを震わせており、その表情から恐怖が消えることはない。

　だからオレはなるべく優しく南に声をかけた。

「大丈夫か南？　立てるか？」

　その問いに、南は小さく首を横に振って応こたえる。

　やはり腰が抜けてしまっているようだ。オレは南に背を向けてその場にしゃがみ込む。

「旅館まで送るよ。ほら、遠慮せず乗ってくれ」

「……ありがとう」

　消え入りそうな声で礼を言い、南はオレの背中に身体を預けてくる。

　やんわりと南の温かな体温を身体に感じながら、オレはゆっくりと立ちあがり、旅館を目指して歩きはじめる。

　なにか話す気分にもなれない。またなにを話したらいいのかもわからない。重い雰囲気のまま、静かな林道の中をただ無言で進んでいたところ、そんな沈黙を破るように、

「……背中、大きくなったね……」

　と、南は独り言のように呟つぶやき、おずおずと訊たずねてきた。

「南なん条じようくんは、五ご行ぎようさんのこと知ってたの？」

「ああ」

「……怖くはないの？」

「怖いだなんて思ったことはないよ」

　躊ちゆう躇ちよなく言い切ると、肩に載せられた南みなみの手に微かすかに力がこもった。

「もしかして、南なん条じようくんも五ご行ぎようさんと同じことしてるの？」

「いいや、今日がはじめてだ。だけど、聖ひじりの仕事には興味を持っている」

「……どうして？」

　肩に載った手と言葉を震わせ、南はか細い声で続ける。

「南条くんが関かかわることないよ。危ないよ。死んじゃうかも知れないんだよ？　あんなことに、興味を持ったらだめだよ」

「……南、心配してくれるのは嬉うれしいが、手を引くつもりはないよ」

　今回のことで聖の仕事がどれだけ危険かよくわかった。オレは陰陽術では手を貸せない。だからその代わりに少しでも聖の力になりたかった。

「オレは聖の仕事を手伝いたいんだ」

　想おもいを込めてそう告げたとき、突然だった。南はぎゅっと背中に抱きついて身体からだを震わせ……オレの首筋にポタポタと涙の雫しずくを落とす。



「……そんなの、いやだよ……」



　不意に響いた、子供のような泣き声。それはかつてオレが何度も聞いた泣き声にあまりにも似ていて……。

「せっかく……また……会えたのに……強くなったのに……ちゃんは……どんどん遠くに行っちゃう……」

　しゃくりあげる泣き声に、心臓がどくんと鼓動を刻み、

「……わたしの足じゃ……もう、追いつけないよ……」



　――忍しのぶちゃん。



　耳に届いたその言葉が衝撃となってオレの記憶を揺さぶる。

　脳裏によぎるのは白い病室。決して涙を流さなかった少女の悲しい笑顔。そして泣いているだけでなにも言えなかった弱い自分。

　あまりにも苦い記憶が胸に込みあげる。なにか言わないといけないのに、頭が混乱してかける言葉が見つからない。それでもなにか言おうと口を開くものの、

「――」

　結局言葉は出なかった。ごめんの三文字さえ伝えることができず、オレは口を閉ざしたままただただ歩き続ける。

　南の小さな泣き声が、やけに大きく響いた……。



    

  
    
      

第四章　手放したもの、胸のぬくもり、青空



　公園で泣いていた女の子。その娘こはいつしか仔犬みたいにオレの半歩後ろをくっついてくるようになり、オレの傍そばを離れなかった。女の子はいつもオレの傍にいてくれた。オレのどんな言葉も受うけ容いれて肯定して、笑顔を見せてくれた。

　気がつくと、彼女はなずなとも仲良くなっていて、いつも三人で一緒に遊んでいた。

　そんなある日。それはいつものようになずなも交えて遊んでいるときのことだった。どこか緊張した面持ちで、女の子がおずおずとオレに訊たずねてきたんだ。

「ねえ、忍しのぶちゃんは誰だれか好きな娘はいる？」

　女の子にそんなことを言われたものだから、オレはひどく焦った。

　目の前の女の子のことが大好きだったからだ。

　でもそれがバレたら恥ずかしい。オレはぶっきらぼうに「いない」と短く答えた。

　すると女の子は嬉うれしそうに口元を緩め、

「だったらね、よかったらでいいんだけどね、あの、えっとね……」

　頬ほおを真っ赤に染めて、一生懸命に言葉を紡ぐ。

「わ、わたしを、忍ちゃんの……お嫁さんにしてくれないかな？」

　途端、頬がすごく熱くなった。嬉しいはずなのに動揺が強く、どう答えていいかわからない。こんな気持ちははじめてで、オレはただただ戸惑っているばかりだった。

　と、そのとき、オレたちの様子を見ていたなずなが頬を膨らませて叫んだ。

「そんなのダメだよ！　お兄ちゃんのお嫁さんになるのはわたしだよ！　お兄ちゃんそうだよね？　ね？」

「ええ？　そうなの忍ちゃん？」

　笑顔のなずな、そして涙目の女の子に詰め寄られ、オレは困りに困り、

「ふたりとは結婚するつもりはない。オレは母さんみたいに綺き麗れいで強い、セクシーな女の人が好きだからな」

　と、心にもないことを口走っていた。

　そのせいだろう。なずなは落ち込んだ様子で肩を落とし、女の子は「そんなのわたしじゃ無理だよ」と泣き出してしまう。

　……でも、帰り際に女の子はオレの服の袖そでを引いて言うんだ。

「あのね忍ちゃん、もしね、わたしがなずなちゃんみたいに明るくなって、泣き虫じゃなくなったら、忍ちゃんの言うような強くてセクシーな女の人になれたら……わたしのこと、お嫁さんにしてくれる？」

「……本当にオレなんかでいいのか？　オレはすごく弱いぞ？　みんなそう言っている」

「忍しのぶちゃんは弱くなんかないよ。忍ちゃんはすごく優しいもん。強いから優しいんだよ。わたしは……わたしはそんな忍ちゃんのことが好き、大好き！　だから、わたしを忍ちゃんのお嫁さんにして……！」

「……えっと、その、お前が泣き虫じゃなくなったら、まあ考えてやってもいいぞ」

　嬉うれしかったのに、本当に嬉しかったのに。女の子の精一杯の告白に、オレはまたぶっきらぼうに返すことしかできなかった。それでも、

「ありがとう、忍ちゃん」

　女の子はオレの手をぎゅっと握り、花が咲いたように笑ってくれたんだ。

　――その笑顔が、胸の一番深いところに染みこんでいく。

　彼女がオレを必要としてくれた。好きだと言ってくれた。爺ちゃんの道場で出来損ないと呼ばれたこんな弱いオレのことを、好きになってくれた。だから、そのときはじめてオレは、弱い自分を受うけ容いれることができたんだ。

　ずっと傍そばにいて欲しかった。繋つないだ手を離したくはなかった。これからもオレの隣で笑ってくれればと、心の底からそう願った。

　……だけど、結局オレは手放してしまう。

　大好きだった女の子を。こんなオレのことを好きになってくれた女の子を。誰だれよりも大切だった女の子を……傷つけて手放してしまうんだ。



「ごめんな、サクラちゃん」



　ふともれた自分の声で、オレは夢から覚めた……。



　●　　●　　●



　臨海学校三日目の朝。オレはベッドに腰掛けながら、部屋を出て行く同室の男たちの様子をぼんやりと眺めていた。

　そんな中、唯一部屋に残った浅あさ田だが少し心配そうな顔をして声をかけてくる。

「なあ南なん条じよう、なにかあったのか？　お前、昨日の夜からなんか変だぞ？」

「なんでもないから気にするな。ほら、お前も海に行くんだろう？　さっさと行ってこい」

「えっと、南条も一緒にどうだ？　なにがあったのかは知らないけど、外に出れば少しは気分も変わると思うぞ？」

　浅田が気を遣ってくれていることはわかった。だがオレは首を横に振って応じる。

「……そうか。でも、気が向いたらでいいから海に来いよ。一緒にナンパしようぜ」

　どこか優しい口調で言い、浅田は背を向けて扉に向かう。

　その様子を見送っていたオレだったが、

「ちょっと待ってくれ浅あさ田だ」

　ふと思いついて浅田を呼び止める。

「ひとつ訊ききたいんだが……お前、南みなみの下の名前、覚えてるか？」

「ん？　南の名前？　えっと、なんだったかな？　確か――」

　予感はあった。ただの確認のつもりだった。だけど、

「桜おう花か」――浅田の口からこぼれた言葉も予想通りのものだったのに、気がつくと、オレは拳こぶしを強く握り締めていた。頭に浮かぶのは声を震わせた少女の姿。



　――わたしの名前は、『桜』に『花』って書いて桜花。お友達はね、『桜花ちゃんは桜みたいに綺き麗れいだから、サクラちゃんって呼ぶね』って言ってくれたの。だから、みんなわたしのこと『サクラ』って呼んでくれたんだけど……。



　頭を撫でたら泣きやんでくれたのに、女の子は『引っ越したら、もう誰だれもそう呼んでくれなくなっちゃった……』と、再び泣き出してしまった。

　だから、あのときからオレは女の子のことをずっと『サクラちゃん』と呼び続け、いつしか桜花という名前も忘れていた……。

　後悔と共に重いため息をもらすと、浅田が怪け訝げんそうにオレを見つめてくる。

「なんで急に南の名前なんて訊くんだ？　南となにかあったのか？」

「……いや、なんでもないんだ。おかしなことを訊いて悪かった」

「別にいいけど……元気出せよ。俺おれでよければいつでも相談に乗るからな」

　温かな笑顔を残し、浅田はゆっくりと部屋を出て行く。

　浅田に感謝しつつも、彼の背中が視界から消えたとき、オレは再び強く拳を握り締めた。

　どうして気づかなかったと、罪悪感で胸が締め付けられる。早く南に伝えないといけない言葉があるのに……オレはなかなか動き出せずにいた。

　と、そのとき、不意に部屋の扉がノックされ、かおるんが顔を覗のぞかせる。

　ふと昨夜のことが気に掛かり、オレは彼女が部屋に入ってくるや否や口を開いた。

「あれから、聖ひじりの様子はどうだ？」

「……ご友人をひとりなくされたと思っているのでしょう。ひどく落ち込んでいます」

「そうか……。でも、落ち込む必要なんてないと思うぞ。南ならちゃんと話せばわかってくれる。突然のことで南も驚いただけだ。時間さえ置けば問題はない」

　そう断言するものの、オレの言葉を否定するように、かおるんはかぶりを振る。

「そんな風に考えられるのは、失礼ながら忍しのぶ様が、異常だからですよ」

「異常？」

　意外な言葉を受け思わず聞き返すと、かおるんは小さく頷うなずく。

「一般の人々は、悪魔や力を持った退魔士に恐怖を抱きます。自分たちの想像もつかない力を見せられたら、その力が自分にも向けられないだろうか――と、そう危き惧ぐするのでしょう。事実、わたくしは何度も見てきました。退魔士の方々が、悪魔から助けた人間に、まるで化け物でも見るような眼まな差ざしを向けられてしまうのを」

　一度言葉を切り、かおるんはじっとオレを見つめてくる。

「ですからわたくし自身、不思議で仕方がありません。どうして忍しのぶ様もなずな様も、わたくしたちを怖がらないのですか？」

「オレもなずなもお前らのことをよく知っているからだ。お前らが力に物を言わせて誰だれかに危害を加えるようなやつじゃないことぐらいわかる。怖がる必要なんてないさ」

「……わたくし達の力が、なにかの拍子で忍様にぶつけられるかも知れないんですよ？」

「そのときはオレよりもお前らの方が悲しむんじゃないか？」

　質問に質問で返すと、かおるんは微かすかに口元を緩めた。しかしそれも一瞬。彼女は少し寂しそうに眉まゆ尻じりを下げ、小さくため息をこぼす。

「……昨夜の様子を見る限り、あの方が忍様と同じ考えを持つのは難しそうですね。もし昨夜のことが旦だん那な様さまに知れれば、あの方は転校させられるかも知れません」

「転校？　南みなみが？」

「はい。その程度のことならば、五ご行ぎよう家にとっては容易に行えるのです。ですが、聖ひじりちゃんがそれを望むとは思えません。子供のときのようにご自身が傷ついてしまうだけです。そこで転校以外の解決策はないかと思ったのですが……いい案が浮かびません。忍様のお知恵を貸していただけないでしょうか？」

「ああ、もちろんオレも協力するが、その前にもう一度南と話をさせてくれ」

　そう答えてオレが立ちあがったところ、かおるんは怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「忍様はどうしてそこまであの方を信用するのですか？　忍様も昨夜見たでしょう？　あの方は――」

「南なら大丈夫だ」

　わずかに声を荒げ、オレはかおるんの言葉を遮る。

　まるで自分に言い聞かせているみたいだと、心のどこかでそう思う。だけど信じていたかった。大切な幼馴染のことを信じていたかったから、オレはもう一度繰り返す。

「あいつならわかってくれる。大丈夫だ」

　かおるんはなにか言いたげだったが……結局開きかけた口を閉じ、部屋を出て行くオレを黙って見送ってくれた……。



　その後ロビーで出くわしたクラスの連中に南のことを訊たずね、そこであいつがまだ部屋にいることを知り、オレは早足に教えてもらった南みなみの部屋に向かった。そして一度躊ちゆう躇ちよしたのち、小さく息を吐いて扉をノックする。

「南、話がある。入ってもいいか？」

「……どうぞ」

　わずかな間のあと力ない南の声が聞こえてきた。もう一度息を吐き出し、オレが部屋に入ると南はベッドに腰掛けており、ぎこちない笑みを浮かべて口を開く。

「やっぱり、昨日の話かな？」

「……ああ、そうだ。あれから時間も経たって少しは冷静になっただろう？　どうだ？　まだ聖ひじりのことは怖いか？」

　その質問に、南は小さく拳こぶしを握って答える。

「昨日の夜からずっと考えていたから、五ご行ぎようさんがあたしを助けてくれたこと。あたしが五行さんを傷つけちゃったことにもちゃんと気づいたよ。でも、それでも……」

　言葉の途中で、南はきゅっと唇を噛かみ締しめ顔を伏せる。

「ダメなの。変なことばかり考えちゃって……五行さんとまともに話せそうにない……」

「どうしてだよ？　聖がどんなやつか、お前もよく知っているだろ。お前は見た目や周りに流されたりしないだろう？」

　高校に入学したとき、周囲の連中がオレを怖がる中、隣の席になった南は笑顔でオレに声をかけてくれた。当時は変な女だと思った。彼女の想おもいに気づけなかった。

　――いまなら、オレを怖がらなかった理由がはっきりとわかるのに。

「お前はオレのことも怖がらなかったじゃないか。聖のことだって、お前なら――」

「どうしてそんなこと言うの？」

　伝えたい言葉を先延ばしにした空々しい言葉。それに耐えられなかったのか、オレの言葉を遮り、南はゆっくりと顔をあげて瞳ひとみを潤ませる。

「あたしが南なん条じようくんのことを……忍ちゃんのことを、怖がるわけがないじゃない」

　忍しのぶちゃん――当時のオレの呼び名をこぼし、南は潤んだ瞳のまま不安そうにオレを見つめ、そして怖々と口を開く。

「忍ちゃんは、あたしのことなんか忘れちゃったのかな？　それとも、やっぱりまだあたしのことが許せない？　あたしのせいで、なずなちゃんが事故に遭っちゃったから――」

「違う」

　今度はオレが南の言葉を遮り、強く否定する。

「それは違うよ、サクラちゃん。なずなが事故に遭ったのは、サクラちゃんのせいなんかじゃない」

　……長い間ずっと口にすることができなかった言葉。そんな些さ細さいな言葉を、いまようやく告げることができた。

　瞬間、当時の記憶が鮮明に蘇よみがえってくる。

　真っ白な病室。意識不明のまま眠り続けるなずな、泣いている自分。いつも泣いてばかりいたのに、決して涙を流さなかったサクラちゃん。

　――七年前、なずなはオレのせいで交通事故に遭った。

　当時、なずなとサクラちゃんと一緒にいることを友達に冷やかされ、オレは『ついてくるな』とふたりを突き放してしまった。

　それでもなずなが泣きそうな顔をしてずっとオレの後ろをついてきたから、意地悪してやろうと思った。あいつがついてこられないのを知っていたのに、走り出したんだ。

　結果、なずなは必死でオレのあとをついてこようとして……車にはねられた。運ばれた病院で意識を失ったまま眠り続けた。植物状態だと、医者は遠回しにそう言った。

　全部、オレのせいだった。オレが悪かったんだ。

　だけど、サクラちゃんはそうは思わなかった。自分が悪いと、そう思い込んでいた。

　だからだろう。病室に訪れたサクラちゃんは目にいっぱいの涙を溜ためていた。

「ごめんね忍しのぶちゃん。全部わたしのせいだ。わたしなんかと一緒にいたから、忍ちゃん、みんなにバカにされちゃって、なずなちゃんも事故に遭っちゃったんだ……」

　そんなことはないとわかっていた。サクラちゃんのせいじゃないとわかっていた。ちゃんと理解していた。

　だけどなにも言えなかったから、サクラちゃんは目に涙を溜めたまま唇を噛かみ締しめ、オレに背を向け、その小さな背中を震わせる。

　……本当はいつもみたいに頭を撫でて欲しかったのだろう。甘えたかったのだろう。けれど、サクラちゃんは身体からだを震わせたまま途切れ途切れに言う。

「……わたし、忍ちゃんのお嫁さんになるの諦あきらめるね。もう忍ちゃんと会わないようにするから、迷惑はもうかけないから……わたしのこと、嫌いにならないで……」

　その言葉に、オレは応こたえない。口を閉ざしたままでなにも言えなかった。たとえなにか言えたとしても、自分の口からこぼれるのは泣き声だけで、きっと言葉にはならなかっただろう。

「でもね、わたし頑張って強くなるから、忍ちゃんを支えられるぐらい強くなるから、そのときはお嫁さんじゃなくてもいいから……また、わたしと一緒に遊んでね」

　いつも泣いてばかりいたのに、振り返ったとき、サクラちゃんは笑っていた。

　目に溜まった涙は決して流さず、両の拳こぶしを強く握り締め、悲しいほど歪ゆがんだ表情で、それでも懸命に笑顔を作っていたんだ。

　無理をしていることなんて誰だれが見てもわかる。本当は我慢していると、気づいていた。

　泣いてもいいよ。サクラちゃんのせいじゃないよ。

　そう言ってあげればよかった。いつもみたいに頭を撫でてあげればよかった。それなのに、無力で弱いオレは、小さな背中を見送ることしかできなかった。

　泣き虫だった女の子に泣くことさえ許さずに、傷つけて、自分だけが泣いていたんだ。

「……ばいばい、忍しのぶちゃん」

　その掠かすれた声を最後に、サクラちゃんはオレの前から姿を消した。

　公園に行ってもその姿はなく、ずっと謝れないままだった。だからオレは彼女の存在を忘れるようにまた爺ちゃんの道場に通いはじめ、ただただ身体からだを鍛え続けた。守りたい人ができて、サクラちゃんを傷つけた弱い自分が許せなかったんだ。

　――けれど、もう昔とは違う。

「サクラちゃんはなにも悪くない。許すも許さないもないよ。オレは怒ってなんかいない」

　七年分の想おもいを込めて、自分の気持ちを伝える。

「ごめんな、ずっと言えなくて。お前のことも気づいてやれなくて、ごめんな」

　あのときはできなかった。だから、オレはサクラちゃん……いや南みなみに手を伸ばし、昔みたいに優しく頭を撫でる。

　途端、南の潤んだ瞳ひとみに薄っすらと涙が溜まりはじめた。

「……忍ちゃんはひどいよ。高校に入って再会したとき、あたしはすぐに気づいたのに、忍ちゃんは全然気づいてくれなかった。思い出してくれなかった。あたしのことも、見てくれなかった」

　そんなオレに、お前は笑顔を向けてくれていたんだな……。

「昔みたいに仲良くしたかったのに、忍ちゃん昔と違ってみんなのこと遠ざけていたから、傍そばにいられなかった。でも、知らない間に忍ちゃんはあたしなんかよりも五ご行ぎようさんと仲良くなっちゃった……！」

　一度言葉を止め、南は微かすかにため息をこぼす。

「五行さんとちゃんと話せそうにないのは、怖いからだけじゃないの。ダメなのに、五行さんは悪くないのに……羨うらやましいって思ったの。あたしはずっと前から、五行さんよりもずっと前から忍ちゃんのこと知ってたのに、忍ちゃんはあたしよりも五行さんのことを見てるから……」

　ふと、泣きそうな顔をして南は続ける。

「それで五行さんに忍ちゃんをとられちゃうって勝手に焦って、五行さんの気持ちも考えないで怖がって、ダメなのに、気持ちが抑えられないの……」

　涙で滲にじんだ瞳をオレに向け、南は「だって！」と声をあげる。

「あたしは忍ちゃんのことが好きだから、昔からずっと好きだったから、忍ちゃんとまた一緒にいたいから……！」

　言葉と共に、南はオレの手を握り締め、あの頃ころのように言う。

「忍ちゃん、あたし強くなったよ。もう昔みたいに泣かないよ。今度はちゃんと忍ちゃんのことを支えられるよ。だから、昔みたいに傍そばにいさせて。頭も撫でて。もっとあたしのことを見て。あたしのこと……お嫁さんにして」

　潤んだ瞳ひとみ。手のぬくもり。精一杯の言葉。



　……あのときと同じだ。



　嬉うれしかった。すごく嬉しかったんだ。こんな自分のことを想おもい続けてくれて、本当に嬉しかった。

　あの頃ころ、弱い自分はサクラちゃんの傍にいるべきじゃないと思った。諦あきらめて、手放して、忘れるように努めていた。サクラちゃんもオレなんか忘れてしまえばいいって、そう思っていた。

　だけど、南みなみはオレのことを忘れなかった。ずっと好きなままでいてくれた。

　……もしかしたら、南もオレと同じだったのかも知れない。

　弱い自分が許せなかったんだろう。弱い自分を捨てるように、自分の呼び方も変えて綺き麗れいな長い髪も切って、強くあろうとしたのだろう。ひとりで頑張り続けたのだろう。

　傷つけたオレのことなんか忘れてしまえばよかったのに、努力し続けて強くなった。

　ほかの誰だれでもない、オレのためにだ。

　――いま、この手を握り返せば子供の頃に抱き、そして手放した夢を掴つかむことができる。

　ふと目を閉じたとき、頭をよぎる風景。

　それは無邪気に笑う自分。自分の傍にいてくれる大切な幼おさな馴な染じみ。辛つらい稽けい古こに耐えることもなく、ただただ幸せな一瞬。

　手を握れば、確実にそれを掴むことができる。

　だけど、それがわかっていながらも、悲しいことに答えは決まっていた。

　ゆっくりと目を開けて、そっと温かな手を離し、オレは言葉を搾り出す。



「……ごめん。南の気持ちには応こたえられない」



　あの日ルナに出会って、オレは分不相応な夢を見た。

　いまのオレにはその夢がなによりも大切だから、その夢を追い続けていたいから、無力なオレの手ではすべてを掴むことはできないから。

　だから――オレはまた、大切なものを手放す。

「守りたい人がいるんだ。オレはまだまだ弱くてそいつを守れる自信がない。だけど、もしそいつを守れるぐらい強くなったときには、自分の気持ちを伝えようと思っている。だから……ごめん」

「そっか。そう、なんだ。あはは、それじゃあ、仕方ないよね」

　目に涙を溜ためながらも、南みなみは無理をしたように笑って続ける。

「頑張ってね、忍しのぶちゃん。あたしは、ふられちゃったからって、昔みたいに泣かないよ。五ご行ぎようさんのことを誰だれかに話したり、しないから。頑張って、五行さんとも仲良くするから、だから……これからも……友達のままでいてね？」

「あたりまえ……だろう。お前は、オレの……大事な幼おさな馴な染じみなんだから……」

　無理をした笑顔のままひどく声を震わせる南。

　その姿は、泣いていた昔の彼女を思い出させた。

　堪え切れず、オレはもう一度南の頭を撫でる。

　だけどその悲しい笑顔のまま、南はそっとオレの手から離れて行く。

「もう、南条くん、ふった相手にそんな風に優しくしちゃだめだよ。あたしのことはもういいから、早く五行さんのところに行ってあげて」

　口からもれそうになった謝罪の言葉を飲み込み、張り裂けそうな胸の痛みを隠し、

「……わかった」

　ただ短く応じ、オレは南から手を離す。

　南は顔を伏せて肩を震わせている。本当は昔みたいに何度も頭を撫でてやりたかった。けれど、いまのオレにその資格はない。オレは唇を噛かみ締しめ、黙って部屋を出る。



    

  
    
      



    

  
    
      　途端、扉の向こうから微かすかに嗚お咽えつの声がもれはじめた。

　胸が抉えぐられるように痛み、目の奥が熱を帯び、瞳ひとみから涙が滲にじみ出す。

　だが、これはオレ自身が決めたことだ。

「……ごめんな、サクラちゃん」

　かきむしるように胸を押さえて呟つぶやき、再び唇を噛かみ締しめ、しばらくひとりになろうと部屋を目指していたそのとき、廊下の曲がり角でかおるんの姿を見つけた。

　壁に背中を預けていたかおるんは、オレに気づくと軽く会釈をする。

「……様子を見に来たのか？」

「はい。忍しのぶ様があの方の部屋に向かったという情報を聞き、待っていたのですが……どうやらうまくいかなかったみたいですね」

「どうしてそう思う？」

「忍様のお顔を見ればわかります。辛そうな顔をしていますから」

　言葉と共に、かおるんは背伸びをして優しくオレの頭を撫ではじめる。

「忍様、元気を出してください。必要ならハグをしてあげますよ？」

「心配しなくてもいい。あいつなら大丈夫だ。聖ひじりのことは誰だれにも話さないと言ってくれた。聖と仲良くできるように頑張るともな」

　冗談にうまく返せず事実だけを話すと、かおるんは意外そうに目を丸くする。

「それはなによりですが……どうして忍様はそんな顔をしているのですか？」

「……色々あったんだ。悪いが少しの間ひとりにしてくれないか？　聖にはかおるんからあいつのことを伝えてくれ」

「わかりました。なにかあったら呼んでください。愚痴でもなんでも聞きます」

　頷うなずき、もう一度オレの頭を撫でたあと、かおるんは背を向けて立ち去って行く。

　かおるんの言葉通りなら、人に心配されるような顔をしているんだな、オレは。

　昼からルナたちと合流することになっている。こんな顔のままルナたちと遊んだら、きっとあいつらも気にしてしまうだろう。

　……合流するまでには、なんとか気持ちを切り替えないとな。

　胸中でそう呟き、オレは重い気持ちのまま部屋に戻った。
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　昨日ルナたちと約束した通り海で合流。それからしばらくみんなと一緒に遊んだのち、オレはパラソルの下に戻る。そしてそのまま砂浜でビーチバレーを楽しんでいるみんなの様子をぼんやりと眺めていた。

　するとルナがみんなの輪の中からすっと外れ、オレに近づき隣に腰を下ろす。

「ルナも休憩か？」

「はい」

　笑顔で頷うなずき、ルナはオレと一緒にみんなの様子を眺めはじめる。

　しかしふとオレに目を向けると、少し心配そうに眉まゆ尻じりを下げた。

「忍しのぶさん、なにかあったんですか？」

「……ん？　なんでそんなこと訊きくんだ？」

「いえ、その、なんだか忍さんが無理をしているように見えて、少し気になったんです」

「そうか……」

　どうやらルナには気づかれてしまったようだ。

　オレは上体を起こして軽く頭をかく。

「実はな……大切な幼おさな馴な染じみをまた傷つけて……泣かせちまったんだ。……ダメだな。結局オレは子供の頃ころからなにも変わっていない。弱いままだ。本当に……弱い、ままだ……」

　思わず愚痴が口を衝ついて出る。そんな自分が情けなくて拳こぶしを握り締め、そのまま口を閉ざす。するとルナがすっと手を伸ばした。彼女はオレを胸元に引き寄せ、背中に腕を回し、優しい声で言葉を紡ぐ。

「私は、なにがあっても忍さんの味方ですからね……」

　胸の鼓動とルナの温ぬくもりを感じ、思わず瞳ひとみが潤み、周囲の景色が微かに滲にじんだ。



　――あのね忍ちゃん、もしね、わたしがなずなちゃんみたいに明るくなって、泣き虫じゃなくなったら、忍ちゃんの言うような強くてセクシーな女の人になれたら……わたしのこと、お嫁さんにしてくれる？



　そう言ってくれた女の子は強くなった。オレの前では泣かなかった。オレのために強くなってくれた。それなのに……オレはまた大切なものを手放したんだ。

　不意にこぼれ落ちそうになった涙を、歯は噛がみと共に無む理り矢や理りに押し込める。

　泣くことは許されない。立ち止まるわけにはいかない。泣いている暇があったらもっと強くならないといけないのに……やはりオレはまだまだ弱いみたいだ。

　涙こそ流さなかったが、甘えるように強くルナを抱き寄せ、優しい温もりに溺おぼれ、そして改めて思う。

　――これでよかったんだと。

　いま思えば、オレはルナと再会するまで色んなものを捨ててきたのかも知れない。

　当たり前の学校生活。クラスメイトたちが友達と遊ぶ中、オレはひとり身体からだを鍛えて身体にいくつもの傷をつくり、止まることなく走り続けた。

　教室で楽しそうに談笑をするクラスメイトたち。彼らの様子を眺め、ふと羨うらやましいと思ったこともあった。もし、自分が道場に通わなかったらあの輪の中に入れたのかも知れないと、想像したこともある。

　だけど、いまも昔もそれ以上に大切なことがあった。約束があった。これからはオレが守ると、ルナに約束したんだ。

　だから、これからも立ち止まるつもりはない。

「……なあ、ルナはこっち――人間界に戻って来て、どうだ？　楽しいか？」

　その問いかけに、ルナは迷いなく笑顔で頷うなずく。

「楽しいです。忍しのぶさんの傍そばにいられますから」

「そうか……」

　だったら、オレはもっと強くなるよ。子供の頃ころかわした約束を守るために。これからも傍にいられるように。

　……オレはまだまだ弱い。たくさんのものはこの手に掴つかめない。この両手におさめられるものは少ない。

　南みなみのことを思うとやはり胸が痛む。後悔がないといえばウソになる。けれど、オレの隣にルナがいる。それだけで十分だ。

　そっとルナから離れ、ふと見上げると、滲にじんだ視界の中、澄んだ青空が広がっていた。
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　夕暮れの道を走る帰りのバスの中、オレは隣に座った聖ひじりと他愛たわいもない話をしていた。聖はまだ落ち込んだ様子だったので、少しでも元気付けられたらと思って声をかけたのだ。

　と、そのとき、南がオレたちに近づき、躊躇ためらいがちに口を開いた。

「南なん条じようくん、よかったらでいいんだけど、席を替わってくれるかな？」

「……ああ、わかった」

　南の表情には緊張の色が見える。彼女がなんのために聖の隣に座ろうとするのか、その理由はすぐにわかった。

　オレはすっと席を立ち、優しく南の肩に手を載せたのち、一番前の席へと移動する。

　南が座っていた席の隣には柊ひいらぎ先生がいたので、オレは彼女に声をかけた。

「柊先生、隣失礼しますね」

「つーん」

　オレの言葉に、柊先生は子供みたいにそっぽを向いて返す。

「南条くん、先生のことは他人行儀に『柊さん』って呼んでください。あと、南条くんは補助席にでも座っていればいいんです」

　……ん？　もしかして、この人オレがレクリエーションに参加しなかったことをまだ怒っているのか？

　正直、面倒くさい人だなあとは思ったが、オレは機嫌を取るように口を開く。

「柊ひいらぎさん、今日も綺き麗れいですね」

「……本当ですか？　本当はみんなみたいに先生のこと『童顔』だとか『子供』だとか『ちんちくりん』だとか、そう思っているんじゃないんですか？」

「よくご存じで――ではなく、柊さんは大人の女性だと思いますよ。素敵ですよ。大人の色気が滲にじみ出ています」

「そ、そうかな？　自分じゃよくわからないけど、ありがとう南なん条じようくん。先生前より南条くんのことが好きになりました。これからは親しみを込めて先生のこと『茜あかね先生』って呼んでくださいね」

　――柊先生の攻略フラグが立った！　と、天の声が聞こえてきた気もするが、攻略は謹んで辞退させていただき、オレは機嫌が直った柊先生からお菓子を受け取る。

　その後、疲れたのか近くの席ですやすやと眠っているマキナを横目に、オレは頃ころ合あいを見て振り返り、南みなみたちの様子を窺うかがった。

　南はどこかぎこちなく聖ひじりに声をかけていたが、そのぎこちなさは時間が経たつにつれて徐々に消えていき、いまは笑顔を覗のぞかせている。

　……本当に、強くなったんだな。

　改めて手放したものの大きさに気づき、微かすかに胸に痛みが走った。

　けれどオレはそれから後ろを振り返ることなく、ただ前を向いて……柊先生に促されるままお菓子を食べ続けた。



　バスが学校に辿たどり着つく頃、時刻は二十時を回っていた。早いところ中学校まで行ってなずなと一緒に家に帰ろう――と思っていたものの、バスから降りた際にマキナはクラスの女子たちにつかまり、なかなか放してもらえないようだった。

　なずなも待っているし、そろそろ声をかけようか？　それとも先生が解散を促すまで待っていようか？

　どうしようかと悩んでいたところ、すっと南がオレに近づいて来たと思ったら、「南条くん」と笑顔と共にオレの腕に抱きついてくる。

「……え？　お、お前、急にどうした？」

「お友達同士のスキンシップだよ。気にしないで南条くん」

「……まあ、女の子同士だとよくそういうことをするけど、さすがに男女だとそういうことはしないんじゃないか？」

「それじゃあ友達以上恋人未満のスキンシップ」

　笑顔のまま南はそう返し、「帰る前に南条くんにひとつ言っておきたいんだけどね」と前置きをして続ける。

「あたし、やっぱり南なん条じようくんのこと諦あきらめられないよ。傍そばにいたいし、もっと仲良くしたい。だから今後もし気が変わったら、すぐに言ってね。そのときは……サービスするよ？」

　悪戯いたずらっぽく笑い、南みなみは大きな胸をさらに強くオレの腕に押しつけてくる。

「もしかしたら、南条くんの気が変わるようにこれからもこんな風にスキンシップをするかも知れないけど、笑顔で許してね」

「……いや、オレも男だから、そういうのは正直勘弁して欲しい」

「ふふ、もしものときはちゃんと責任をとってね、忍ちゃん」

　そう言ってオレから離れ、南はちゅっと色っぽく投げキスをして立ち去って行く。

　……これからは身体からだだけじゃなくて、理性も鍛えないといけないな。

　と、そんなことを考えていたところ、今度は聖ひじりがクラスの連中の輪から外れて近づいて来た。そこでオレは柔らかく彼女に声をかける。

「よお、サクラ――じゃなくて、南とはどんな話をしたんだ？」

「残念だけど、それは言えない」

　聖はオレの質問に小さく笑って返す。

　会話の内容は少し気になったが、様子を見る限り南とは和解したのだろう。

　オレも聖につられて頬ほおを緩めて口を開く。

「なあ聖、話は変わるけど、今度また聖の家に行ってもいいか？」

「……え？　それは大歓迎だけど、突然は困るぞ？　心の準備があるから……」

　なんか微妙に勘違いをしてそうだった。オレはすぐに付け足すように続ける。

「聖が学んだことをオレも宗そう悟ごさんから学びたい。宗悟さんが都合のいい日に行くよ」

　一応人目があるので少し濁し、退魔の術を学びたいと伝えると、聖は察してくれたようだ。何な故ぜか小さく肩を落として頷うなずく。

「……それじゃあ、父さんが家にいるときにまたメールする。ここのところ父さんは忙しいみたいだから、少しあとになるかも知れないけど、いいかな？」

「ああ。それで構わない。よろしく頼むよ」

「うん、きっと父さんも喜ぶと思う」

「そうか。それならもっと喜んでくれるようにエルニも連れて行こう」

「……あの、父さんはエルニが苦手みたいだから、やめた方がいいと思う」

　などと言いながら聖と話しているうちにマキナが戻って来た。そこでオレたちはなずなを迎えに行き……こうして臨海学校は終わりを告げた。



    

  
    
      
エピローグ



　夏休みも中盤にさしかかったある日。本屋から家に戻って何気なくリビングを覗のぞくと、みーちゃんが遊びに来ていた。

　少し気になって様子を窺うかがったところ、なにやらみーちゃんは我が家の女性陣（母さんをのぞく）と女子トークを繰り広げていた。オレも交ざろうかなとは思ったが、今日は楽しみにしていたシリーズの新刊が出たのだ。母さんに奪われる前に読んでしまいたい。

　一瞬、そのまま素通りすることも考えた。しかしそれはさすがに少し失礼だろう。挨あい拶さつだけはしておこうと思い、オレはリビングに顔を出す。

「いらっしゃいみーちゃん。ゆっくりしていってくれ。それじゃあまたな」

「……なんだか今日の忍しのぶお兄さんは冷たいです。セリフも形式的で、わたしはまだなにも言ってないのに、どうしてすぐに部屋から出て行こうとするんですか？」

　みーちゃんが切なげにそう言うと、なずなが小さく唇を尖とがらせた。

「お兄ちゃん、みーちゃんが可哀かわい想そうだよ。みーちゃん、今日はお兄ちゃんに相談があって来たんだよ」

「相談？　金ならないぞ？　愛なら無尽蔵にあるがな」

「ちょっと忍、みーちゃんは真剣に悩んでいるんだから、ふざけてばかりいないでちゃんと聞いてあげなさいよ」

　ソファーに座っていたマキナが注意するようにそう言うと、なずなも同意して頷うなずき、そっとみーちゃんの背中を押して彼女をオレの前に立たせる。

「ほら、みーちゃん」

「は、はい」

　なずなに促され、みーちゃんは何な故ぜか頬ほおを赤くして口を開く。

「えっと、いま忍お兄さんに彼女さんはいないんですよね？」

　その問い掛けにオレが答えるよりも早く、

「忍に彼女はいないぞ。元奴隷とツンデレと愛人とメイドと許嫁いいなずけならいるけどな」

　エルニが先に答え、元奴隷のルナが嬉うれしそうに手をあげる。

　途端、みーちゃんは「そ、そうなんですか!?」と驚いたものの、

「英雄、色を好むです」

　などと言い、深呼吸して気を取り直して再び口を開く。

「あの、そんな彼女さんのいない忍お兄さんにお願いなんですけど……」

「ん？　こんな彼女さんのいない寂しい忍お兄さんにどんなお願いだ？」

　と、軽い口調で訊たずねるオレに、みーちゃんはさらに頬を赤くして答えた。

「少しの間だけでいいので――わたしの彼氏さんになってください！」



    

  









    
      
あとがき



　どうもこんにちは、後ご藤とう祐ゆう迅じんです。新年早々、諸事情により、また肋ろつ骨こつが折れましたが、心はまだ折れていません！　元気いっぱいです！　なぜなら、『つきツキ！』のドラマＣＤ第二弾の製作が決定したからです！　これもひとえに皆様の応援の賜たま物ものです。この場をかりて厚くお礼申し上げます。



　さて、地元の商店街にいる占い師に、『あなた今年チャンスですよ――転職するなら！』と断言され、ショックを受けつつも、絶対転職しねえという心持ちで書き上げた『つきツキ！』の六巻ですが、今回はクラスメイトの南みなみの話です。一巻で名前だけ出ていたなずなの友達、みーちゃんも登場します。

　南の話は一巻のときから書きたいと思っており、みーちゃんもいつか出せたらと考えていました。

　ややエロい南と、少し変な娘こであるみーちゃんですが、どちらのキャラも気に入っていただければ幸いです。



　では、このあたりで謝辞を。

　担当の庄しよう司じ様。締め切りを大幅に破ってしまい、申し訳ありませんでした。いままで以上に健康管理を心がけ、精進を重ねていきますので、今度とも何卒なにとぞよろしくお願いします。

　梱こり枝えりこ様。原稿が遅れたせいでご迷惑をおかけしたことと思います。ご多忙の中、今回も美麗なイラストを描いてくださり、本当にありがとうございました。新キャラのみーちゃんがすごく可愛かわいくて破壊力抜群です。

　志し瑞みず祐ゆう先生。『精霊使いの剣舞ブレイドダンス』のヒロインである、クレアの「消し炭になりなさいっ！」というセリフを使わせていただけないでしょうか、とお願いした際、快く了承してくださり、どうもありがとうございます。『精霊使いの剣舞』は大好きな作品なので、とても嬉うれしく思いました。最新刊も楽しみにしております。

　コミック版を描いてくださっている柴しば嶺みねタカシ様。どのキャラも魅力的に描えがいていただき、大感謝です。毎月、コミック版の最新話を心待ちにしています。

　編集長の三み坂さか様、編集部の皆様、校正様、装丁様、営業様、その他この作品に関かかわって下さった方々、そして読者の皆様にも心から感謝を！

　最後に、モバイルアンケートにて心あるメッセージを送って下さった方々。皆様のお言葉はすごく励みになっております。――奉謝です！

後藤祐迅



    

  









    
      　著者

　後藤祐迅（ごとう・ゆうじん）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　大阪在住のメガネ野郎。

　　この前飼い犬に「決して犬死するな」と言ったら……

　　噛まれました。



　イラスト

　梱枝りこ（こりえ・りこ）

　　普段はゲームの原画家、イラストレーター。

　　好きなものはヴィジュアル系、可愛いもの。

　　趣味はライブに行くこと。

　　ほとんど家にいないどころか地方に飛んでます。

　　ＨＰ「無人少女」http://nekomimi.ws/~non-girl/



    

  
    
      つきツキ！６
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